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人
口
３
分
の
１
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減
り
自
滅
／
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育
て
支
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が
日
本
を
救
う
／
「
人
口
一
定
」
目
標
に
／

上
が
り
続
け
る
未
婚
率
／
日
本
の
人
口
一
億

国
際
人
口
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題
議
員
懇
談
会
総
会
開
く

ブ
リ
ユ
ッ
ケ
マ
ン
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
が
来
日

Ａ
Ｐ
Ａ
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東
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で
ネ
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ト
ワ
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ク
会
議

南
々
協
力
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議
開
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Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
・
ヘ
ン
キ
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ア
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来
日
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○
○
○
年
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界
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口
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書
を
発
表

◆
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Ａ
セ
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ー
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本
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／
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ｌ
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／
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１
１

若
年
人
口
数
が
高
齢
人
口
数
を
下
回
る

少
子
社
会
の
姿
は
経
済
社
会
の
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
の
面
か
ら
は
、
ど
う
み
て
も
マ
イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
わ
が
国
も
成
長
よ

り
安
定
を
指
向
す
る
段
階
に
か
か
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
経
済
成
長
期
の
意
識
の
罠
か

ら
脱
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
説
も

説
得
力
を
も
っ
て
い
る
。

確
か
に
少
子
社
会
は
①
労
働
力
人
口
減

少
に
よ
る
成
長
低
下
②
社
会
の
活
力
低
下

③
社
会
保
障
負
担
の
増
大
な
ど
の
ほ
か
過

疎
化
な
ど
地
域
社
会
の
変
貌
な
ど
を
含
め

て
経
済
社
会
へ
の
深
刻
な
影
響
を
否
定
で

き
な
い
と
い
え
よ
う
。
他
方
、
出
生
率
の

回
復
に
よ
る
少
子
化
の
抑
止
の
期
待
に
関

し
て
は
①
子
育
て
費
用
負
担
②
仕
事
と
子

育
て
の
両
立
難
に
関
す
る
国
民
の
意
識
の

面
か
ら
早
急
な
効
果
は
見
込
ま
れ
な
い
の

も
厳
し
い
現
実
で
あ
る
。

巻
頭
言

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

ひ
る
が
え
っ
て
、
二
十
世
紀
の
人
口
爆

発
へ
の
人
口
政
策
的
対
応
が
急
テ
ン
ポ
で

進
ん
だ
東
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
一
定
の
時
間

こ
う
し
た
現
実
は
あ
ま
り
に
も
急
速
で

あ
っ
た
人
口
転
換
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る

と
断
ず
る
の
は
易
い
が
、
そ
こ
か
ら
将
来

に
向
け
て
の
建
設
的
教
訓
を
う
る
こ
と
はliili

非
ロ
。
〈

題
匡

夢

Ｐ
右

差
を
も
っ
て
同
じ
事
態
に
見
舞
わ
れ
る
こ

と
は
必
要
で
あ
り
、
先
行
す
る
わ
が
国
の

対
応
や
如
何
と
注
目
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

諸
国
は
経
済
成
長
期
が
程
度
の
差
は
あ
れ

比
較
的
短
期
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
近
年

の
市
場
経
済
化
の
急
進
展
も
あ
っ
て
、
社

会
的
資
産
の
蓄
積
不
足
、
平
等
化
の
歪
み

な
ど
社
会
福
祉
の
充
実
局
面
に
移
管
す
べ

き
経
済
発
展
の
成
果
に
乏
し
い
。

わ
が
国
と
て
、
こ
れ
ま
で
少
子
化
の
急

進
展
へ
の
対
応
に
成
功
し
て
い
る
と
は
い

え
な
い
。
企
業
で
も
地
域
で
も
さ
ら
に
家

庭
で
も
、
も
ち
ろ
ん
行
政
面
で
も
そ
う
で

あ
る
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の

意
識
の
遅
れ
も
鮮
明
で
あ
る
し
、
社
会
的

資
産
の
配
分
と
も
奏
功
し
て
い
な
い
。

今
後
急
速
な
実
現
が
要
請
さ
れ
て
い
る

少
子
社
会
へ
の
対
応
の
成
果
と
政
策
は
ノ

ウ
ハ
ウ
の
提
供
が
、
か
つ
て
の
経
済
発
展

局
面
の
経
済
協
力
の
延
長
そ
し
て
実
現
さ

れ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
こ
そ
が
真
の
国
際
貢

献
と
い
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
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地球規模の水問題

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
国
際
交

流
基
金
日
米
セ
ン
タ
ー
、
側

国
際
開
発
高
等
教
育
機
構
、

国
際
水
資
源
学
会
の
共
催
で

開
か
れ
た
が
、
こ
れ
に
先

立
っ
て
二
十
五
、
六
日
の
両

日
、
国
際
的
な
水
問
題
の
専

門
家
や
有
識
者
が
集
ま
っ
て

「
東
京
ク
ラ
ブ
」
を
設
立
。

水
に
関
す
る
重
要
課
題
、
今

後
の
組
織
運
営
に
つ
い
て
ブ

レ
ー
ン
・
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
を

行
い
、
国
際
社
会
の
焦
点
と

な
り
つ
つ
あ
る
世
界
の
水
問

題
に
つ
い
て
、
現
時
点
に
お

け
る
問
題
点
、
日
本
の
役
割

を
含
む
国
際
協
力
の
進
め
方

や
、
解
決
策
に
つ
い
て
論

議
、
今
後
各
メ
ン
バ
ー
が
持

ち
寄
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ペ
ー
パ
ー
を
ま
と
め
て
出

版
す
る
こ
と
も
予
定
し
て
い

る
。

基
調
報
告
は
、
三
人
の
権
威
者
が
現
時
点

で
の
問
題
、
今
後
の
国
際
的
取
り
組
み
に
つ

い
て
講
演
し
た
。
イ
ス
マ
イ
ル
・
セ
ラ
ゲ
ル

デ
ィ
ン
氏
（
世
界
銀
行
特
別
顧
問
、
世
界
水

委
員
会
議
長
）
は
「
人
類
が
将
来
に
わ
た
っ

て
安
全
で
良
い
水
を
安
く
飲
め
る
よ
う
、
水

の
安
全
保
障
の
あ
る
世
界
を
確
立
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

そ
の
た
め
に
は
総
合
的
な
水
資
源
管
理
、

地
域
参
加
型
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
要
。
ま
た
、

水
を
無
料
で
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
価
格

を
設
定
し
て
料
金
を
取
る
こ
と
が
必
要
だ
、

と
強
調
し
た
。
同
氏
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
、
”
水
は
人
権
だ
、
政
府
は
全
て
の
水
を

■水は
Crl

jJ7有料にすべきだ

無
料
で
供
給
す
べ
き
だ
“
と
い
う
反
対
意
見

も
あ
っ
た
が
、
私
は
、
水
に
価
格
を
設
け
る

の
は
倫
理
の
問
題
で
あ
っ
て
、
今
の
在
り
方

は
正
義
に
欠
け
て
い
る
、
と
主
張
。
貧
し
い

国
の
人
達
は
、
豊
か
な
国
よ
り
も
一
一
、
三
倍

も
高
い
水
を
買
っ
て
お
り
、
水
汲
み
に
苦
し

む
女
性
の
労
働
は
言
語
に
絶
す
る
、
と
主

張
。
ま
た
、
水
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技
術

革
新
）
の
優
良
事
例
を
集
め
る
こ
と
が
重
要

で
、
現
在
七
、
八
百
億
ド
ル
の
水
へ
の
投
資

額
を
さ
ら
に
一
千
億
ド
ル
位
に
ふ
や
す
こ
と

が
必
要
だ
と
述
べ
た
。

５

オ
ル
チ
ャ
イ
・
ウ
ン
ベ
ル
氏
（
ト
ル
コ
。

、ぜいたく､を控え

拠出金を



南
東
ア
ナ
ト
リ
ア
開
発
公
団
総
裁
）
は
、
水

問
題
が
世
界
的
に
重
要
な
の
が
判
っ
て
い
る

の
に
、
南
北
の
地
域
格
差
は
三
十
倍
に
も
拡

が
っ
て
い
る
。
一
九
九
五
年
の
コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
で
の
社
会
開
発
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
の
会
議

検
証
報
告
で
は
、
こ
の
五
年
間
に
何
を
し
た

の
か
成
果
が
上
が
っ
て
い
な
い
。
北
半
球
の

ア
ル
コ
ー
ル
や
、
ペ
ッ
ト
・
フ
ー
ド
、
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
ぜ
い
た
く
を
少
し
控
え

れ
ば
水
へ
の
必
要
資
金
は
出
る
は
ず
だ
Ｉ

と
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
へ
の
不

満
を
述
べ
た
。

マ
ー
リ
ン
・
フ
ァ
ル
ケ
ン
マ
ル
ク
女
史

国際篭)争防[このため

二?j■流域(ji)i､力嚇雌化を

（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
際
水
研
究
所
教
授
）

は
、
水
問
題
の
解
決
は
リ
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス

で
は
実
現
し
な
い
。
水
の
管
理
運
営
に
当

た
っ
て
は
、
途
上
国
は
人
材
不
足
で
あ
り
、

情
報
不
足
だ
。
水
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、

戦
略
的
行
動
が
重
要
で
、
水
を
め
ぐ
る
国
際

河
川
で
の
紛
争
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
流
域
全

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
高
橋

裕
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
が
、
深
刻
な
水
を

め
ぐ
る
国
際
紛
争
に
つ
い
て
説
明
し
た
あ

と
、
日
本
は
食
料
、
木
材
な
ど
の
大
半
を
輪

日本は

■■先i隻国と途上国の
＝'二F橋渡しをせよ

体
を
考
え
た
協
力
体
制
が
強
化
さ
れ
な
け
れ
６

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
乾
燥
地
帯
で
は
、
水

の
い
ら
な
い
作
物
を
作
る
こ
と
も
大
切
だ
。

生
命
を
維
持
す
る
水
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
人
々
の
考
え
を
変
え
な
い
と
い
け

な
い
。
ｌ
と
述
べ
た
。

入
に
頼
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
輸
出
国
の
大

量
の
水
を
使
っ
て
で
き
た
も
の
だ
。
こ
の
こ

と
を
考
え
、
自
国
で
生
産
す
る
よ
う
努
力
す

べ
き
だ
。
日
本
人
で
あ
る
前
に
、
地
球
人
で

あ
れ
と
、
い
い
た
い
。
明
治
ま
で
は
、
日
本

も
途
上
国
だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
先
進
国
と
途

上
国
の
橋
渡
し
の
で
き
る
国
に
な
ら
な
い
と

い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
多
国
間
協
力
の

枠
組
み
作
り
、
環
境
技
術
移
転
を
ど
の
様
に

実
現
す
る
か
、
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

Ｉ
と
述
べ
た
。

広
中
和
歌
子
参
議
院
議
員
（
元
環
境
相
）

は
、
日
本
は
戦
後
、
経
済
発
展
を
急
ぐ
あ
ま

り
、
産
業
優
先
政
策
を
と
っ
た
た
め
、
人
間

の
健
康
や
、
生
活
の
安
全
性
を
考
慮
し
た
規

制
が
緩
か
っ
た
、
と
述
べ
水
俣
病
問
題
の
失



地球規模の水問題

敗
例
を
挙
げ
た
。

ジ
ェ
イ
・
ナ
ラ
ヤ
ン
・
ピ
ア
ス
氏
（
イ
ン

ド
。
グ
シ
ャ
ラ
ー
ト
州
水
資
源
相
）
は
、
曰

東
京
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
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’
’
一
・
〈
・
色
一
『
》
二

一‐｜・・・菫‐．｜｜や一．鈩凸・＄‐・一身

，一一一》」一・．｜・・‐（‐４｜｜〆。』‐｜‐・一一．’一一一か‐‐‐
『
ぶ

ゆ
→
Ｆ
１
Ｆ

イ
矛
一
』
』

◇
智
筥

本
の
役
割
に
つ
い
て
、
成
功
例
だ
け
で
な

く
、
失
敗
例
か
ら
も
途
上
国
は
学
ん
で
い
け

る
の
で
、
日
本
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
つ

く発起人＞

アシット・ビスワス国際水資源学会会長（前）
（第三世界水研究所所長）

高橋一生財団法人国際開発高等教育機構(ＦＡＳＩＤ）
国際開発研究センター所長

くメンバー＞
高橋裕東京大学名誉教授
マフムード・アブザイド

エジプト公共事業・水資源大臣
モハメド･アイトゥ・カーディ

モロッコ農村開発局長
ベネディート・プラガ国際水資源学会会長（現)、ブラジル
マーリン・ファルケンマルク

ストックホルム水シンポジウム科学プログラム
委員会議長

トーキルヨンク・クラウゼン

デンマークＴＡＣ、グローバル・ワォーター・
パートナーシップ（ＧＷＰ）議長

アールト・ルーシンクオランダ･ＮＥＤＥＣＯマネージング･ディレク
ター

ジョン・パイグラム国際水資源学会会長（次期)、オーストラリア
イズマイル・セラゲルディン

世界銀行特別顧問･世界水委員会議長､エジプト
マリー・シェイディカナダ国際開発庁（ＣＩＤＡ）上級政策顧問
オルチャイ・ウンペルトルコ南アナトリア開発公団総裁
ジェイ・ラナヤン・ビアス

インド・グジャラート州水資源大臣

て
水
問
題
に
貢
献
し
て
ほ
し
い
ｌ
と
要
請

し
た
。

７
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七
月
六
日
（
木
）
午
後
一
時
半
か
ら
、
日

本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
で
「
世
界
人
ロ
デ
ー
」

特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
ま

ず
、
黒
田
俊
夫
・
ジ
ョ
イ
セ
フ
理
事
長
が
開

会
の
挨
拶
を
述
べ
安
藤
博
文
。
国
連
人
口

基
金
特
別
顧
問
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

次
い
で
、
日
本
人
と
し
て
初
の
「
国
連
人

口
賞
」
を
受
賞
し
た
加
藤
シ
ヅ
エ
・
日
本
家

族
計
画
連
盟
会
長
の
長
年
の
功
績
を
称
え
、

そ
の
高
い
志
と
精
神
が
次
世
代
に
長
く
引
き

継
が
れ
る
よ
う
、
ま
た
将
来
を
担
う
女
性
を

鼓
舞
し
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
創
設

さ
れ
た
「
加
藤
シ
ヅ
エ
賞
」
の
授
賞
式
が
行

わ
れ
た
。
今
年
は
、
「
性
暴
力
を
許
さ
な
い

女
の
会
」
と
「
フ
ィ
ン
レ
ー
ジ
の
会
」
の
二

団
体
が
受
賞
し
、
加
藤
シ
ヅ
エ
・
日
本
家
族

計
画
連
盟
会
長
と
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ゴ
メ
ス
国

際
家
族
計
画
連
盟
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
代
読
さ
れ
た
。

「
性
暴
力
を
許
さ
な
い
女
の
会
」
は
、
雷

画

I，！

鰯

．

８
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話
相
談
や
裁
判
支
援
な
ど
性
暴
力
被
害
者
を
の
世
紀
で
あ
っ
た
。
一
一
度
の
世
界
大
戦
や
内
男
性
の
活
動
が
女
性
の
問
題
を
解
決
し
て
い

サ
ポ
ー
ト
し
、
ま
た
、
公
開
講
座
の
開
催
や
戦
に
よ
り
多
く
の
犠
牲
者
を
だ
し
て
き
た
。
く
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
女
性
は
経
済
的

一
三
－
ス
レ
タ
ー
の
発
行
に
よ
り
、
性
暴
力
い
ま
日
本
は
少
子
・
高
齢
化
問
題
に
直
面
自
立
が
必
要
で
あ
る
」
と
、
述
べ
た
。

に
つ
い
て
の
社
会
的
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
し
、
今
後
女
性
の
活
力
を
社
会
で
利
用
し
て

伊
藤
公
雄
大
阪
大
学
教
授
は
、
女
性
問
題

る
。

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
カ
イ
ロ
会
議
か
を
男
性
問
題
と
考
え
て
分
析
を
し
て
い
る
。

ラ
ィ
ン
レ
ー
ジ
の
会
」
は
、
不
妊
症
に
ら
十
年
目
に
当
た
る
二
○
○
四
年
の
人
口
・

「
女
性
問
題
に
取
り
組
む
に
は
、
女
性
の
エ

悩
む
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
発
足
し
、

開
発
会
議
を
是
非
日
本
で
開
催
し
た
い
と
活
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
男
性
の
生

女
性
が
子
ど
も
を
産
む
こ
と
を
当
然
と
す
る
動
を
進
め
て
い
る
。
」
と
述
べ
た
。

き
方
、
考
え
方
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ

社
会
で
は
な
く
、
産
ん
で
も
、
産
ま
な
く
て

六
月
に
一
三
１
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
、

る
。
男
性
は
性
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
縛
ら

も
、
ま
た
産
め
な
く
て
も
生
き
生
き
と
蟇
ら
一
九
九
五
年
北
京
で
採
択
さ
れ
た
「
北
京
行
れ
て
い
る
。
男
性
の
生
活
時
間
の
組
み
替

し
て
い
け
る
社
会
を
求
め
て
活
動
を
行
っ
て
動
綱
領
」
の
実
施
状
況
の
検
討
・
評
価
し
た
え
、
家
庭
で
の
時
間
を
増
や
す
こ
と
が
重
要

い
る
。
一
二
１
ス
レ
タ
ー
の
発
行
や
、
「
井
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
三
十
一
世
紀
の
人
口
で
あ
る
」
と
説
明
し
た
。

戸
端
会
議
」
と
称
す
る
会
員
交
流
の
場
を
提
と
女
性
」
を
テ
ー
マ
に
三
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト

田
中
由
美
子
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
社
会
開
発
協
力
部

供
し
た
り
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
を
行
っ
を
招
き
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
長
は
、
援
助
開
発
の
立
場
で
途
上
国
に
焦
点

て
い
る
。

わ
れ
た
。
歌
手
の
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
女
史
を
当
て
講
演
し
た
。
「
貧
し
い
中
で
も
特
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
明
石
康
・
人
口
間
は

、

日
本
の
少
子
・
高
齢
化
問
題
に
つ
い
て
貧
し
い
の
は
女
性
で
あ
り
、
”
貧
困
の
女
性

題
協
議
会
会
長
が
「
世
界
の
人
口
問
題
と
日
「
高
齢
化
は
問
題
で
は
な
く
バ
ラ
ン
ス
が
悪
化
“
と
い
わ
れ
て
い
る
。
貧
困
の
女
性
化
の

本
の
役
割
」
に
つ
い
て
基
調
講
演
し
、
「
今
い
だ
け
で
、
少
子
化
が
問
題
で
あ
る
。
女
性
解
決
策
と
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
、
女

世
紀
、
世
界
は
科
学
的
進
歩
を
遂
げ
生
活
水
が
子
ど
も
を
産
ま
な
い
の
は
”
不
安
”
だ
か
性
の
意
志
決
定
権
を
与
え
る
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

準
が
向
上
し
た
が
、
我
が
国
で
は
精
神
面
で
ら
で
あ
っ
て
、
こ
の
不
安
を
取
り
除
い
て
あ
の
偏
見
を
な
く
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
女

の
荒
廃
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
今
世
紀
げ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
女
性
の
問
題
は
性
が
経
済
力
を
つ
け
る
に
は
教
育
が
重
要
と

は
戦
争
・
紛
争
の
世
紀
で
あ
り
、
人
口
爆
発
女
性
だ
け
で
解
決
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
な
っ
て
く
る
」
と
主
張
し
た
。

１
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と
－宗教指導者の役割を考える

冷
戦
終
結
後
は
多
く
の
政
策
科
学
の
分
野

で
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
に
代
わ
っ
て
「
宗

！
■
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
の

人
ロ
と
出
生
率

教
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、

人
口
研
究
も
例
外
で
な
い
。
し
か
し
、
イ
ス

ラ
ー
ム
に
つ
い
て
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
（
ム

ス
リ
ム
）
が
世
界
人
口
に
占
め
る
重
要
性
に

比
べ
て
十
分
な
研
究
が
な
さ
れ
て
る
と
は
言

え
な
い
。
世
界
人
口
を
宗
教
区
分
別
に
み
る

と
、
近
年
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
割
合
が
低
下

す
る
一
方
で
、
ム
ス
リ
ム
の
割
合
が
急
上
昇

し
て
い
る
。
○
胃
：
巴
、
（
一
九
九
七
）
の

推
計
に
よ
れ
ば
、
一
九
○
○
年
に
は
一
六
・

五
億
の
人
口
の
う
ち
三
一
軒
が
キ
リ
ス
ト
教

徒
、
一
一
一
一
評
が
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
、
一
三
軒
が

ム
ス
リ
ム
、
八
軒
が
仏
教
徒
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
中
南
米
に
お
け
る
人
口
増
加
等
の
影

響
も
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
特
に
カ
ト

リ
ッ
ク
教
徒
の
割
合
が
上
昇
す
る
が
、
過
去

二
十
～
一
一
一
十
年
間
に
お
け
る
欧
米
と
中
南
米

に
お
け
る
出
生
率
低
下
や
宗
教
離
れ
の
影
響

も
あ
り
、
そ
の
割
合
が
低
下
し
、
一
九
七
○

年
の
三
一
一
一
許
か
ら
九
四
年
の
一
一
六
許
へ
と
低

下
し
た
。
同
様
に
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
の
割
合

も
一
時
的
に
上
昇
し
、
一
九
七
○
年
に
は
一

五
許
と
な
っ
た
が
、
九
四
年
に
は
一
三
割
へ

と
低
下
し
て
い
る
。
仏
教
徒
の
割
合
は
近
年

低
下
気
味
で
、
一
九
七
○
年
の
七
訂
が
九
四

年
に
は
五
許
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

ム
ス
リ
ム
の
割
合
は
近
年
急
上
昇
し
、
’
九

七
○
年
の
一
五
許
が
九
四
年
に
は
二
○
許
と

な
っ
た
。

ム
ス
リ
ム
が
世
界
人
口
に
占
め
る
割
合
が

近
年
急
上
昇
し
た
背
景
に
は
中
近
東
に
お
け

る
人
口
増
加
に
も
よ
る
が
、
特
に
ア
ジ
ア
に

お
け
る
ム
ス
リ
ム
人
口
の
増
加
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。
こ
の
こ
と
は
ム
ス
リ
ム
が
少

数
派
で
あ
る
人
口
大
国
で
も
み
ら
れ
る
。

○
冒
目
巴
、
（
一
九
九
七
）
に
よ
る
一
九
九

四
年
に
関
す
る
推
計
に
よ
れ
ば
、
中
国
で
は

ム
ス
リ
ム
が
総
人
口
の
二
軒
に
す
ぎ
な
い
が

二
千
数
百
万
も
い
る
し
、
イ
ン
ド
で
は
総
人

口
の
一
二
訂
に
す
ぎ
な
い
が
一
億
数
百
万
も

い
る
。
実
際
、
ム
ス
リ
ム
人
口
で
み
る
と
イ

ン
ド
は
、
’
億
八
千
万
の
ム
ス
リ
ム
を
擁
す

る
第
一
位
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
一
億
三
千
万

を
擁
す
る
第
二
位
の
パ
キ
ス
タ
ン
を
下
回
る

も
の
の
、
第
三
位
を
占
め
、
一
億
を
擁
す
る

第
四
位
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
上
回
っ
て
い

、



イスラームと出生政策

〔右頁・写真〕フィリピン国

ダバオ市のイスラーム地区
での調査

（左から２人目が筆者）

る
。
ム
ス
リ
ム
人
口
数
で
第
五
～
七
位
は
い

わ
ゆ
る
中
近
東
諸
国
の
イ
ラ
ン
、
ト
ル
コ

エ
ジ
プ
ト
で
五
～
六
千
万
を
擁
し
て
い
る

が
、
数
の
上
で
は
東
南
ア
ジ
ア
や
南
ア
ジ
ア

の
国
々
を
は
る
か
に
下
回
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
に
お
け
る

人
口
増
加
の
背
景
に
は
比
較
的
高
い
出
生
率

が
あ
る
。
｜
伝
統
的
」
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
で

出
生
率
が
高
く
な
る
要
因
と
し
て
は
①
女
性

が
早
婚
で
あ
る
こ
と
、
②
女
性
の
教
育
水
準

が
低
い
こ
と
、
③
父
系
制
や
複
婚
（
一
夫
多

妻
婚
）
制
が
あ
る
こ
と
、
④
特
に
ア
フ
リ
カ

で
当
て
は
ま
る
が
、
母
乳
哺
育
や
性
交
タ

ブ
ー
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
、
⑤
宿
命
論
的
に

な
る
こ
と
、
⑥
夫
妻
年
齢
差
が
大
き
い
た

め
、
夫
の
権
勢
が
強
く
な
り
、
避
妊
を
避
け
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る
こ
と
、
⑦
特
に
シ
ー
ア
派
に
当
て
は
ま
る

が
、
少
数
派
と
し
て
人
口
増
加
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
ム
ス
リ
ム
人
口
大
国
の
多
く
は

近
年
、
出
生
率
が
高
す
ぎ
る
と
認
識
し
、
出

生
抑
制
政
策
を
採
り
、
出
生
率
が
低
下
傾
向

に
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
以
外
の
イ
ス
ラ
ー

ム
諸
国
、
特
に
内
外
に
紛
争
を
抱
え
て
い
る

よ
う
な
国
々
で
は
必
ず
し
も
出
生
率
が
高
い

と
認
識
さ
れ
て
い
な
い
し
、
出
生
抑
制
政
策

も
採
ら
れ
て
い
な
い
。
国
連
に
よ
る
一
九
九

六
年
の
各
国
政
府
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
に
よ
れ
ば
、
ム
ス
リ
ム
が
多
数
を
占
め

る
国
々
の
多
く
は
出
生
率
が
高
す
ぎ
る
と
認

識
し
、
出
生
抑
制
政
策
を
採
っ
て
い
る
と
回

答
し
て
い
る
。
し
か
し
、
出
生
率
が
高
す
ぎ

る
と
認
識
し
な

が
ら
も
非
介
入

政
策
を
採
っ
て

い
る
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
、
出
生

率
が
満
足
な
水

準
で
あ
る
と
認

識
し
て
非
介
入

政
策
を
採
っ
て

い
る
シ
リ
ア
、
出
生
率
が
満
足
な
水
準
で
あ

る
と
認
識
し
な
が
ら
も
出
生
維
持
政
策
を

採
っ
て
い
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
出
生
率
が

低
す
ぎ
る
と
認
識
し
て
出
生
促
進
政
策
を

採
っ
て
い
る
イ
ラ
ク
の
よ
う
な
国
々
も
あ

り
、
国
連
推
計
に
よ
る
こ
れ
ら
の
国
々
の
出

生
率
は
政
府
の
認
識
と
は
無
関
係
に
、
｜
様

に
高
い
。
ま
た
、
政
府
が
出
生
率
が
高
す
ぎ

る
と
認
識
し
、
出
生
抑
制
政
策
を
採
っ
て
い

る
と
回
答
し
て
い
る
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
の
中

に
も
財
政
等
の
制
約
に
よ
る
不
十
分
な
政
策

実
施
に
よ
り
、
避
妊
実
行
率
が
低
く
、
出
生

率
が
高
い
国
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
他
方
で

は
、
前
述
の
イ
ス
ラ
ー
ム
人
口
大
国
の
多
く

の
よ
う
に
避
妊
実
行
率
が
比
較
的
高
く
、
出

生
率
が
比
較
的
低
い
国
々
も
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
避
妊
実
行
率
や
出
生
率
に
関
す
る
イ
ス

ラ
ー
ム
諸
国
間
の
相
違
の
背
景
に
は
イ
ス

ラ
ー
ム
の
影
響
の
相
違
、
特
に
そ
の
宗
教
指

導
者
の
出
生
政
策
な
い
し
家
族
計
画
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
対
す
る
意
識
と
行
動
の
相
違
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

、



イ
ス
ラ
ー
ム
の
古
典
に
お
け
る
避
妊
に
対

す
る
見
解
や
最
近
ま
で
の
宗
教
指
導
者
の
家

族
計
画
に
関
す
る
公
式
見
解
全
般
に
つ
い
て

は
○
日
局
自
（
一
九
九
二
）
の
詳
細
な
研
究

が
あ
る
し
、
藤
田
二
九
九
七
）
に
よ
る
日

本
語
の
紹
介
も
あ
る
の
で
、
詳
し
く
論
じ
な

い
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
場
合
は
カ
ト
リ
ッ
ク

の
法
王
庁
に
当
た
る
よ
う
な
階
層
的
権
威
が

な
い
し
、
古
典
に
も
お
い
て
も
避
妊
に
関
す

る
直
接
的
な
評
価
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
間

接
的
な
評
価
の
中
に
は
賛
否
両
論
の
そ
れ
ぞ

れ
に
有
利
な
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
各
国

の
中
央
レ
ベ
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
レ
ベ
ル

の
宗
教
指
導
者
に
よ
る
解
釈
・
再
解
釈
の
余

地
が
大
き
い
。
従
っ
て
、
宗
教
指
導
者
の
役

割
を
検
討
す
る
意
義
は
大
き
い
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
の
女
性
偏
重
に
対
す
る
反
省
か
ら
最

近
の
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
第
に
男
性

も
対
象
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
イ

ス
ラ
ー
ム
諸
国
で
は
彼
等
に
直
接
的
な
影
響

を
与
え
う
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
レ
ベ
ル
の

宗
教
指
導
者
に
対
す
る
Ｉ
Ｅ
Ｃ
（
情
報
。
教

■
出
生
政
策
に
お
け
る

宗
教
指
導
者
の
重
要
性

青
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
活
動
が
活
発

化
し
て
い
る
こ
と
も
宗
教
指
導
者
の
役
割
を

考
え
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

実
際
、
世
界
人
口
六
○
億
を
特
集
し
た
、

国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
に
よ
る
一

九
九
九
年
『
世
界
人
口
白
書
』
で
は
市
民
社

会
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
一
環
と

し
て
の
宗
教
指
導
者
や
宗
教
団
体
と
の
協
力

が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
が
一
九
九
八
年
に
ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
サ
ハ

ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
の
一
九
カ
国
を
は
じ
め
と

す
る
国
々
か
ら
か
ら
八
十
人
あ
ま
り
の
イ
ス

ラ
ー
ム
指
導
者
・
学
者
を
招
い
て
「
イ
ス

ラ
ー
ム
と
人
口
」
に
関
す
る
国
際
会
議
を
開

催
し
て
勧
告
を
採
択
し
た
旨
や
、
ガ
ー
ナ
で

八
宗
教
団
体
が
人
口
教
育
を
宗
教
活
動
に
組

み
入
れ
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
を
し

て
い
る
旨
や
、
ウ
ガ
ン
ダ
で
宗
教
団
体
を
含

む
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
合
が
実
施
す
る
情
報
宣
伝
活
動

と
サ
ー
ビ
ス
提
供
活
動
を
政
府
の
人
口
関
係

部
局
が
調
整
し
て
い
る
旨
が
書
か
れ
て
い

る
。
ま
た
近
年
、
イ
ス
ラ
ー
ム
な
い
し
カ
ト

リ
ッ
ク
が
多
数
派
を
占
め
る
国
々
で
国
際
機

関
や
米
国
機
関
と
の
協
力
の
下
で
、
特
に
男

性
に
対
す
る
家
族
計
画
普
及
活
動
の
一
環
と

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
レ
ベ
ル
の
宗
教
指

導
者
に
対
す
る
Ｉ
Ｅ
Ｃ
活
動
が
盛
ん
に
な
っ

て
き
た
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
が
一
九
九
九
年
国
連
人
口
賞
を
一
九
八
○

年
代
前
半
に
イ
ラ
ン
で
保
健
医
学
教
育
大
臣

を
務
め
、
人
口
政
策
・
リ
プ
ロ
ヘ
ル
ス
政
策

を
変
え
た
の
．
シ
・
冨
閏
：
曰
博
士
に
対
し

て
授
与
し
た
こ
と
と
、
同
博
士
が
受
賞
演
説

で
故
ホ
メ
イ
ニ
師
が
人
口
問
題
と
そ
の
大
学

や
メ
デ
ィ
ア
で
の
論
議
を
強
調
し
た
こ
と
が

流
れ
を
変
え
た
と
述
べ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
各
国
の
中
央
レ
ベ
ル
で
の
宗

教
指
導
者
の
出
生
政
策
に
対
す
る
関
与
が
国

際
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
も
イ
ス
ラ
ー
ム
の
出
生

政
策
へ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
は
増
加
し
つ

つ
あ
る
。
例
え
ば
、
前
述
の
藤
田
二
九
九

七
）
は
文
献
研
究
に
基
づ
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム

法
に
お
け
る
家
族
計
画
の
位
置
を
エ
ジ
プ
ト

を
中
心
に
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
岩
崎
二

九
九
七
）
は
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
お
け
る
実
地
調

査
に
基
づ
い
て
女
性
の
避
妊
行
動
に
対
す
る

イ
ス
ラ
ー
ム
の
影
響
に
触
れ
て
い
る
。
遠
藤

二
九
九
五
）
は
中
東
諸
国
の
出
生
政
策
に

関
す
る
相
違
を
相
互
補
完
的
な
経
済
開
発
政
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イスラームと出生政策

エ
ジ
プ
ト
で
は
一
九
九
四
年
頃
、
中
央
の

宗
教
指
導
者
の
協
力
の
下
で
宗
教
省
に
よ
っ

て
『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
家
族
計
画
に
対
す
る
見

解
』
と
題
さ
れ
た
小
冊
子
が
英
語
で
も
刊
行

さ
れ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
家
族
計
画
を
否
定
し

て
お
ら
ず
、
肯
定
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る

こ
と
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
レ
ベ
ル
の
宗
教

指
導
者
や
国
民
に
対
し
て
浸
透
さ
せ
よ
う
と

試
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
セ
ネ
ガ
ル
で
は

一
九
九
六
年
に
中
央
の
宗
教
指
導
者
の
協
力

策
要
因
と
宗
教
的
要
因
で
説
明
し
よ
う
と
試

み
て
い
る
点
で
興
味
深
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
イ
ス
ラ
ー
ム
指
導

者
の
影
響
に
関
す
る
研
究
が
な
さ
れ
て
来
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
遠
藤
（
’
九

九
五
）
は
「
伝
統
的
要
因
」
と
呼
び
、
岩
崎

二
九
九
七
）
は
「
避
妊
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

が
な
い
こ
と
と
副
作
用
に
対
す
る
恐
れ
」
と

呼
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
要
因
に
対
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
レ
ベ
ル
の
宗
教
指
導
者

の
影
響
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

■
中
央
レ
ベ
ル
の

宗
教
指
導
者
と
家
族
計
画

の
下
で
『
イ
ス
ラ
ー
ム
教
義
を
手
が
か
り
と

し
た
人
口
政
策
の
宣
言
』
と
題
さ
れ
た
小
冊

子
が
経
済
財
政
計
画
省
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ

て
お
り
、
大
き
な
部
分
を
イ
ス
ラ
ー
ム
の
避

妊
や
中
絶
に
対
す
る
見
解
に
割
い
て
は
い
る

も
の
の
、
実
際
の
出
生
政
策
と
の
関
連
で
論

じ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
同
冊
子
は
要
約
と

し
て
、
①
母
子
の
健
康
を
保
持
す
る
た
め
の

出
生
間
隔
を
あ
け
る
こ
と
、
②
近
代
医
学
の

枠
組
み
の
中
で
信
頼
性
の
高
い
近
代
的
避
妊

手
段
を
暫
定
的
に
使
う
こ
と
、
③
各
個
人
の

物
質
的
状
況
・
可
能
性
に
応
じ
る
と
と
も
に

イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
義
に
応
じ
て
、
個
人
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
出
生
を
計
画
す
る
こ
と
が

イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
義
に
よ
っ
て
許
容
さ
れ
る

と
述
べ
る
一
方
で
、
①
不
可
抗
力
の
場
合
を

除
き
、
個
人
の
レ
ベ
ル
な
い
し
集
団
の
レ
ベ

ル
で
恒
久
的
な
出
生
制
限
を
行
う
こ
と
、
②

個
人
な
い
し
集
団
の
レ
ベ
ル
で
出
生
制
限
に

関
す
る
規
制
・
法
律
を
強
い
る
こ
と
、
③
家

族
計
画
手
段
と
し
て
系
統
的
な
人
工
妊
娠
中

絶
を
用
い
る
こ
と
が
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
義
に

反
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
家
族
計

画
は
人
口
爆
発
と
貧
困
に
対
処
す
る
上
で
唯

一
の
有
効
な
手
段
だ
と
見
な
さ
れ
る
べ
き
で

な
く
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
義
に
よ
っ
て
示
唆

さ
れ
る
よ
う
な
あ
ら
ゆ
る
構
成
要
素
（
喜
捨
、

寄
進
財
産
等
）
に
お
け
る
社
会
的
連
帯
と
い

う
手
段
も
あ
り
う
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

国
－
国
四
日
色
目
巴
（
’
九
七
○
）
に
よ
れ

ば
、
カ
イ
ロ
大
学
イ
ス
ラ
ム
法
学
部
長
で
あ
っ

た
冒
巨
厨
日
日
且
、
巳
］
昌
巨
且
丙
・
旨
教

授
は
一
九
六
五
年
の
著
作
で
産
児
制
限
に
関

す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
見
解
を
包
括
的
に
検
討

し
、
コ
ー
ラ
ン
に
も
ハ
デ
ィ
ー
ス
（
ム
ハ
ン

マ
ド
の
言
行
録
）
に
も
厳
密
な
見
解
の
根
拠

と
な
る
よ
う
な
証
拠
は
な
く
、
若
干
矛
盾
す

る
よ
う
な
個
別
の
報
告
が
あ
る
だ
け
で
あ
る

た
め
、
イ
ス
ラ
ム
法
学
者
は
異
な
る
見
解
を

示
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
同
書
は

イ
ス
ラ
ム
法
学
者
の
多
数
派
は
避
妊
を
合
法

と
し
、
正
統
四
学
派
の
す
べ
て
が
性
交
中
絶

法
を
許
容
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
た
。
ま

た
、
当
時
、
各
国
の
ム
フ
テ
ィ
（
最
高
宗
教

指
導
者
）
に
よ
り
出
さ
れ
た
産
児
制
限
に
関

す
る
フ
ァ
ト
ゥ
ア
（
宗
教
的
裁
定
）
に
は
そ

れ
を
無
条
件
に
支
持
す
る
も
の
か
ら
条
件
付

き
で
支
持
す
る
も
の
ま
で
あ
っ
た
が
、
｜
般

的
に
は
避
妊
を
合
法
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
各
国
政
府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
家
族
計
画
プ
ロ
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グ
ラ
ム
実
施
が
容
易
に
な
っ
た
。

富
・
［
［
巴
（
’
九
九
四
）
は
ロ
ー
マ
・
カ

ト
リ
ッ
ク
で
は
上
の
方
が
避
妊
を
制
限
し
、

下
の
方
が
避
妊
を
許
容
す
る
の
に
対
し
て
、

イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
逆
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
八
億
五
千
万
人
の
ス
ン
ニ
派
ム
ス

リ
ム
を
指
導
す
べ
き
エ
ジ
プ
ト
の
ム
フ

テ
ィ
、
冨
呂
四
日
目
且
、
、
ご
丘
弓
：
冒
菖

が
イ
ス
ラ
ー
ム
が
避
妊
を
許
容
す
る
発
言
を

し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
同
じ
カ
イ
ロ
の
モ

ス
ク
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
レ
ベ
ル
の
指

導
者
が
「
避
妊
は
殺
人
で
あ
る
」
と
か

ヨ
ー
ラ
ン
は
出
生
制
限
が
で
き
な
い
と
し

て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
と
い
う
も
っ
と
も

ら
し
い
描
写
で
そ
の
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て

い
る
。
描
写
の
後
半
部
分
の
真
偽
は
わ
か
ら

な
い
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
レ
ベ
ル
の
宗

教
指
導
者
の
方
が
避
妊
を
制
限
し
よ
う
と
す

る
傾
向
が
強
い
と
い
う
可
能
性
は
否
定
で
き

な
い
。
ま
た
、
彼
ら
の
影
響
に
よ
り
都
市
住

民
も
「
伝
統
的
一
見
解
を
保
持
し
て
き
た
可

能
性
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
伝
統
的
」
見
解
の
一
部
は

原
理
主
義
者
の
見
解
に
も
近
い
。
原
理
主
義

的
な
宗
教
指
導
者
が
家
族
計
画
を
否
定
す
る

見
解
の
根
拠
と
し
て
は
神
学
的
な
も
の
と
戦

略
的
な
も
の
が
あ
る
が
、
①
原
理
主
義
は
文

化
的
復
興
主
義
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ

り
、
女
性
の
「
伝
統
的
役
割
」
を
再
規
定
し

よ
う
と
す
る
こ
と
、
②
ジ
ハ
ー
ド
（
聖
戦
）

思
考
が
あ
り
、
将
来
の
兵
士
と
な
る
べ
き
男

児
を
で
き
る
だ
け
再
生
産
し
よ
う
と
す
る
こ

と
、
③
西
欧
文
明
へ
の
不
信
が
背
景
に
あ

り
、
家
族
計
画
や
近
代
的
避
妊
手
段
を
そ
の

産
物
と
し
て
排
除
し
よ
う
と
す
る
と
同
時

に
、
家
族
計
画
に
対
す
る
国
際
援
助
を
ム
ス

リ
ム
人
口
の
増
加
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
陰

謀
な
い
し
侵
略
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
原
理
主
義
的

見
解
が
一
般
大
衆
レ
ベ
ル
で
あ
る
程
度
の
支

持
を
集
め
る
の
は
、
一
般
大
衆
だ
け
で
な
く

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
レ
ベ
ル
の
宗
教
指
導
者

も
「
伝
統
的
」
見
解
を
保
持
し
て
い
る
こ
と

に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
レ
ベ
ル
の

宗
教
指
導
者
と

「
伝
統
的
要
因
」

前
述
の
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
に
お
け
る
「
伝

統
的
要
因
」
に
関
連
し
て
、
国
１
国
色
目
②
‐

日
呂
二
九
七
○
）
は
特
に
エ
ジ
プ
ト
農

民
の
場
合
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
義
や
哲
学
よ

り
も
日
常
的
な
信
仰
体
系
の
方
が
家
族
計
画

に
関
す
る
行
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
と
す
る
。
彼
女
に
よ
れ
ば
、
イ
ス
ラ
ー

ム
（
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
信
仰
体

系
）
を
集
団
の
状
況
と
相
互
作
用
を
も
ち
、

そ
れ
に
影
響
す
る
と
と
も
に
影
響
さ
れ
る
宗

教
と
見
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
祈
り
を
捧

げ
、
断
食
を
す
る
と
と
も
に
創
造
者
と
し
て

の
ア
ッ
ラ
ー
に
対
す
る
絶
対
的
な
信
仰
を
も

つ
宿
命
論
的
な
農
民
が
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
。

同
様
に
、
祈
り
を
捧
げ
、
断
食
を
す
る
と
と

も
に
ア
ッ
ラ
ー
に
対
す
る
絶
対
的
な
信
仰
を

も
つ
野
心
家
の
都
市
専
門
職
者
も
ム
ス
リ
ム

で
あ
る
。
両
者
の
世
界
観
は
か
な
り
異
な
る

し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
信
仰
の
解
釈
も
か
な
り
異

な
る
が
、
い
ず
れ
も
自
ら
が
忠
実
な
信
者
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
い

て
は
聖
職
位
階
制
が
な
い
た
め
、
個
人
や
集

団
は
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら
排

除
さ
れ
る
危
険
を
冒
す
こ
と
な
く
、
幅
を

も
っ
た
信
仰
の
解
釈
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
特
定
の
ム
ス
リ
ム
社
会
が
意
識
的
。
無
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意
識
的
に
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
義
・
思
想
の
多

様
な
要
素
の
中
か
ら
選
択
し
、
強
調
し
、
再

解
釈
す
る
こ
と
は
、
そ
の
社
会
が
対
処
す
べ

き
生
活
の
状
況
や
必
要
に
依
存
す
る
。
選
択

さ
れ
た
要
素
は
信
仰
体
系
の
中
に
編
入
さ
れ

る
や
い
な
や
、
そ
れ
と
整
合
的
な
行
動
様
式

を
強
化
し
、
強
力
に
奨
励
す
る
。

実
際
、
農
民
の
レ
ベ
ル
で
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
・
レ
ベ
ル
の
宗
教
指
導
者
に
よ
る
家

族
計
画
普
及
活
動
が
拒
絶
さ
れ
る
よ
う
な
事

例
が
エ
ジ
プ
ト
の
農
村
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

こ
と
は
生
殖
や
出
生
に
関
す
る
限
り
イ
ス

ラ
ー
ム
法
学
者
に
よ
る
公
式
見
解
よ
り
も
社

会
制
度
の
基
盤
を
成
す
世
界
観
や
価
値
観
の

方
が
農
民
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
可
能
性
が

強
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
第
一

に
、
生
活
全
般
を
当
た
り
前
の
も
の
と
し
て

受
け
入
れ
て
い
る
農
民
が
、
生
殖
の
よ
う
な

非
常
に
自
然
な
過
程
を
疑
問
に
感
じ
る
べ
き

理
由
が
特
に
見
あ
た
ら
な
い
た
め
で
あ
る
。

第
二
に
、
出
生
制
限
の
可
能
性
が
農
民
に
提

示
さ
れ
た
場
合
で
も
、
世
界
観
や
社
会
に
お

け
る
子
供
の
価
値
に
よ
り
、
そ
れ
を
即
座
に

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
で
あ

る
。
彼
ら
が
鶴
曙
す
る
の
は
、
避
妊
が
す
で

病
率
や
死
亡
率
が
高
く
、
子
供
の
福
祉
と
生

存
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
無
理
も
な

い
。
ま
た
、
子
供
が
労
働
力
と
し
て
、
貴
重

で
あ
る
こ
と
も
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ

に
合
法
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
れ
が
罪

悪
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
た
め
で
は
な
く
、

神
の
意
志
に
逆
ら
お
う
と
す
る
こ
と
に
よ
る

悪
影
響
を
恐
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
が
、
疾

談
拳i罰i罰

タイ国ハジヤイ市のイスラーム地区での調査(右から２人目が筆者）

は
コ
ー
ラ
ン
が
「
子
供
は
人
生
の
装
飾
品
で

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
裏

付
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
シ
ャ
リ
ー
ア

（
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
法
）
が
男
児
を
尊
重
し
て

お
り
、
男
児
を
確
保
す
る
た
め
に
多
産
の
必

要
が
あ
る
こ
と
や
男
性
の
み
が
複
婚
や
離
婚

宣
告
が
で
き
る
こ
と
が
女
性
の
地
位
を
不
安

定
に
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム

は
間
接
的
に
避
妊
を
抑
制
す
る
傾
向
を
保
持

し
て
い
る
。
旨
・
憲
一
（
一
九
九
四
）
も
神

の
意
志
に
逆
ら
お
う
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
恐
れ
に
関
す
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
農
村

下
層
の
事
例
を
挙
げ
、
避
妊
に
関
す
る
「
伝

統
的
」
見
解
と
「
近
代
的
」
見
解
の
対
立
と

特
徴
づ
け
て
い
る
。
こ
の
背
後
に
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
・
レ
ベ
ル
の
宗
教
指
導
者
の
イ
ス

ラ
ー
ム
解
釈
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
可
能
性
は
数
量
的
分
析
に

よ
っ
て
も
部
分
的
に
支
持
さ
れ
て
い
る
。
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
有
配
偶
女
子
の
個
票
デ
ー

タ
に
小
地
域
デ
ー
タ
を
リ
ン
ク
し
た
も
の
の

多
変
量
解
析
に
よ
れ
ば
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
よ

り
も
ム
ス
リ
ム
の
方
が
伝
統
的
避
妊
手
段
使

用
確
率
と
不
妊
手
術
実
行
確
率
が
低
い
し
、

ム
ス
リ
ム
の
中
で
は
厳
格
な
ム
ス
リ
ム
の
方
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が
厳
格
で
な
い
者
よ
り
も
伝
統
的
避
妊
手
段

使
用
確
率
が
高
い
。
し
か
し
、
個
人
が
居
住

す
る
小
地
域
に
お
け
る
毎
日
お
祈
り
を
欠
か

さ
な
い
者
の
割
合
は
個
人
の
宗
教
区
分
よ
り

も
は
る
か
に
大
き
な
影
響
力
を
も
ち
、
近
代

的
避
妊
実
行
確
率
、
伝
統
的
避
妊
実
行
確

率
、
不
妊
手
術
実
行
確
率
の
い
ず
れ
を
も
大

き
く
低
下
さ
せ
て
お
り
、
小
地
域
に
お
け
る

信
仰
の
厚
さ
と
そ
の
背
景
に
あ
る
と
推
測
さ

れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
レ
ベ
ル
の
宗
教
指

導
者
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い

る
。
他
方
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
小
地
域
別

以
上
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
レ
ベ

ル
の
宗
教
指
導
者
の
影
響
の
重
要
性
を
踏
ま

え
、
近
年
、
彼
ら
を
対
象
と
す
る
Ｉ
Ｅ
Ｃ
活

動
が
出
生
抑
制
政
策
な
い
し
家
族
計
画
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
た
だ
し
、
エ
ジ
プ
ト
や
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
よ
う
に
、
ま
ず
政
府
の

高
官
に
よ
る
中
央
の
最
高
宗
教
指
導
者
に
対

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
レ
ベ
ル
の

宗
教
指
導
者
に

対
す
る
啓
発
活
動

Ｉ

デ
ー
タ
の
多
変
量
解
析
結
果
に
よ
れ
ば
、
ム

ス
リ
ム
人
口
割
合
が
高
い
ほ
ど
、
ま
た
イ
ス

ラ
ム
政
党
支
持
率
が
高
い
ほ
ど
、
避
妊
実
行

率
は
高
い
に
し
て
も
、
避
妊
手
段
別
に
み
る

と
男
性
医
療
関
係
者
に
よ
る
女
性
の
体
へ
の

接
触
を
伴
う
こ
と
が
多
い
Ｉ
Ｕ
Ｄ
（
子
宮
内

避
妊
具
）
が
忌
避
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
家

族
以
外
の
男
女
の
接
触
を
抑
制
す
る
イ
ス

ラ
ー
ム
の
影
響
力
が
小
地
域
で
異
な
る
こ
と

を
示
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
レ
ベ
ル
の
宗

教
指
導
者
の
影
響
を
示
唆
し
て
い
る
。

す
る
一
種
の
啓
発
な
い
し
説
得
の
努
力
が
行

わ
れ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
避
妊
を
禁
止
し
て
い

な
い
と
の
お
墨
付
き
を
も
ら
っ
て
か
ら
家
族

計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
す
る
こ
と
が
多

い
。
し
か
し
、
一
九
九
三
～
四
年
の
ニ

ジ
ェ
ー
ル
に
お
け
る
エ
イ
ズ
対
策
・
家
族
計

画
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
の
コ
ン
ド
ー
ム
普
及

事
業
の
事
例
の
よ
う
に
宗
教
界
が
穏
健
主
義

と
原
理
主
義
に
二
分
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場

合
に
は
、
原
理
主
義
勢
力
の
妨
害
に
遭
っ
て

挫
折
す
る
場
合
も
あ
る
。

家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
後
は
一
般
の

宗
教
指
導
者
、
特
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
レ

ベ
ル
の
宗
教
指
導
者
に
対
す
る
Ｉ
Ｅ
Ｃ
活
動

が
行
わ
れ
、
結
婚
式
や
礼
拝
等
の
機
会
を
と

ら
え
て
家
族
計
画
を
推
奨
し
て
も
ら
う
だ
け

で
な
く
、
家
族
計
画
普
及
の
た
め
に
地
域
を

巡
回
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
は
家
族
計
画
普
及
事
業
の
巡
回
バ
ス

に
医
療
関
係
者
と
と
も
に
宗
教
指
導
者
を
乗

せ
る
よ
う
な
こ
と
も
行
わ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
Ｉ
Ｅ
Ｃ
活
動
は
長
期
的
に
活
発
に
行
わ

れ
る
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
レ
ベ
ル
の
宗
教

指
導
者
の
か
な
り
の
部
分
を
カ
バ
ー
す
る
こ

と
に
な
る
。
例
え
ば
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で

は
約
百
万
人
の
宗
教
指
導
者
が
い
る
が
、
一

九
八
四
～
九
五
年
の
問
に
三
万
回
弱
の
セ
ミ

ナ
ー
が
行
わ
れ
、
五
千
回
以
上
の
研
修
会
、

二
千
回
以
上
の
結
婚
登
録
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ

れ
て
お
り
、
宗
教
指
導
者
の
大
き
な
部
分
が

な
ん
ら
か
の
Ｉ
Ｅ
Ｃ
活
動
に
参
加
し
た
可
能

性
が
強
い
。

他
方
、
ヨ
ル
ダ
ン
で
は
一
九
九
八
年
に
Ｉ

Ｅ
Ｃ
活
動
の
参
考
資
料
と
し
て
宗
教
指
導
者

を
対
象
と
す
る
サ
ン
プ
ル
調
査
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
宗
教
指
導
者
が
男
性
オ
ピ
ー
ー
オ
ン
・

リ
ー
ダ
ー
二
千
人
を
対
象
と
し
た
家
族
計
画
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普
及
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
Ｉ
Ｅ

Ｃ
活
動
に
寄
与
し
た
。
実
際
、
セ
ミ
ナ
ー
参

加
前
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
、
オ

ピ
ー
ー
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
の
家
族
計
画
に
対
す

る
理
解
と
受
容
度
が
向
上
し
た
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ピ
ー
ー
オ
ン
・
リ
ー

ダ
ー
に
よ
る
受
容
度
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

避
妊
実
行
率
上
昇
が
確
認
さ
れ
た
事
例
も
あ

る
。
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
イ
ル
川
上
流
の
保
守
的

な
農
村
地
域
で
は
一
九
九
二
～
九
三
年
に
か

け
て
地
域
の
宗
教
指
導
者
に
対
す
る
研
修
が

行
わ
れ
た
後
、
モ
ス
ク
等
で
百
回
程
度
の
家

族
計
画
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
、
二
万
人
弱
の

一
般
男
性
が
参
加
し
た
結
果
、
半
年
で
対
象

地
域
の
避
妊
実
行
率
が
二
一
一
軒
か
ら
三
○
計

へ
と
上
昇
し
た
。
こ
れ
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
通
り
、
セ
ミ

ナ
ー
参
加
者
の
多
く
が
家
族
計
画
に
つ
い
て

家
族
・
友
人
と
話
す
よ
う
に
な
り
、
夫
の
支

持
で
家
族
計
画
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
訪
問
す
る
妻

が
増
加
し
た
結
果
だ
と
言
わ
れ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
レ
ベ
ル
の
宗
教
指
導

者
に
対
す
る
Ｉ
Ｅ
Ｃ
活
動
に
よ
る
長
期
的
な

出
生
抑
制
効
果
に
つ
い
て
は
実
証
分
析
に

よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
述
の
通

り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
場
合
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の

場
合
ほ
ど
中
央
集
権
的
な
階
層
性
が
な
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
レ
ベ
ル
の
宗
教
指
導
者

の
方
が
「
伝
統
的
」
で
あ
る
場
合
が
多
い
だ

け
に
か
え
っ
て
そ
の
よ
う
な
Ｉ
Ｅ
Ｃ
活
動
を

家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
実
施

す
る
必
要
性
が
高
い
し
、
そ
の
効
果
が
高
ま

る
可
能
性
が
強
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
宗
教
の

影
響
に
関
す
る
人
口
学
的
研
究
が
少
な
い

し
、
特
に
イ
ス
ラ
ー
ム
の
影
響
に
関
す
る
研

究
が
少
な
い
が
、
わ
が
国
に
と
っ
て
戦
略
的

重
要
性
を
も
つ
ア
ジ
ア
諸
国
、
特
に
東
南
ア

ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
、
中
央
ア
ジ
ア
、
そ
し
て

西
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
々
に
お
い
て
は
イ
ス

ラ
ー
ム
が
社
会
的
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る

た
め
、
イ
ス
ラ
ー
ム
（
ム
ス
リ
ム
）
人
口
の

研
究
に
精
力
を
傾
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ち

な
み
に
、
二
○
○
○
年
九
月
十
四
日
に
は

「
イ
ス
ラ
ム
人
口
研
究
懇
談
会
」
が
開
催
さ

れ
、
日
本
人
口
学
会
の
「
イ
ス
ラ
ム
人
口
研

究
委
員
会
」
が
発
足
し
た
（
問
い
合
わ
せ
先
”

ず
１
笄
・
］
』
曰
四
．
召
、
、
．
、
。
．
］
□
）
。
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モ
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業
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の
国
・
際
Ｉ
鏡
・
争
三
カ
口
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TableLKeyEconomiclndicators

2000ｆl996199719981999e19911992199319941995

5.0RealGDPGrowthRate（％）７．６７．０４．１４．０７．６６．５１．０１．０４.Ｏ

ＧＤＰｐｅｒＣａｐｉｔａ(ＵＳ$）２００２４１２８４２９２２７６２５２２６４
ＧｒｏｗｔｈＲａｔｅｏｆＲｅａｌＧＤＰ

（1993prices）

Agriculture ４．５３．３１０．５０．８１．４－０．７－０．７

Industry １３．６３．８６．８１７．９２．４７．７６．２

Service ５．５９．４４．５１０７－０．１０．３８．５

ＣＰＩ（%increase）l5q4112､541.017.93.59.09.112.60.O

OverallBudgetDeficit－３．４－ａ６－５．９－６．８－７．７－７．３－４．２－５．６-3.9
（％ｏｆＧＤＰ）

CurrentAccountDeficit-1.2-2.5-8.4-14.1-16.2-15.6-9.９－１Ｌ１－１１．５

（％ｏｆＧＤＰ）

OfficialExchangeRate ７０３１２５３２４７０２５４３２４６２２６２４３０００３８００３８００

（Riels/ＵＳ$）

GrossForeignReserve l､０１．８１．４１．５２．１２．７４．０４．０

（monthsofimports）

Population（million）８．８９．３９．６９．９１０．３１０．７１１．０１１．４１Ｌ７

278

0.5

10.5

7.3

4.0

6.5

13.2

3800

4.1

12.0

SourcesIMinistryofEcononlyandFinance,ｄａｔａ
ｅ；ｅｓｔｉｍａｔｅｄｂｙＣＤＲＩ
ｆ；ｆｏｒｃａｓｔｅｄｂｙＣＤＲＩ

復市でこ

……豐瀧：Ｙｅａｒ

…ｗ：]需織二三全に
AgricuIture

薑鴛漂騨
OtherCrop

Fisheries

Forestry

andFmance :」&課

七
、
九
八
年
は
政
治
的
混
乱
の
影
響
で
成
長

率
低
下
、
九
八
年
後
半
に
新
し
い
政
治
体
制

が
確
立
し
、
九
九
年
前
半
に
ク
メ
ー
ル
・

ル
ー
ジ
ュ
が
投
降
し
て
以
降
は
、
成
長
。
復

興
の
期
待
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

イ
ン
フ
レ
率
は
、
す
で
に
九
五
年
以
降
沈

静
化
し
て
き
て
い
る
が
、
財
政
赤
字
・
経
常

収
支
の
赤
字
は
経
済
成
長
率
が
高
ま
る
と
拡

大
す
る
傾
向
が
あ
り
、
海
外
か
ら
の
援
助
や

直
接
投
資
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
経
済
の
成
長
に

と
っ
て
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。

一
方
、
農
業
部
門
の
重
要
性
は
九
○
年
代

に
入
っ
て
低
下
し
て
い
る
が
、
依
然
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
四
一
軒
、
労
働
人
口
の
約
八
○
軒
を
占

め
て
い
る
（
表
２
）
。
ま
た
、
貿
易
面
で

も
、
木
材
・
タ
バ
コ
・
天
然
ゴ
ム
・
魚
製
品

な
ど
が
輸
出
品
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め

て
い
る
（
表
３
）
。
こ
の
よ
う
に
、
所
得
・

雇
用
の
創
出
、
経
常
収
支
の
赤
字
縮
小
、
外

神
戸
大
学
大
学
院

国
際
協
力
研
究
科
教
授

福
井
情

■■■■■■■
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グローバリゼーションの進展とカンボジア農業の国際競争力

TableaMajorExportProducts（inmm1ionUS$）

Ｙｅａｒ 19921993199419951996

貨
の
獲
得
な
ど
、
今
後
の

５
３
４
６

６
１
３

９
２
９
４
１

９
１
５
１
０
麺
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
経

獅
叫
祇
銅
》
済
発
展
を
ス
ム
ー
ス
に
進

㈹
３
四
皿
、
展
さ
せ
て
行
く
に
は
、
農

ｓ

９
１
４
７
碑
業
部
門
（
広
義
の
）
の
発

２ １
１
８
１
９

１
ｍ
６
展
が
不
可
欠
で
あ
る
。

１
２
５

Ｐ
ｅ

迦
血
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
場
〈
ロ
、

５
１
２

幅
、
麺
長
年
の
内
戦
や
政
治
的
混

ｒ
ａ
９

晦
麺
℃
、
乱
の
た
め
に
、
イ
ン
フ
ー
フ

吋
咋
巫
錘
》
が
破
壊
さ
れ
、
農
地
面
積

》欧》》醗樒》、捌川糀州臘舳川船則
邨恥》蜂峰》烟腓肌Ⅷ川託憤困問題
Ｔ

九
○
年
代
に
入
り
、
絶
対
的
貧
困
線
以
下

の
人
口
割
合
は
、
’
一
一
九
軒
（
一
九
九
四
年
）

●福井清一くふくいぜいいち＞
1952年兵庫県生まれ

農学博士（京都大学）

<現職>神戸大学大学院国際協力研究科教
授

〈学歴>京都大学農学部卒業、京都大学大
学院農学研究科収支課程修了、京
都大学大学院農学研究科博士課程
中退

く職歴>東京大学東洋文化研究所助手、米
国カリフォルニア大学バークレー

校客員研究員、九州大学農学部助
教授、大阪学院大学経済学部教授

<主な著瞥＞『地域発展の固有鹸理」原洋
之介編、京都大学出版会、２０００

年､｢アジア経済論」pP352-377
原洋之介縞著、ＮＴＴ出腿１９９９
年、『変貌する農産物流通システ

ム卸売市場の国際比較」小林康

平他と共著､農文協、1995年、『開
発援助の光と影援助する側され

る側」嘉田良平他と共著展文協、
1995年他著瞥多数

か
ら
一
一
一
六
軒
（
一
九
九
七
年
）
切

に
僅
か
に
低
下
し
た
が
、
依
然
邨
伽

と
し
て
吉
向
く
（
表
４
）
、
成
人
皿
岼

４
０

非
識
字
率
六
八
・
七
割
、
中
等
糾
汕

教
育
就
学
率
一
一
一
一
軒
、
医
療
刈
恥

サ
ー
ビ
ス
・
安
全
な
飲
料
水
の
班

確
保
・
衛
生
状
態
も
劣
悪
で
あ
、
ｓ

る
な
ど
、
社
〈
室
開
発
の
面
で
も
ｍ
ｔｒ

ア
ジ
ア
で
最
も
遅
れ
て
い
る
。

ｅｖｏ

｝
」
の
よ
う
な
状
況
で
、
貧
困
Ｐ
４

世
帯
の
九
○
計
が
農
業
を
主
た
に
ｂ

る
生
計
の
糧
と
す
る
世
管
帝
で
あ
、

る
と
い
う
事
実
は
、
経
済
開
発

の
面
で
も
社
会
開
発
の
面
で
も
農
業
発
展
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
し
か
し
、
九
○
年
代
に
お
い
て
農
業
部

門
の
成
長

は
停
滞

し
、
こ
の

期
間
の
農

業
成
長
率

は
人
口
増

加
率
よ
り

低
か
っ
た

二
九
九

1993-94１９９７

｜
～
九
六
年
の
間
の
年
平
均
成
長
率
は
二
・

七
瀞
、
こ
れ
に
対
し
て
人
口
増
加
率
は
三

許
）
。本
稿
で
は
、
少
甸
己
レ
ー
○
国
勺
日
の
目
の
日
の

の
実
施
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
控
え
て
、
タ
イ
や

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
農
業
先
進
国
と
の
競
争
に

晒
さ
れ
な
が
ら
農
業
発
展
を
実
現
し
て
行
か

ざ
る
を
え
な
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
農
業
の
現
状
を

紹
介
し
、
農
業
発
展
の
課
題
を
明
ら
か
に
し

た
い
。 ＦｏｏｄＰｏｖｅｒｔｙＬｉｎｅ

ＰｈｎｏｍＰｅｎｈ 6.2

19.6

21.6

20.0

3.4

15.4

20.0

17.9

OtherUrban

Rural

Total

ExpandedPovertyLine

PhnomPenh

OtherUrban

Rural

Total

11.4

36.6

43-1

39.0

11.1

29.9

40.1

36.1

Source JamesOKnwles，UUAnUpdatedPoverty
ProfileforCambodia-1997：Technical

ReporrU，MinistryofPlanning，Draft
dated20Marchl998．
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Table５.P1antedAreaofMajorCrop（1000ha）

農
業
部
門
の
内
訳
を
付
加
価
値
ベ
ー
ス
で

見
る
と
、
耕
種
作
物
と
ゴ
ム
で
五
六
許
、
畜

産
物
が
三
○
計
、
水
産
物
七
軒
、
林
産
物
七

軒
と
な
っ
て
い
る
。

２
カ
ン
ボ
ジ
ア
農
業
の
現
状

Year TotalRice CornPotatoPulselndustrialCrop

2457.2

1506.6

1844.0

1856.6

1924.0

2086.0

2170.9

1928.7

2104.0

2157.6

113.8

４９．６

50.0

４３．３

52.0

５１．６

４９．４

３４．１

４４．９

５９．８

4.6

15.3

26.3

18.4

22.0

24.5

25.0

22．1

18.1

23.3

１
４
４
６
１
８
０
３
６
０

戸
、
。
。
．
。
。
．
。
。
・

５
９
８
６
１
－
０
５
６
４

３
３
２
３
３
３
３
４
４

１
７
８
３
０
０
９
１
１
９

□
■
□
■
■
●
●
●
●
■

７
４
『
１
４
０
２
８
０
６
ｌ

７
ｌ
０
５
４
６
５
６
６
５
５

1965-69

1983-87

1992

1993

1994

1995

1996

1997

1998

1999

2703.7

1661.7

201Ｌ5

1991.2

2094.1

2245.9

2349.2

2080.3

2307.4

2358.1

Source;DepartmentofPlanningandStatistics，ＭＡＦＦ，AgriculturalSta‐
tistics．

耕
種
部
門
で

は
、
耕
地
生
態

系
の
観
点
か
ら

生
産
に
適
し
て

い
る
と
考
え
ら
、
”
砺
弱
躯
鋤
配
加
６
Ⅳ
４
皿
ｕ
ｌ
弱
、
剛
腿
胱

れ
る
稲
作
の
比
“
四
２
２
２
，

重
が
圧
倒
的
に
耐
蝿
唖
妬
髄
沁
獅
Ⅳ
５
”
４
卵
山
２
幻
秘
帥
哩
”
１

燗叩Ⅲ肚肌鮴螂》軸翻椒輌梛哩鋼趨唖辨汕魂醒嘩翻唖岬
１
５
８
１
６

２
２
０
１

全
体
の
九
割
以
、
“
ｍ
４
１
１
ｕ
２
１
咽
１
齢
則
即
剛

阯画Ⅶ鮴帥出岼蝿鋤町加配
ｌ

ｕ
ｓ

（
表
５
）
、
耕
種
皿
、
Ｉ
・
魎

密押岬》》》辨轌叫醗恥》》拙》州》》》舳岼峅辨恥辨眸靹》
ａ
ｒ

・
Ⅳ
ｍ

Ｌ
ｓ

用
農
産
物
、
工
Ｔ
ｃ

芸
作
物
等
の
生
産
量
は
極
め
て
少
な
い
こ
と
復
し
た
こ
と
や
、
気
象
条
件
に
恵
ま
れ
た
こ

か
ら
も
、
明
ら
か
で
あ
る
（
表
６
）
。
と
な
ど
、
好
条
件
が
重
な
り
、
一
九
九
九
／

米
そ
の
他
の
農
産
物
の
生
産
量
は
内
戦
や
二
○
○
○
年
度
に
は
よ
う
や
く
内
戦
以
前
の

政
治
的
混
乱
の
影
響
で
激
減
し
、
そ
の
後
も
畠
嵩
レ
ベ
ル
（
一
九
六
九
年
）
に
同
覆
し
、
四

停
滞
気
味
で
あ
っ
た
が
、
米
の
生
産
量
は
二
万
ト
ン
の
余
剰
か
生
ま
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

徐
々
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
（
表
６
）
。
と
く
九
○
年
代
に
お
け
る
農
業
生
産
の
推
移
を

に
、
九
八
年
の
新
政
権
成
立
、
そ
の
後
の
ポ
見
る
と
、
米
と
う
も
ろ
こ
し
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
、

ル
ポ
ト
派
の
投
降
を
経
て
作
付
面
積
が
急
回
家
禽
な
ど
は
、
こ
の
間
の
人
口
増
加
率
を
上

199619981999

０
４
８
７
２
６
７
８
５
８
５
０
４

０
６
６
３
８
１

２
７

４

３
１

１

３ ０
９
７
０
７
９
７
８
５
３
０
１
９

１
４
６
３
１

２
３
１

３

５
２

１

３ １
５
９
３
２
６
９
５
７
０
６
０
５

４
９
２
３
８
１
３
６

４

０
２

１
１

４

27622680

７４４６９４

２３３９

１３１１７

２８２６

６５４

2189

13417
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グローバリゼーションの進展とカンボジア農業の国際競争力

３
農
業
生
産
拡
大

の
可
能
性

農
業
生
産
力
を
向
上
さ
せ
、
生
産
量
を
拡

大
す
る
に
は
、
灌
概
開
発
が
不
可
欠
で
あ

回
る
ペ
ー
ス
で
生
産
が
増
加
し
、
主
要
な
食
用
部
門
の
発
展
が
不
可
欠
で
あ

農
産
物
に
つ
い
て
は
、
国
民
一
人
当
た
り
生
産
る
。
し
か
し
、
今
後
、
グ

量
が
増
加
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
表
７
）
。

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進

と
こ
ろ
で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
カ
ン
展
す
る
こ
と
が
確
実
な
状
況

ポ
ジ
ァ
の
場
合
、
持
続
的
な
経
済
発
展
と
貧
下
で
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
・
技

困
の
削
減
を
同
時
に
達
成
す
る
に
は
、
農
業
術
水
準
・
流
通
効
率
性
な
ど

１％
の
面
で
周
辺

９９

の
農
業
先
進

㎡
躯
９
７
２
２
０
９
３
９
２
７
６
２
０
０
０
０
４
５

ｓ
四
ａ
６
６
８
２
Ｌ
２
Ｌ
２
Ｌ
ａ
２
ａ
２
３
Ｌ
４
ａ

国
に
遅
れ
を

罐
Ｉ

一
一
１
｜

と
っ
て
い
る

Ｒ
賑

蜥
血

カ
ン
ボ
ジ
ア

、
四

の
農
業
発
展

Ｇ
皿

は
可
能
な
の

ｉ
ｔ
ｔ
ｌ

ｏ
ｕ
ｎ
ｒ

ｊ９ ８

ｃ
ｕ

ｕ
Ｃ

Ｏ
９９ ２

で
あ
ろ
う

ｄ
ｎ

ｔ

ｅ
１

噸恥吋》拙》』杣》》》』岼蠅銃蠅地靹叶岼に可糊脈石
ｎ
ｄ
か
。
次
に
、

ｏ
ｇ

く

四
Ａ

ａＴ
Ｐ
印
み
た
い
。

１
１
１

る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
現
在
の
灌
概
面

積
率
は
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
非
常
に
低
い

が
、
灌
概
面
積
拡
大
の
可
能
性
は
大
き
い
と

言
わ
れ
て
い
る
（
三
シ
司
司
・
可
少
。
§
Ｑ

ご
ｚ
Ｄ
宅
［
ご
＄
］
）
。
大
規
模
重
力
灌
概
シ

Table８．PrOportionofRiceEcosystemsundeｒＬｏｗ，MidiumandHighSon
ProductioIuPotentials

ＲｉｃｅＡｒｅａ

(Potential

nlOOOhaSoilProductionPotential

1966/67）LowMediumHigh

ＲｉｃｅＡｒｅａ

(1994/95）
RiceEcosysteIn

Wetseasonス
テ
ム
の
開
発
は
、
コ
ス
ト
・
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
悪
く
維
持
管
理
が
困
難
で
あ
る
た
め

期
待
で
き
な
い
が
、
浅
井
戸
灌
概
（
Ｓ
Ｔ

Ｗ
）
や
汲
み
上
げ
ポ
ン
プ
灌
概
（
Ｓ
Ｂ
ｂ
ｍ
）

の
普
及
に
は
期
待
で
き
る
。

RainfedLow]andＡｒｅａ(l000ha） 1９１０ 1070 400 440 1７４７

（%）

DeepWaterFloodingUOOOha）

(100） (56） (21） (23）

288400 7２ 4０ 8４

(100） (18） (10） (72）

４

(11）

UplandUOOOha） 40＊ ２２ 3８

(100） (55） (34）

DrySeason(FloodRecession＆

IrrigatedLowland）（l000ha）

1８０ 3６ 2５ 1１９ 169

(100） (20） (14） (66）

TotalＡｒｅａ〈1000ha） 2530 1200 ４７９

(19）

851

(100） (47） (34）

Ｓｏｕｒｃｅ Nesbitt，Ｈ､』.，RiceProductioninCambodia，Ｃａｍbodia-IRRI-AustTalia
Project（ＣＩＡＰハ1997．

率Basedonl996/９７uplandricearea．
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Table９．Short-toMedium-TermPotentialsforlncreasingProductivityin

RiceEcosystems

RiceCropping
lntensity(％）

resent5-10yrs
RiceProductionSystemYield(t/ha;1996-97）Potential(5-10yrs）

ＷｅｔＤｒｙ

LowlandWetSeason

Raifed

lrrigated

DrySeson

lrrigated

lrrigatedDouble

Cropping

LowSoil

Midium＆Ｈｉｇｈ
Ｓｏｉｌ

1．６７

９５

１００

2.0

2.5

９０

１００

稲
作
の
場
合
、
内
戦
で
放
棄
さ
れ
て
き
た

耕
作
可
能
地
（
表
８
）
の
耕
作
と
、
ポ
ン
プ

灌
概
の
普
及
に
よ
り
収
量
・
集
約
度
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
（
表
９
）
、
少
な
く
と

も
三
○
○
万
少
の
増
収
が
可
能
で
あ
る
（
表

3.0１００１００2.5

100

100

1802.4

2.7

２７

３．５ 180

100

100

100

100FloodRecession 3．５

１．２

１２

4.0

1001.3

1.4

DeepWaterFlooding

100Upland

ＭＡＦＦ，ＦＡＯａｎｄＵＮＤＰ，CambodiaAgriculturalStrategiesandPolicy
FrameworkfOrSustainableFoodSecurityandPovertyAlleviation，JaL

uaryl999，Table５．３．

Source

８
，
９
よ
り
筆
者
推
計
）
。

ま
た
、
政
府
の
中
長
期
計
画
（
し
、
国
・
巳
‐

百
局
①
□
の
ぐ
の
Ｐ
・
ロ
日
の
具
四
目
５
．
コ
中
富
の
‐

日
巨
目
色
ゴ
、
め
げ
ｏ
旦
弓
の
甸
日
こ
む
①
１
９
］
Ｓ

で
も
、
米
の
収
量
を
平
均
一
・
六
四
少
／
鯵

（
一
九
九
六
）
か
ら
、
一
一
ト
ン
／
紗
（
一
一
○
○
三
）

さ
ら
に
は
一
一
・
二
ト
ン
／
鯵
（
二
○
一
○
）
へ
増

大
さ
せ
る
計
画
で
あ
る
。

問
題
は
、
生
産
量
の
増
大
が
物
理
的
に
可

能
で
も
、
そ
れ
が
売
れ
な
け
れ
ば
生
産
は
実

現
さ
れ
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
米
の
国
際
競
争
力
の
有
無

が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
を
検
討
す
る
た
め

に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
農
林
水
産
省
の
生
産
費
調

査
を
基
に
、
タ
イ
米
と
の
比
較
を
行
っ
た
の

が
、
表
皿
で
あ
る
注
）
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
米
の
単
位
重
量
当
た
り
生
産
費

は
、
タ
イ
米
の
五
割
か
ら
六
割
程
度
で
あ
り
、

品
質
格
差
を
考
慮
し
て
も
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
米
の

国
際
競
争
力
は
高
い
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

米
以
外
の
作
目
の
う
ち
、
と
う
も
ろ
こ

し
、
大
豆
、
緑
豆
は
競
争
力
が
有
り
、
落
花

生
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
、
甘
藷
、
野
菜
な
ど
も
、

低
賃
金
と
比
較
的
高
い
土
地
ｌ
労
働
比
率
と

い
う
利
点
を
生
か
せ
ば
改
良
技
術
の
導
入
に

よ
り
競
争
力
を
持
ち
う
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

畜
産
物
に
つ
い
て
は
、
農
家
庭
先
飼
養
で

も
家
畜
の
防
疫
に
配
慮
し
生
産
効
率
を
高
め

れ
ば
生
産
拡
大
は
可
能
で
あ
る
。
養
豚
・
養

鶏
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
魚
津
・
米
ヌ
ヵ
・

と
う
も
ろ
こ
し
・
砕
米
な
ど
を
飼
料
用
に
輸

出
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
将
来
こ
れ

を
、
国
内
で
濃
厚
飼
料
に
加
工
し
、
地
場
・

外
国
資
本
の
参
入
に
よ
り
、
飼
料
生
産
か
ら

Cambodia(1997/98）TablelOProductionCostofRiceiIu

ProductionCosIperUnitWeight
（,O00Riels/to､）

214Cambodia

ThaiMrldヱ

DrySeason（Irrigated）

WetSeasob(Non-irrigated）

355

447

Source;Cambodia:StatistisOffice，DepartmentofP1anning，
StatisticsandInternationalCooperation，

MinistryofAgricultureForestryandFis-
heries・

Thailand：OfficeofAgriculturalEconomics,Ministryof
AgricultureandCooperatives．

＊TheproductioncostisconvertedatｌＯＯｒｉｅｌｓｔｏｏｎｅbaht．

”



グローバリゼーションの進展とカンボジア農業の国際競争力

畜
産
物
の
生
産
ま
で
垂
直
的
に
統
合
を
は
か

り
、
商
業
的
規
模
で
生
産
を
行
う
よ
う
に
す

れ
ば
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
へ
の
畜
産
物
輸
出

も
不
可
能
で
は
な
い
。

天
然
ゴ
ム
は
、
内
戦
以
前
か
ら
生
産
さ
れ

て
き
た
伝
統
的
商
品
作
物
で
あ
り
代
表
的
な

輸
出
産
品
で
あ
っ
た
。
現
在
の
生
産
水
準
は

六
○
年
代
の
二
五
軒
に
す
ぎ
ず
、
他
の
耕
種

作
物
の
作
付
面
積
を
減
少
さ
せ
ず
に
耕
作
面

積
を
拡
大
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
収
穫

技
術
、
加
工
品
の
品
質
向
上
の
余
地
が
大
き

い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
中
長
期
的
に
は
植
え

付
け
面
積
の
拡
大
・
植
樹
密
度
の
増
大
・
樹

木
の
生
産
性
向
上
等
に
よ
り
生
産
拡
大
が
可

能
で
あ
る
。

そ
の
他
、
果
樹
作
物
は
輸
出
は
と
も
か
く

国
内
消
費
需
要
を
満
た
す
程
度
の
生
産
が
可

能
で
あ
る
し
、
カ
シ
ュ
ー
・
コ
コ
ナ
ッ
ツ
は

生
産
拡
大
に
よ
り
輸
出
も
可
能
、
と
の
こ
と

で
あ
る
。

４
・
お
わ
り
に

ｌ
農
業
発
展
の
課
題

以
上
の
よ
う
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
や
国

際
機
関
は
、
低
賃
金
を
武
器
に
し
た
カ
ン
ポ

ジ
ァ
に
お
け
る
農
業
発
展
の
可
能
性
に
つ
い

て
決
し
て
悲
観
的
で
な
い
。
し
か
し
、
発
展

が
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、
以
下
の
よ
う
な

多
く
の
課
題
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑧
農
業
発
展
に
必
要
な
農
業
政
策
の
枠
組

み
が
明
白
で
な
い
こ
と
、
⑥
低
品
質
、
市
場

情
報
の
欠
如
、
イ
ン
フ
ラ
の
未
整
備
、
農
民

支
援
事
業
の
不
備
、
不
十
分
な
ポ
ス
ト
・

ハ
ー
ベ
ス
ト
／
加
工
施
設
、
政
府
の
行
政
能

力
が
欠
如
、
な
ど
が
輸
出
拡
大
の
陰
路
に
な

る
こ
と
、
⑥
土
壌
条
件
の
悪
さ
、
灌
概
の
不

備
、
研
究
・
開
発
の
遅
れ
な
ど
の
要
因
に
よ

り
、
生
産
性
が
他
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
比

べ
て
低
い
こ
と
、
⑪
土
地
制
度
が
依
然
不
明

瞭
で
私
的
財
産
権
が
必
ず
し
も
確
立
し
て
お

ら
ず
、
農
民
の
生
産
意
欲
に
負
の
影
響
を
与

え
か
ね
な
い
こ
と
、
㈲
普
及
制
度
、
金
融
制

度
が
未
整
備
で
、
改
良
種
子
、
信
用
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
悪
い
こ
と
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
は
、
今
後
の
農
業
発
展

を
、
市
場
へ
の
政
府
介
入
を
す
る
こ
と
な
く

成
し
遂
げ
る
計
画
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

少
甸
弓
シ
１
○
国
⑦
曰
、
島
の
白
の
の
実
施
に
当

た
っ
て
も
、
米
、
と
う
も
ろ
こ
し
等
の
主
要
農

産
物
ま
で
も
、
白
の
白
石
ｏ
３
ｑ
因
〆
。
］
ロ
巴
・
ロ

〈
引
用
文
献
〉

牌
・
冨
鈩
句
固
句
少
○
ｍ
コ
ロ
ロ
ョ
ロ
洞
○
脚
冒
す
。
‐

臼
、
シ
函
己
ｏ
色
」
官
制
巳
、
芹
Ｐ
－
の
四
』
の
⑪
、
ロ
ロ

．
句
。
］
甘
］
可
日
日
の
急
・
鼻
忌
吋
、
巨
切
一
日
ロ
ロ
亘
の

句
○
○
巳
、
の
。
皀
己
ご
ｍ
口
」
句
。
く
の
鼻
］
シ
」
』
の
己
Ｐ
‐

註
○
口
■
』
、
口
巨
回
付
］
桿
垣
②
Ｐ

認

巨
鼻
に
載
せ
、
一
一
○
○
一
一
一
年
か
ら
関
税
率

を
徐
々
に
引
き
下
げ
、
二
○
○
八
年
一
月
ま

で
に
そ
れ
を
○
～
五
割
の
水
準
に
ま
で
引
き

下
げ
る
、
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
す
で
に

決
定
し
て
い
る
。
上
述
し
た
よ
う
な
課
題
を

克
服
し
カ
ン
ボ
ジ
ア
農
業
の
国
際
競
争
力
を

向
上
さ
せ
て
行
く
た
め
に
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

農
民
の
発
展
へ
の
意
欲
と
外
国
か
ら
の
開
発

援
助
に
期
待
す
る
し
か
他
に
手
だ
て
は
な
い

の
で
あ
る
が
、
残
さ
れ
た
時
間
は
あ
ま
り
に

も
少
な
い
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
農
民
の
一
層
の
努

力
と
、
国
際
機
関
を
中
心
に
し
た
ド
ナ
ー
間

の
連
携
強
化
を
強
く
望
む
次
第
で
あ
る
。

〈
後
注
〉
む
ろ
ん
、
生
産
費
を
単
に
比
較
し
た
だ
け
で

は
、
厳
密
な
意
味
で
国
際
競
争
力
の
比
較
に
は

な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
資
料
が
限
ら
れ
た
状

況
で
は
、
そ
れ
な
り
の
意
味
を
持
つ
も
の
と
考

え
る
。



八
月
三
日
（
木
）
、
衆
議
院
選
挙
後
初
の
入
会
員

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
）
名
に
な

総
会
が
、
参
議
院
第
一
会
議
室
で
開
か
れ
た
。

Ｊ
Ｐ

中
山
太
郎
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
〈
室
長
が
挨
拶
し
、
選
ム
ニ
長
に

拳
の
結
果
、
残
念
な
が
ら
二
十
名
の
会
員
が
衆
議
院

議
席
を
失
っ
た
が
、
新
た
に
二
十
六
名
の
新
わ
り
、

鱸
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
新
役
□
貝
（
◎
新
任
）

願
問
土
井
た
か
子
衆
議
院
議
員

（
社
会
民
主
党
）
副
会
長

願
問
羽
田
孜
衆
議
院
議
員

（
民
主
党
）

副
会
長

会
長
中
山
太
郎
衆
議
院
議
員

（
自
由
民
主
党
）
副
会
長

会
長
代
行
鹿
野
道
彦
衆
議
院
議
員

（
民
主
党
）

副
会
長

副
会
長
原
田
昇
左
右
衆
議
院
議
員

（
自
由
民
主
党
）
幹
事
長

副
会
長
◎
関
谷
勝
嗣
参
議
院
議
員

人
会
員
を
迎
え
、
現
在
会
員
数
は
百
三
十
五

名
に
な
っ
た
旨
、
現
状
報
告
を
し
た
。

Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
の
役
員
人
事
で
は
、
新
し
く
副

会
長
に
関
谷
勝
嗣
参
議
院
議
員
、
森
山
真
弓

衆
議
院
議
員
、
持
永
和
美
衆
議
院
議
員
が
加

わ
り
、
幹
事
長
に
は
谷
津
義
男
衆
議
院
議

（
自
由
民
主
党
）

◎
森
山
真
弓
衆
議
員
議
員

（
自
由
民
主
党
）

広
中
和
歌
子
参
議
院
議
員

（
民
主
党
）

◎
持
永
和
見
衆
議
院
議
員

（
自
由
民
主
党
）

堂
本
暁
子
参
議
院
議
員

（
無
所
属
）

◎
谷
津
義
男
衆
議
院
議
員

（
自
由
民
主
党
）

員
、
幹
事
に
は
南
野
知
惠
子
参
議
院
議
員
が
型

各
々
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
地
球
規
模
問
題
部

会
長
に
武
見
敬
三
参
議
院
議
員
が
選
ば
れ
、

そ
の
他
の
役
員
は
全
員
再
任
さ
れ
た
。

新
役
員
か
ら
の
就
任
挨
拶
に
続
い
て
、
清

水
嘉
与
子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
事
務
総
長
か
ら
平
成
十

二
年
度
の
国
連
人
口
基
金
へ
の
拠
出
全
に
つ

い
て
、
ま
た
事
務
局
か
ら
、
日
本
の
臨
時
国

会
の
た
め
モ
ン
ゴ
ル
議
員
派
遣
が
九
月
下
旬

以
降
に
延
期
す
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

選
出
さ
れ
た
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
役
員
は
次
の
通

り
。

（
◎
は
新
任
）

副
幹
事
長
東
祥
三
衆
議
院
議
員

（
自
由
党
）

副
幹
事
長
◎
武
見
敬
三
参
議
院
議
員

（
自
由
民
主
党
）

幹
事

伊
藤
英
成
衆
議
院
議
員

（
民
主
党
）

幹
事

佐
藤
謙
一
郎
衆
議
院
議
員

（
民
主
党
）

幹
事

大
渕
絹
子
参
議
院
議
員

（
社
会
民
主
党
）

幹
事
◎
南
野
知
惠
子
参
議
院
議
員



ブリュッゲマン

｜ＰＰＦ事務局長

が来曰

（
自
由
民
主
党
）

事
務
総
長
清
水
嘉
与
子
参
議
院
議
員

（
自
由
民
主
党
）

副
事
務
総
長
南
野
知
恵
子
参
議
院
議
員

（
自
由
民
主
党
）

●
部
会

国
際
協
力
部
会
頤

国
際
協
力
部
会
長

谷
津
義
男

衆
議
院
議
員
（
自
由
民
主
党
）

七
月
三
十
一
日
（
月
）
、
イ
ン
ガ
ー
・
ブ
心
に
深
刻
化
す
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
問

リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン
国
際
家
族
計
画
連
盟
（
Ｉ
題
に
触
れ
、
同
問
題
に
お
け
る
家
族
計
画
に

Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
事
務
局
長
、
池
上
清
子
・
同
リ
携
わ
る
者
の
役
割
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

ソ
ー
ス
。
モ
ー
ビ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
南
野
議
員
が
一
日
本
の
助
産
婦
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

フ
ィ
サ
ー
が
来
日
し
、
谷
津
義
男
・
国
際
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
対
応
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
」

人
口
間
題
議

と
述
べ
る
と
、
ブ

填
聰
膿
人
口
懇
幹
部
を
表
口
散
■
・
洲
彫
勵
肺
鐸

Ｐ
）
副
幹
事

■
日
本
の
例
を
良
い

長
（
現
在
幹
事
長
）
、
清
水
嘉
与
子
Ｊ
Ｐ
モ
デ
ル
・
ケ
ー
ス
と
し
て
各
国
に
紹
介
し
た

Ｆ
Ｐ
事
務
総
長
、
南
野
知
惠
子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
い
」
と
強
い
関
心
を
示
し
た
。

副
事
務
総
長
を
表
敬
し
た
。

谷
津
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副
幹
事
長
と
の
会
談
の
際

一
行
は
ま
ず
南
野
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副
事
務
総
に
は
、
日
本
の
拠
出
金
が
、
昨
年
よ
り
一
○

長
と
懇
談
。
ア
フ
リ
カ
や
南
ア
ジ
ア
を
中
○
万
ド
ル
増
額
（
注
孵
平
成
十
一
一
年
度
一
千

女
性
問
題
部
会
卯

女
性
問
題
部
会
長

国
内
対
策
部
会
函

国
内
対
策
部
会
長

持
永
和
見

衆
議
院
議
員
（
自
由
民
主
党
）

国
内
対
策
部
会
副
部
会
長
熊
代
昭
彦

国
際
協
力
部
会
副
部
会
長
斉
藤
鉄
夫

衆
議
院
議
員
（
自
由
民
主
党
）

衆
議
院
議
員
（
公
明
党
）

南
野
知
惠
子

九
二
一
万
ド
ル
）
し
た
こ
と
に
お
礼
を
述

べ
「
日
本
は
、
国
際
協
力
に
つ
い
て

も
、
援
助
疲
れ
の
見
え
る
北
欧
や
政
策
が

不
安
定
な
ア
メ
リ
カ
に
比
べ
、
安
定
性
と

持
続
性
を
兼
ね
備
え
る
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の

で
あ
り
、
良
い
モ
デ
ル
で
あ
る
」
と
日
本

の
変
わ
ら
ぬ
貢
献
に
深
く
感
謝
し
た
。

清
水
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
事
務
総
長
と
の
会
談
で

は
、
子
供
の
頃
か
ら
”
体
”
に
つ
い
て
教

育
す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
、
十
分
な

訓
練
を
受
け
た
保
健
教
育
を
担
当
で
き
る

人
材
不
足
に
悩
む
日
本
の
現
状
を
例
に
と

り
な
が
ら
、
若
い
人
に
対
す
る
健
康
に
関

す
る
教
育
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

地
球
規
模
問
題
部
会
ェ

地
球
規
模
問
題
部
会
長
◎
武
見
敬
三

参
議
院
議
員
（
自
由
民
主
党
）

地
球
規
模
問
題
部
会
副
部
会
長部
会
長
指
名

女
性
問
題
部
会
副
部
会
長
部
会
長
指
名

参
議
院
議
員
（
自
由
民
主
党
）
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吉林省刈翁鋤幼轆鋤人口研鈩

建
国
後
、
吉
林
省
の
人
口
は
増
加
を
続
け

て
き
た
。
吉
林
省
の
総
人
口
は
、
一
九
五
二

年
に
は
一
千
六
四
・
六
万
人
で
あ
っ
た
が
、

一
、
人
口
変
動

中
国
東
北
地
方
の
中
央
部
に
位
置
し
て
い
る
吉
林
省
は
、

南
に
遼
寧
省
、
西
に
内
蒙
古
自
治
区
、
北
に
は
黒
龍
江
省
と

接
し
て
お
り
、
さ
ら
に
東
に
は
ロ
シ
ア
極
東
と
隣
接
し
、
ま

た
図
門
江
と
鴨
緑
江
を
隔
て
て
朝
鮮
半
島
と
繋
が
っ
て
い

る
。
吉
林
省
の
面
積
は
、
’
八
・
七
万
平
方
キ
ロ
肘
で
、
日
本

の
国
土
面
積
の
約
半
分
に
近
い
。
’
九
九
八
年
現
在
の
総
人

ロ
は
一
一
千
六
四
三
・
七
五
万
人
で
、
自
然
増
加
率
は
○
・
六
軒

で
あ
り
、
都
市
化
率
は
四
七
軒
に
達
し
て
い
る
。
数
十
年

来
、
経
済
開
発
と
産
業
化
の
中
で
吉
林
省
の
労
働
力
人
口
は

産
業
間
、
地
域
間
で
移
動
を
続
け
、
次
第
に
産
業
の
高
度
化

が
進
ん
で
き
て
い
る
。
特
に
、
七
○
年
代
末
の
経
済
改
革
と

対
外
開
放
を
契
機
に
、
労
働
力
の
移
動
が
さ
ら
に
活
発
に

な
っ
て
き
た
。

一
九
九
八
年
に
は
一
一
千
六
一
〉
Ⅱ
｛
二
一
コ
」
工
ｔ

四四万人に達し、この騨麹一談一一一一一｛一口一》一一口一口一
四
五
年
間
に
一
一
・
五
倍
近
露
蓬
一
｛
一
江
三
一
口
一

く
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
時
期
に
よ
り

人
口
増
加
の
勢
い
は
違
っ
て
い
る
。
例
え ．_、

勾.iii琴ｉｉｉ:iL

li曇譲ii蘂；

蕊

ば
、
’
九
五
三
年
か
ら
一
九
七
八
年
ま
で
の

間
は
、
年
平
均
三
・
五
軒
と
い
う
か
な
り
高

●

：
仇
雫

（
曲
『

丙

(二

吉
林
省
長
春
市
内

2６



吉林省の労働力移動

い
増
加
率
を
記
録
し
て
い
る
が
、
一
九
七
九

年
か
ら
一
九
九
八
年
ま
で
の
約
二
十
年
間
は

年
率
一
・
○
瀞
に
低
下
し
て
い
る
。
特
に
、

九
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
人
口
増
加
率

は
年
率
○
・
八
許
と
さ
ら
に
下
が
っ
て
い

る
。
八
○
年
代
以
降
の
人
口
増
加
率
の
急
激

な
低
下
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
七
○
年
代

か
ら
始
ま
っ
た
中
国
の
人
口
抑
制
、
八
○
年

代
初
め
か
ら
本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
二

人
っ
子
政
策
」
を
中
心
と
す
る
強
力
な
計
画

政
策
の
実
施
に
よ
り
、
出
生
率
が
急
激
に
低

下
し
た
こ
と
に
根
本
的
な
原
因
が
あ
る
。
そ

の
結
果
、
古
林
省
の
人
口
は
す
で
に
低
出

生
、
低
増
加
段
階
に
入
っ
て
お
り
、
将
来
的

に
は
少
子
高
齢
化
に
向
か
う
よ
う
に
な
る
。

吉
林
省
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
一
九
八

●尹豪くいん.ごう＞

1957年中国吉林省生まれ経済学博士
（中央大学）

観職>中国吉林大学東北亜研究院人口研
究所所長、教授

<最終学歴>中央大学大学院経済学研究科
博士後期課程修了

く職歴>吉林大学人ロ研究所研究員､エージ
ング総合研究センター客員研究員

く主な著榧、「中国の都市人ロと生活水
準」共著アジア経済研究所､1994
年２月、“中国の人口と経済'。「統
計」日本統計協会、1994年12月、
“吉林省人口高齢化趨勢予測

と分析”（中国語）『人ロ学刊」
1998年８月、。中国人ロ研究二十年
の歩み厨（中国語・論文）ｒ人ロ学
刊」（中国吉林大学)、1999年２月

○
年
代
初
め
に
す
で
に
置
き
換

え
水
準
を
下
回
っ
て
い
る
が
、

そ
の
後
も
ず
っ
と
低
下
し
つ
づ

け
、
一
九
九
五
年
に
は
一
・
二

七
と
い
う
か
な
り
低
い
レ
ベ
ル

ま
で
下
が
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
こ
れ
は
都
市
と
農
村
間
に

は
大
き
な
差
異
が
存
在
し
て
い

る
。
都
市
と
農
村
の
間
、
ま
た

地
域
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
格
差

の
あ
る
の
が
、
中
国
の
現
状
で

あ
る
が
、
人
口
動
態
に
つ
い
て

も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
表
１

は
中
国
部
分
地
域
の
人
口
と
そ

れ
に
関
連
す
る
諸
指
標
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
地
域
間
の

地
域
間
の

格
差
が

は
っ
き
り

と
現
れ
て

い
る
。

二
十
年

以
上
に
わ

た
る
出
生

率
の
低
下

及
び
今
後

表１ 中国部分地域の人口及び動態率、 998年

資料：「中国統計年鑑、1999年ｌ中国統計H-I賑

注 全国人口には現役軍人を含めているが、各地域人口には含めていない。
総人口は年末人口である。

全国人口には、香港特別行政区、台湾省及びマカオ地区の人口数を含めていない。
掌合計特殊出生率は、1995年の１％抽出調査結果であり、平均寿命は同結果の簡易生命表によるもの

■
●
由
●

□
日
日
▲
（
叩
〆
】
（
叩
く
皿
）
・
夘
一
』

２７

資料：『中国統計年鑑、1999年｣、中国統計出版社。
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杏林大学
も
持
続
さ
れ
る
人
口
抑
制
政
策
に
よ
り
、
吉

林
省
の
人
口
は
将
来
に
は
マ
イ
ナ
ス
成
長
へ

と
向
か
っ
て
い
く
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
視
さ
れ

て
い
る
。
当
研
究
所
の
行
な
っ
た
中
位
推
計

結
果
に
よ
れ
ば
、
吉
林
省
の
総
人
口
は
二
○

三
○
年
頃
に
約
三
千
一
○
○
万
人
で
ピ
ー
ク

に
達
し
た
あ
と
は
、
減
少
に
転
じ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
中
国
の
人
口
は
、
二
十
一
世
紀

半
ば
に
総
人
口
が
一
六
億
前
後
で
ピ
ー
ク
に

達
し
、
そ
の
後
徐
々
に
低
下
さ
せ
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、

吉
林
省
は
全
国
に
先
だ
っ
て
人
口
の
マ
イ
ナ

ス
成
長
を
迎
え
る
と
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
将
来
の
吉
林
省
人
口
の
増
加
動
向

は
、
引
き
続
く
出
産
抑
制
政
策
の
実
施
状
況

と
出
生
力
及
び
死
亡
力
の
変
動
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
労
働
力
人
口
も
引
き
続
き
増
加
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
二
○
一
五
年
か
ら

二
○
二
○
年
の
間
に
ピ
ー
ク
の
約
一
千
七
○

○
万
人
規
模
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。
こ

れ
は
、
今
後
吉
林
省
で
は
労
働
力
の
供
給
圧

力
が
し
ば
ら
く
は
続
く
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
も
う
一
つ
避
け
て
は
通
れ
な
い
の
は
、

人
口
の
高
齢
化
で
あ
る
。
出
生
率
の
低
下
と

持
続
的
な
低
出
生
率
は
人
口
構
造
に
も
変
化

を
も
た
ら
し
、
今
後
吉
林
省
の
人
口
は
急
激

な
高
齢
化
を
迎
え
る
よ
う
に
な
る
。

一
一
、
労
働
力
の
移
動

半
世
紀
に
わ
た
る
新
中
国
の
歴
史
の
中

で
、
一
九
七
○
年
代
末
ま
で
の
約
三
十
年
間

は
、
旧
ソ
連
を
モ
デ
ル
に
し
た
計
画
経
済
体

制
が
続
き
、
地
域
間
、
と
り
わ
け
、
都
市
と

農
村
間
の
人
口
及
び
労
働
力
の
移
動
が
厳
し

く
制
限
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
七
○
年
代

末
の
経
済
改
革
と
対
外
開
放
政
策
の
導
入
に

よ
り
、
中
国
経
済
は
近
代
化
の
道
を
歩
み
始

め
、
都
市
と
農
村
間
、
更
に
は
地
域
間
の
活

発
な
人
口
お
よ
び
労
働
移
動
が
発
生
し
て
き

た
。
現
在
も
毎
年
数
千
万
人
と
言
わ
れ
る
規

模
で
農
村
労
働
力
が
都
市
に
向
か
っ
て
移
動

し
て
い
る
。
こ
の
労
働
力
の
流
れ
は
「
民
工

潮
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
今
後
も
続
く
こ

と
は
確
実
で
あ
る
。
農
村
か
ら
都
市
へ
の
大

量
の
労
働
移
動
は
、
農
村
に
膨
大
な
余
剰
労

働
力
が
プ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
経
済

発
展
に
よ
る
都
市
労
働
需
要
の
増
加
に
起
因

し
て
い
る
。
農
村
か
ら
流
れ
込
ん
で
く
る
大

量
の
労
働
力
は
都
市
の
経
済
発
展
、
特
に
第

三
次
産
業
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い

る
一
方
、
都
市
の
基
礎
施
設
、
交
通
、
住
宅

及
び
治
安
等
に
多
く
の
問
題
を
も
も
た
ら
し

て
い
る
。

吉
林
省
の
場
合
も
、
労
働
力
人
口
の
移
動

が
活
発
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
や
は
り
八
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ

と
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
数
十
年
間
移
動

が
皆
無
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
、

他
の
地
域
と
の
人
口
の
流
出
人
状
況
か
ら
見

る
と
、
一
九
五
○
年
代
は
流
出
超
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
六
○
年
代
に
は
流
入
超
に
転

じ
、
七
○
年
代
に
も
若
干
で
は
あ
る
が
流
入

超
で
あ
っ
た
。
人
口
の
移
動
規
模
か
ら
す
る

と
、
幾
つ
か
の
年
次
を
除
け
ば
、
年
に
数
万

人
程
度
で
、
人
口
移
動
が
吉
林
省
全
体
の
人

口
に
影
響
を
も
た
ら
す
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
八
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
ふ
た
た

び
流
出
超
と
な
っ
た
が
、
九
○
年
代
に
は
ま

た
流
人
超
に
転
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
時

期
に
よ
り
流
出
人
状
況
が
違
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
そ
の
時
代
の
種
々
の
経
済
的
、
社
会

的
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

地
域
内
で
の
移
動
が
活
発
に
な
っ
た
の

2８
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吉林省の労働力移動

も
、
八
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ

る
。
経
済
改
革
に
伴
な
い
、
農
村
か
ら
都
市

へ
の
移
動
が
可
能
に
な
っ
た
。
特
に
農
村
経

済
改
革
に
よ
る
農
業
生
産
性
の
上
昇
に
伴
な

い
、
今
ま
で
農
村
に
大
量
に
存
在
し
て
い
た

余
剰
労
働
力
が
顕
在
化
し
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
八
○
年
代
に
農
村
か
ら
都
市
へ
の
移
動

が
主
と
し
て
「
流
動
人
口
」
と
い
う
形
で
大

量
に
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
九
○

年
代
半
ば
ご
ろ
か
ら
は
都
市
で
の
失
業
人
口

の
増
加
な
ど
が
原
因
で
、
流
動
人
口
が
減
少

し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
流
動
人
口
と
い
う

の
は
、
戸
籍
の
変
更
を
伴
な
わ
な
い
移
動
を

意
味
し
て
い
る
が
、
そ
の
大
半
は
都
市
で
の

経
済
活
動
を
目
的
と
す
る
労
働
力
の
移
動
で

あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
’
九
九
三
年
か
ら
一

九
九
七
年
間
の
吉
林
省
の
流
動
人
口
規
模
は

六
○
万
か
ら
七
五
万
人
程
度
と
見
ら
れ
る

が
、
そ
の
中
で
他
の
省
か
ら
の
流
動
は
一
○

万
人
程
度
で
、
規
模
的
に
は
小
さ
な
も
の
で

あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
九
四
年
吉
林
省
へ
の

流
入
人
口
が
二
・
六
万
人
で
あ
る
の
に
対

し
、
吉
林
省
か
ら
の
流
出
人
口
は
八
・
八
万

人
で
あ
り
、
同
じ
く
、
九
五
年
に
は
、
流
入

の
一
○
・
一
万
人
に
対
し
、
流
出
が
七
・
二
万

表２ 産業別国内総生産及び就業者、1998年

人
、
さ
ら
に
九
六
年
に
は
流
人
の
一
二
・
六

万
人
に
対
し
流
出
が
五
・
二
万
人
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
三
年
間
、
吉
林
省
の
毎
年
の
流

入
超
が
三
万
人
近
く
か
ら
七
万
人
以
上
に

な
っ
て
い
る
。
吉
林
省
へ
の
流
入
は
、
断
江

省
、
江
蘇
省
、
山
東
省
か
ら
が
多
い
の
に
対

し
、
吉
林
省
か
ら
の
流
出
先
は
広
東
省
、
北

京
、
上
海
、
天
津
な
ど
の
経
済
開
発
が
進
ん

だ
地
域
が
主
と
な
っ
て
い
る
。

吉
林
省
の
経
済
水
準
は
全
国
か
ら
み
る

4上
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Ｆ
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資料：『吉林省統計年鑑、1999年』、中国統計出版社。

と
、
後
進

地
域
に
属

し
て
い

》
勺
一
九

九
八
年
の

一
人
当
り

国
内
総
生

産
は
五
千

九
一
六
元

で
、
全
国

平
均
の
六

千
三
九
二

元
を
下

回
っ
て
お

り
、
北
一
昂

上
海
、
広
東
な
ど
の
先
進
地
域
に
比
べ
え
れ

ば
大
き
な
格
差
が
あ
る
が
、
隣
り
の
遼
寧
省

と
黒
龍
江
省
に
比
べ
て
も
か
な
り
の
隔
た
り

が
あ
る
（
表
１
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
｜

方
、
産
業
別
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
及
び
就
業
者
の
実
数

と
割
合
を
示
し
た
の
が
表
２
で
あ
る
。
一
九

九
八
年
の
国
内
総
生
産
は
一
千
五
五
七
・
七

八
億
元
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
産
業
別
構

成
を
み
る
と
、
二
次
産
業
の
割
合
が
最
も
大

き
く
一
一
一
八
・
三
許
を
占
め
て
お
り
、
一
次
産

業
の
割
合
も
二
七
・
六
許
を
占
め
、
三
次
産

業
の
占
め
る
割
合
が
低
い
の
が
特
徴
で
あ

る
。
同
じ
く
、
一
九
九
八
年
の
就
業
者
数
は

一
千
一
一
三
九
・
七
万
人
に
達
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
総
人
口
の
約
四
七
許
に
な
る
。
三
大

産
業
別
に
み
る
と
、
や
は
り
農
業
を
主
と
す

る
一
次
産
業
就
業
者
の
割
合
が
四
割
以
上
を

占
め
、
三
次
産
業
就
業
者
が
約
一
一
一
割
程
度

で
、
農
業
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
途
上
国
型

の
産
業
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て

も
、
こ
こ
数
十
年
来
の
経
済
発
展
に
伜
な

い
、
産
業
間
の
労
働
力
移
動
が
続
き
、
産
業

の
高
度
化
が
次
第
に
進
ん
で
き
た
。
表
３
か

ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
四
十
年
以
上
に
わ

た
っ
て
一
次
産
業
の
就
業
者
割
合
は
次
第
に
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産業
ＧＤＰ

実数(億元） 割合(％）

就業者

実数(万人） 割合(％）

業
業
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産
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次
次
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産業別就業者の推移表３
低
下
し
、
二
次
産
業
及
び
三
次
産
業
の
就
業

者
割
合
は
増
加
し
て
き
て
い
る
。
一
九
五
二

年
の
一
次
産
業
就
業
者
は
八
割
近
く
ま
で
に

資料：『吉林省統計年鑑、1997年』、「吉林省統計年鑑、1999年』、中国統計出版社。

達
し
て
い
た

の
が
四
十
五

年
後
の
一
九

九
八
年
に
は

四
割
強
に
下

が
り
、
同
期

間
に
二
次
産

業
の
就
業
者

割
合
は
わ
ず

か
一
割
か
ら

二
割
を
ち
ょ

っ
と
超
え
る

程
度
に
な

り
、
三
次
産

業
の
就
業
者

割
合
は
一
割

か
ら
三
割
に

上
昇
し
て
い

る
。
三
次
産

業
就
業
者
の

割
合
が
上
昇

し
て
き
た
に

し
て
も
、
現
在
も
途
上
国
型
の
産
業
構
造
に

は
変
わ
り
が
な
い
。
一
方
、
図
１
は
産
業
別
就

業
者
の
推
移
を
グ
ラ
フ
で
示
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
’
九
九
五
年
に
な
っ
て
や
っ
と
三
次

産
業
就
業
者
が
二
次
産
業
の
そ
れ
を
上
回
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
産
業
の
就

業
者
数
は
一
九
五
一
一
年
の
三
○
一
・
七
万
人

か
ら
一
九
九
八
年
に
は
一
千
一
一
三
九
。
七
万

人
に
増
加
し
、
実
に
四
倍
に
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
同
じ
期
間
に
お
け
る
総
人
口
の

約
二
・
五
倍
よ
り
は
る
か
に
高
い
増
加
率
で

あ
る
。
長
期
に
わ
た
る
人
口
増
加
に
伴
な

い
、
労
働
力
人
口
の
供
給
圧
力
が
続
い
て
き

た
の
と
同
時
に
、
時
期
的
に
か
な
り
の
変
動

は
あ
っ
た
も
の
の
持
続
し
て
き
た
経
済
成
長

に
よ
り
多
く
に
新
規
労
働
力
を
各
産
業
が
吸

収
し
て
き
た
。

確
か
に
、
七
○
年
代
末
に
改
革
、
開
放
政

策
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
吉
林
省
の
経
済
は
持

続
的
な
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一

九
五
三
～
七
八
年
間
の
国
内
総
生
産
の
年
平

均
増
加
率
が
五
・
七
瀞
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
一
九
七
九
～
九
八
年
間
の
そ
れ
は
九
・

七
軒
に
達
し
て
い
る
。
特
に
、
九
○
年
代
に

入
っ
て
か
ら
国
内
総
生
産
は
一
○
・
八
瀞
の

年
率
で
成
長
し
て
き
た
。
持
続
的
な
経
済
成

長
は
旺
盛
な
労
働
力
需
要
を
生
み
出
し
、
引

き
続
き
新
規
労
働
力
を
吸
収
し
、
社
会
の
就

業
圧
力
を
緩
和
し
て
き
た
。
し
か
し
、
長
期

に
わ
た
る
人
口
及
び
労
働
力
の
増
加
に
よ

り
、
労
働
力
の
供
給
圧
力
は
大
き
く
、
労
働

市
場
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
需
給
関
係
に
直

面
し
て
い
る
。
そ
れ
が
ま
た
今
後
の
労
働
力

移
動
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

三
、
国
際
移
動
ｌ
延
辺
の
場
合

中
国
で
人
口
及
び
労
働
力
の
国
際
移
動
が

発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
や
は
り
改

革
、
開
放
政
策
に
よ
り
、
国
の
門
戸
が
開
か

れ
て
か
ら
で
あ
る
。
吉
林
省
の
場
合
も
同
じ

で
あ
る
が
、
対
外
開
放
政
策
に
よ
り
、
だ
ん

だ
ん
と
労
働
力
の
国
際
移
動
が
発
生
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
吉
林
省
の
人
口
及
び
労
働
力

の
国
際
移
動
に
つ
い
て
は
、
延
辺
朝
鮮
族
自

治
州
が
ユ
ニ
ー
ク
な
地
域
と
し
て
特
徴
的
な

存
在
で
あ
る
。

吉
林
省
の
東
部
に
位
置
し
て
い
る
延
辺
朝

鮮
族
自
治
州
は
、
中
国
で
唯
一
の
朝
鮮
族
自
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年次
一次産業

実数(万人） 割合(％）

二次産業

実数(万人） 割合(％）

三次産業

実数(万人） 割合(％）

合計

実数(万人） 害Ｉ合(％）

1952

1957

1962

1965

1970

1975
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1985

1990
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吉林省の労働力移動

産業別就業者の推移図１

(万人

700

600
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雪
400

て
い
く
人
口
移
動
の
た

め
で
あ
る
。
特
に
、
人
口
と
労
働
力
の
国
際

移
動
が
当
地
域
の
朝
鮮
族
人
口
の
減
少
に
拍

車
を
掛
け
て
い
る
。
国
内
で
は
、
沿
海
開
発

地
域
へ
の
若
年
労
働
力
の
移
動
が
多
い
が
、

国
際
的
に
は
韓
国
へ
の
流
出
が
著
し
い
。
中

国
と
韓
国
が
国
交
を
樹
立
し
て
か
ら
、
中
国

の
朝
鮮
族
人
口
の
韓
国
へ
の
移
動
が
大
量
に

発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
高
い
所
得

を
求
め
、
種
々
の
ル
ー
ト
と
形
で
韓
国
へ
多

300

200

DO

D

鋒掩鞄掩鞠翰勾Qb掩絢掩鞄
年次

拾
地
域
で
あ
る
が
、
一

九
九
六
年
以
来
、
総
人

口
の
四
割
弱
を
占
め
て

い
る
朝
鮮
族
人
口
の
自

然
増
加
率
は
毎
年
マ
イ

ナ
ス
○
・
一
軒
で
推
移

し
て
い
る
。
例
え
ば
、

’
九
九
九
年
末
の
朝
鮮

族
人
口
は
八
四
万
人
で

あ
る
が
、
出
生
数
は
○

・
三
八
万
人
で
、
人
口

は
前
年
よ
り
○
・
三
二

万
人
減
少
し
て
い
る
。

そ
の
主
な
原
因
は
引
き

続
く
低
出
生
率
と
増
え

く
の
若
い
労
働
力
が
流
れ
て
い
る
が
、
そ
の

実
態
を
示
す
統
計
数
字
は
な
か
な
か
つ
か
め

な
い
。
も
う
一
つ
は
、
国
際
結
婚
で
多
く
の

女
性
が
韓
国
に
お
嫁
に
行
っ
て
い
る
が
、
そ

の
規
模
は
毎
年
二
千
人
以
上
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
九
三
年
か
ら
一
九

九
八
年
ま
で
の
間
、
延
辺
か
ら
外
国
に
お
嫁

に
行
っ
て
い
る
朝
鮮
族
女
性
が
再
婚
を
含
め

て
二
万
人
余
り
に
上
る
と
も
言
わ
れ
る
が
、

そ
の
行
き
先
は
ほ
と
ん
ど
韓
国
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
結
婚
適
齢
期
の
女
性
人
口
の
大
量

流
出
は
、
延
辺
朝
鮮
族
人
口
に
与
え
る
影
響

が
大
き
く
、
ま
た
地
域
社
会
に
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
農
村
地
域
に
お

け
る
男
性
の
結
婚
難
、
嫁
不
足
、
ひ
い
て
は

労
働
力
不
足
な
ど
、
地
域
社
会
に
深
刻
な
影

響
を
与
え
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は

す
で
に
社
会
の
関
心
を
引
き
起
こ
し
、
そ
の

対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
人
口
流
出
に
歯
止
め
が
か
か
る
か
は
ま

だ
不
明
で
あ
る
が
、
や
は
り
如
何
に
し
て
地

域
経
済
を
振
興
さ
せ
る
か
が
現
実
的
な
課
題

で
あ
ろ
う
。
今
後
の
事
態
の
成
り
行
き
が
注

目
さ
れ
る
。

中
国
の
中
で
他
の
地
域
よ
り
経
済
開
発
が

遅
れ
、
一
人
当
り
所
得
水
準
も
低
い
吉
林
省

に
と
っ
て
、
そ
の
経
済
発
展
を
図
っ
て
い
く

の
が
今
後
の
至
上
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
も
労
働
力
の
産
業
間
、
地
域

間
の
移
動
が
ま
す
ま
す
活
発
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
そ
の
過
程
で
、
単
な
る
経
済

成
長
の
追
求
で
は
な
く
、
経
済
、
社
会
及
び

資
源
、
環
境
が
協
調
の
取
れ
た
持
続
可
能
な

開
発
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。

参
考
文
献
如

吉
林
省
統
計
年
鑑
一
九
九
九
年

中
国
統
計
出
版
社
。

吉
林
年
鑑
一
九
九
八
年

吉
林
年
鑑
出
版
社
。

吉
林
省
統
計
局
一
九
九
八
国
民
経
済

及
び
社
会
発
展
に
関
す
る
統
計
公
報

一
九
九
九
年
三
月
。

四
、
結
び

3１
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講演者の小川直宏教授(左）
と開会の挨拶をする広瀬次

雄ＡＰＤＡ常務理事(右）

！ 各
国
の

出
生
パ
タ
ー
ン

鱗

政
治
や
経
済

の
予
測
は
難
し

い
が
人
口
は
、

予
測
が
た
て
や

す
い
。
し
か
し
、

子
ど
も
の
生
ま

れ
る
数
を
予
測

す
る
の
は
極
め

て
難
し
い
。
現

日
本
を
は
じ
め
先
進
国
の
緊
急
課
題
の
ひ
と
つ
で

あ
る
「
人
ロ
の
少
子
・
高
齢
化
」
に
つ
い
て
、
国
内

で
出
生
率
が
二
番
目
に
低
い
北
海
道
・
札
幌
市
で
こ

の
状
況
を
広
く
道
民
に
訴
え
、
理
解
を
求
め
る
た

め
、
小
川
直
宏
・
日
本
大
学
人
ロ
研
究
所
次
長
を
講

師
に
迎
え
、
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
ロ
・
開
発
協
会
は

七
月
一
一
十
四
日
（
月
）
札
幌
市
の
北
海
道
経
済
セ
ン

タ
ー
で
北
海
道
、
札
幌
市
、
側
北
海
道
青
少
年
育
成

協
会
、
北
海
道
新
聞
社
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
札
幌
放
送
局
、
北

ビ
ー
ブ
ー
ム
期
が
あ
り
、
こ
の
期
間
に
生
ま

れ
た
世
代
を
団
塊
の
世
代
と
呼
び
、
こ
の
時

期
の
兄
弟
数
は
四
・
五
人
あ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
急
激
に
出
生
数
が
低
下
し
、
北

海
道
で
も
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
境
に
出
生

数
が
低
下
傾
向
に
な
っ
た
。
現
在
の
わ
が
国

の
合
計
特
殊
出
生
数
（
以
下
Ｔ
Ｆ
Ｒ
）
は
一

’
三
四
ま
で
低
下
し
た
。

世
界
の
出
生
パ
タ
ー
ン
を
み
る
と
、
北
欧

在
、
日
本
で
は
二
時
間
に
二
百
七
十
七
人
の

子
ど
も
が
生
ま
れ
、
二
百
六
人
が
亡
く
な

り
、
百
八
十
組
が
結
婚
、
五
十
一
組
が
離
婚

し
、
五
人
が
自
殺
し
て
い
る
。

日
本
で
は
、
一
九
四
七
年
か
ら
三
年
間
べ

賎

を
つ
く
る
か
ら
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
政

府
が
介
入
主
義
を
と
っ
て
い
る
た
め
出
生
率

が
一
・
八
と
高
い
。
南
欧
型
で
、
男
性
優
位

の
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で

は
出
生
率
が
一
・
一
九
と
低
く
、
日
本
も
こ

の
パ
タ
ー
ン
に
類
似
し
男
性
優
位
で
出
生
率

が
低
い
が
、
日
本
は
独
自
の
パ
タ
ー
ン
と
言

、枇川糾腓納却縦洲…仲川耐翻剛蝿軌鍋

型
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
政
府
の
手
厚
い
保
護

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
九
○
年
代
に
は

出
生
力
が
低
下
し
た
。
米
国
や
英
国
で
は
、

政
府
の
保
護
が
な
い
が
依
然
出
生
率
が
高

い
。
こ
れ
は
、
白
人
が
同
棲
に
よ
り
子
ど
も



数 す国は
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類進

を
迎
え
る
と
予
測
さ
れ
る
。
こ
の
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
行
政
は
政
策
的
介
入
を
し
な
け

れ
ば
、
出
生
増
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
し
ま

う
。
日
本
人
の
理
想
子
ど
も
数
は
、
二
・
五

前
後
で
、
ま
だ
多
く
の
夫
婦
の
意
識
に
は
現

実
の
子
ど
も
数
よ
り
多
く
を
望
ん
で
い
る
。

毎
日
新
聞
社
の
今
年
四
月
に
実
施
し
た
世
論

調
査
で
は
夫
婦
が
望
む
理
想
子
ど
も
数
は
こ

れ
ま
で
変
わ
り
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
政

策
介
入
の
余
地
は
充
分
あ
り
、
今
が
チ
ャ
ン

ス
で
あ
る
。

少
子
化
の
問
題
点
は
、
戦
後

の
昭
和
二
十
二
年
か
ら
二
十
四

年
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
、
い

わ
ゆ
る
、
団
塊
の
世
代
と
い
わ

れ
る
人
口
は
、
毎
年
二
百
七
十

万
人
に
の
ぼ
っ
て
い
る
が
、
昨

年
生
ま
れ
た
百
十
七
万
人
と
比

較
す
る
と
後
者
は
四
十
三
野
に

過
ぎ
な
い
。
こ
の
四
十
三
計
の

集
団
が
二
百
七
十
万
人
の
集
団

を
支
え
る
こ
と
が
高
齢
化
で
あ

る
。
こ
れ
を
選
択
な
き
社
会
と

呼
ぶ
。
ま
た
、
人
口
の
変
化
の

中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
の
価
値

観
の
違
い
が
大
き
く
そ
れ
を
予
測
す
る
こ
と

鍵

は
極
め
て
難
し
い
。

’
九
五
一
年
か
ら
一
九
七
三
年
ま
で
の
出

生
率
の
変
化
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
一
ハ
ー

ド
ル
が
結
婚
、
第
二
ハ
ー
ド
ル
が
第
一
子
を

生
む
、
第
三
ハ
ー
ド
ル
が
第
二
子
を
生
む
と

い
う
ハ
ー
ド
ル
を
設
け
る
と
、
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
直
前
ま
で
は
、
第
三
ハ
ー
ド
ル
が

き
つ
く
第
三
子
を
持
つ
夫
婦
が
少
な
く
な

か
っ
た
。
八
○
年
代
に
な
る
と
、
第
一
ハ
ー

ド
ル
で
つ
ま
づ
き
結
婚
を
し
な
く
な
り
、
結

婚
を
し
て
も
子
ど
も
を
つ
く
ら
な
く
な
っ

た
。
た
だ
し
、
第
三
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
た

カ
ッ
プ
ル
は
第
三
子
を
持
つ
こ
と
も
あ
っ

た
。
九
○
年
代
前
半
に
は
、
結
婚
し
て
第
一

子
す
ら
持
た
な
く
な
っ
た
。
九
○
年
代
後
半

は
、
教
育
や
ど
の
よ
う
な
生
活
環
境
で
あ
っ

た
か
が
結
婚
す
る
要
因
と
な
る
。

見
合
い
結
婚
で
は
、
す
ぐ
子
ど
も
を
つ
く

る
が
、
恋
愛
結
婚
の
場
合
は
二
十
七
ヵ
月
ぐ

ら
い
子
ど
も
を
つ
く
ら
な
い
カ
ッ
プ
ル
が
多

く
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
米
国
の
子
ど
も
を

持
つ
期
間
よ
り
は
る
か
に
長
い
。

毎
日
新
聞
社
の
調
査
で
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊

後
第
二
子
の
生
む
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
き
く
変
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身近な問題として若者も
多い、講演を聞く熱心な

参加者たち。

わ
っ
た
。
特
に
、
都
市
部
に
住
ん
で
い
る
人

ほ
ど
リ
ス
ト
ラ
が
出
生
へ
の
影
響
が
大
き
い
。

政
府
が
経
済
全
般
に
つ
い
て
活
性
化
さ
せ

る
た
と
が
、
第
二
子
を
生
む
タ
イ
ミ
ン
グ
を

戻
す
要
因
と
な
る
。
経
済
の
失
速
が
出
生
率

の
低
下
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
を
回
復
で
き
れ
ば
出
生
率
も
回
復
で
き

る
。
経
済
の
低
迷
が
続
け
ば
、
Ｅ
Ｕ
と
同
様

に
第
二
子
、
第
三
子
の
出
生
が
ま
す
ま
す
遅

れ
る
こ
と
に
な
る
。

蕊
れ
、
十
五
軒
の
女
性
が
生
涯
未
婚
者
と
な

る
。
東
京
都
の
場
合
、
’
一
一
十
五
歳
～
三
十
九

歳
の
男
性
三
十
二
軒
が
未
婚
で
、
全
国
的
に

み
て
も
二
十
二
轡
が
未
婚
で
あ
る
。

ミ
レ
ー
ー
ァ
ム
効
果
で
、
今
年
の
一
月
か
ら

三
月
ま
で
の
出
生
数
は
一
～
四
評
前
年
よ
り

上
回
っ
て
い
る
。
ど
こ
で
出
会
っ
て
結
婚
す

る
か
は
、
こ
れ
ま
で
は
親
や
親
類
の
紹
介
が

多
か
っ
た
が
、
最
近
で
は
、
友
人
、
学
校
さ

ら
に
町
中
で
の
出
会
い
が
主
な
要
因
と
な
っ

電璽

率う率り女未。の加本晩す
のには、性婚高男しで婚む

志ｆ零Ａは簔宗睾誓曰す

藤澆簾篁鷆化

蕊:鱗塞憲望
ら涯こ涯高卒もがの婚

結
婚
を
決
意
す
る
要
因
の
ひ
と
つ
に
親
と

の
同
居
が
あ
げ
ら
れ
る
。
日
本
大
学
人
口
研

究
所
の
研
究
で
は
二
○
○
四
年
に
は
、
妻
の

親
と
同
居
す
る
ほ
う
が
夫
の
親
と
同
居
す
る

率
を
上
回
る
と
予
想
し
て
い
る
。
一
九
八
八

年
と
九
八
年
の
結
婚
の
条
件
を
比
較
す
る

と
、
お
金
、
職
業
（
個
人
経
営
は
嫌
わ
れ

る
）
が
重
視
さ
れ
て
い
た
が
、
九
八
年
の
調

査
で
は
、
相
手
の
親
と
の
同
居
が
重
要
な
条

件
に
な
っ
て
き
た
。

｜
方
、
若
者
の
生
活
様
式
と
し
て
、
パ
ラ

サ
イ
ト
・
シ
ン
グ
ル
（
親
と
同
居
の
独
身

者
）
が
急
速
に
増
え
、
特
に
女
性
が
九
十
五

評
を
占
め
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
日
本
と

同
様
に
パ
ラ
サ
イ
ト
・
シ
ン
グ
ル
（
フ
ラ
ン

ス
で
は
カ
ン
ガ
ル
ー
世
代
と
呼
ぶ
）
が
増

え
、
親
が
大
学
の
授
業
料
を
出
さ
な
い
と
子

ど
も
が
親
を
訴
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

て
い
る
。

増
加
す
る

「
パ
ラ
サ
イ
ト

・
シ
ン
グ
ル
」

鱸
3５



最
近
、
早
く
結
婚
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

女
性
は
、
子
ど
も
の
頃
父
親
が
い
か
に
家
族

に
対
し
て
協
力
的
で
あ
っ
た
か
が
最
大
の
要

因
で
あ
る
と
判
明
し
た
。

最
近
の
母
親
が
望
む
も
の
は
、
二
十
代
で

は
出
産
手
当
、
出
産
一
時
金
や
児
童
手
当
を

望
ん
で
お
り
、
四
十
代
で
は
教
育
費
を
望
ん

で
い
る
。
つ
ま
り
、
年
代
別
で
母
親
の
ニ
ー

ズ
は
異
な
り
、
年
代
別
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
す
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
未
婚
ま
た
は
若
い
世
代
は
、

保
育
所
の
完
備
を
望
ん
で
い
る
が
、
東
京
都

の
場
合
、
○
歳
児
を
保
育
す
る
コ
ス
ト
は
一

人
当
た
り
月
五
十
万
円
か
か
っ
て
お
り
、
母

親
の
収
入
以
上
の
コ
ス
ト
で
あ
る
た
め
行
政

は
こ
の
点
へ
の
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。
未
婚

の
女
性
の
性
経
験
の
低
年
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
東
京
都
立
の
商
業
高
校
の
女
子
の
全
員

が
性
体
験
が
あ
る
と
回
答
が
あ
っ
た
。
そ
の

結
果
、
同
棲
へ
の
認
容
度
が
高
ま
っ
て
お
り

や
が
て
、
同
棲
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
に
高

い
率
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
と
予
測
さ
れ

る
。
現
在
の
日
本
の
同
棲
率
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
四
十
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
を
食

い
止
め
て
い
る
の
が
パ
ラ
サ
イ
ト
・
シ
ン
グ

ル
だ
が
、
こ
の
集
団
が
同
棲
す
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
新
し
い
出
生
構
造
が
で
き
る
。

一
九
九
五
年
か
ら
二
○
○
○
年
ま
で
の
六

十
五
歳
以
上
、
七
十
五
歳
以
上
と
八
十
五
歳

以
上
に
分
類
す
る
と
現
在
は
、
八
十
五
歳
以

上
の
老
人
が
最
も
増
え
て
い
る
。
二
○
○
○

年
か
ら
二
○
○
五
年
に
は
八
十
五
歳
以
上
の

老
人
の
増
加
率
は
多
少
減
る
が
、
二
○
○
六

年
以
降
ま
た
は
八
十
五
歳
以
上
の
老
人
の
割

合
は
再
び
増
加
す
る
。
六
十
五
歳
以
上
の
老

人
と
八
十
五
歳
以
上
の
老
人
の
ニ
ー
ズ
は
全

く
異
な
る
た
め
、
政
府
の
対
応
も
こ
れ
に
合

わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

二
○
一
八
年
に
日
本
は
世
界
で
最
も
高
い

高
齢
化
率
と
な
る
た
め
、
世
界
最
大
の
介
護

国
と
な
る
。
現
在
、
全
国
で
高
齢
化
率
が
最

も
高
い
市
町
村
は
、
山
口
県
の
東
和
町
が
四

曰
本
は
世
界
最
大
の

高
齢
化
率

’
九
十
歳
以
上
の
運
転

免
講
窪
著
は
一
一
万

三
壬
ハ
九
一
人
Ｉ

七
・
四
訂
で
、
二
○
二
五
年
に
六
十
五
歳
以

上
の
人
口
が
八
十
七
割
の
町
も
出
現
す
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る
。

百
歳
以
上
の
老
人
は
年
率
十
三
軒
ず
つ
増

加
し
て
い
る
。
現
在
、
全
国
で
六
千
五
百
万

人
が
運
転
免
許
書
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
、
九
十
歳
以
上
で
運
転
免
許
書
を
持
っ
て

い
る
老
人
は
二
万
三
千
六
百
九
十
一
人
い

る
。
老
人
の
免
許
保
持
者
は
年
率
四
十
三
許

で
増
え
続
け
て
お
り
、
百
歳
以
上
の
免
許
保

持
者
が
二
十
二
人
い
る
。
高
齢
者
の
運
転
免

許
保
持
者
が
増
え
る
と
、
交
通
事
故
の
増
加

に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
、
横
断
歩
道
を
四
十

秒
以
内
に
渡
れ
る
老
人
は
五
十
五
軒
に
す
ぎ

な
い
。
今
後
、
高
齢
者
に
や
さ
し
い
交
通
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
が
行
政
に
求
め
ら
れ
る
。

高
齢
者
に
事
故
は
、
屋
外
だ
け
で
な
く
屋

内
で
も
多
発
し
て
お
り
説
階
段
か
ら
転
落
す

る
事
故
も
増
え
て
い
る
。
社
会
的
に
は
、
今

後
ま
す
ま
す
下
り
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
１
が
必

要
に
な
る
。
大
阪
市
で
は
、
す
で
に
駅
な
ど

に
下
り
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

高
齢
者
に
と
り
住
み
や
す
い
町
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
横
浜
は
東
京
に
比
べ
坂
が
多
い
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日
本
の
出
生
数
は
、
二
○
○
三
年
に
ピ
ー

ク
を
迎
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
そ

の
後
出
生
数
は
減
少
傾
向
に
な
る
。
出
生
数

の
減
少
に
よ
り
、
産
科
は
開
業
が
難
し
く
な

る
。
都
市
部
で
の
出
生
数
の
低
下
に
よ
り
、

東
京
で
は
山
の
手
線
の
内
側
に
は
産
科
が
開

業
し
て
お
ら
ず
、
歯
科
も
同
様
に
患
者
数
の

減
少
に
よ
り
開
業
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

｜
方
、
ス
ト
レ
ス
社
会
に
よ
り
精
神
科
は
繁

盛
し
て
い
る
。
死
亡
数
の
増
加
に
伴
い
葬
儀

屋
も
繁
盛
し
て
い
る
。

一
人
っ
子
同
士
の
結
婚
は
、
双
方
の
多
く

の
先
祖
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
法
事
を
行

た
め
車
椅
子
を
使
用
す
る
に
は
不
便
な
た

め
、
東
京
の
ほ
う
が
老
人
に
と
っ
て
住
み
や

す
い
町
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

出
生
低
下
が

も
た
ら
す

社
会
構
造
へ
の
影
響

ｌ
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
い

産
科
・
歯
料
Ｉ

日
本
は
、
先
進
国
で
最
も
早
い
速
度
で
高

齢
化
を
迎
え
て
い
る
。
六
十
五
歳
以
上
の
人

口
が
十
評
か
ら
二
十
許
に
な
る
の
に
わ
ず
か

二
十
二
年
で
到
達
し
た
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

な
ど
は
七
十
年
か
ら
八
十
年
を
費
や
し
て
い

る
。
二
○
二
五
年
に
は
七
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
が
高
齢
人
口
の
五
十
軒
を
越
え
、
世
界

で
最
も
高
く
な
り
、
介
護
問
題
が
顕
著
に
な

る
。日
本
が
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
が
二
十
評

に
な
る
の
は
二
○
○
七
年
で
、
こ
の
時
点
で

団
塊
の
世
代
が
定
年
を
迎
え
る
た
め
、
高
齢

う
寺
も
出
現
し
て
い
る
。

高
齢
者
が
多
く
な
っ
た
現
在
、
老
人
の
社

会
参
加
が
求
め
ら
れ
、
地
域
に
生
ま
れ
育
っ

た
老
人
が
そ
の
地
域
で
学
校
に
通
う
子
ど
も

に
地
域
の
歴
史
や
伝
統
文
化
を
伝
え
交
流
を

深
め
る
活
動
が
す
す
め
ら
れ
は
じ
め
て
い

る
。曰
本
独
自
の

少
子
・
高
齢
化

対
策
を

者
の
再
就
職
問
題
を
ど
う
解
決
す
る
か
が
カ

ギ
と
な
る
。

高
齢
化
が
す
す
む
と
献
血
量
が
減
り
、
手

術
の
件
数
が
増
加
す
る
。
離
婚
す
る
中
高
年

が
増
え
、
夫
婦
間
の
介
護
も
難
し
く
な
る
。

二
○
一
○
年
に
は
、
家
族
に
よ
る
介
護
能
力

が
先
進
国
で
最
も
低
い
国
と
な
る
予
測
も
あ

る
。
痴
呆
や
寝
た
き
り
老
人
が
増
え
、
そ
の

う
ち
、
女
性
が
三
分
の
二
を
し
め
る
で
あ
ろ

う
。
少
子
化
が
す
す
む
こ
と
で
、
介
護
す
る

側
の
人
が
ま
す
ま
す
減
少
し
、
在
宅
ケ
ア
ー

が
不
十
分
な
状
況
に
な
る
。

最
後
に
、
七
十
歳
以
上
を
高
齢
者
と
す
る

こ
と
で
高
齢
化
率
は
現
在
と
変
わ
ら
な
く
な

る
。
ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
の
老
人
対
策
を
今

以
上
に
活
発
に
す
す
め
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
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■
■

、
Ｕ
ご
α
｜
皀

世
界
人
ロ
が
六
十
億
人
を
超

擁
え
、
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
す

生
、
地
球
規
模
の
重
要
課
題
で
あ
る

圏
率
人
口
と
食
料
問
題
に
つ
い
て
、

銅
辨
九
月
一
一
十
五
日
（
月
）
、
福
島

麩
鍬
市
の
福
島
県
自
治
会
館
で
辻
井

症
輻
博
・
京
都
大
学
大
学
院
教
授
を

唾
澆
講
師
に
迎
え
、
財
団
法
人
Ｚ
ン

熱
を
ア
人
ロ
・
開
発
協
会
と
福
島
県

農
業
会
議
が
主
催
、
福
島
県
、

Ｊ
Ａ
福
島
中
央
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福

島
放
送
局
、
福
島
民
報
社
、
福

民
友
新
聞
社
、
福
島
テ
レ
ビ
、
福
島
中
央

レ
ピ
、
Ｋ
Ｆ
Ｂ
福
島
放
送
、
テ
レ
ビ
ュ
ー

島
、
ラ
ジ
オ
福
島
、
Ｆ
Ｍ
福
島
の
後
援

、
県
内
か
ら
百
八
十
名
の
農
業
指
導
者
が

加
し
て
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
「
世
界
の
食

不
安
ｌ
日
本
の
コ
メ
と
農
業
ｌ
」
を

催
し
た
。

冒
頭
に
、
参
院
農
林
水
産
委
員
長
に
就
任

た
大
田
豊
秋
・
参
議
院
議
員
が
挨
拶
、
広

次
雄
本
協
会
常
務
理
事
が
こ
れ
ま
で
の
人

の
推
移
、
少
子
化
が
も
た
ら
す
国
防
、
消

、
治
安
維
持
や
年
金
を
支
え
る
若
者
の
人

減
少
な
ど
一
一
十
一
世
紀
の
日
本
の
か
か
え
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挨拶する渡辺恂･農業会議
常任参与

講演する辻井博･京大大学院教授

世
界
の
食
料
生
産
を
見
る
と
、
高
所
得
国

の
農
業
政
策
の
転
換
、
人
口
爆
発
、
所
得
水

準
と
食
料
消
費
構
造
の
転
換
、
農
地
や
水
不

足
に
よ
る
食
料
生
産
や
農
業
技
術
の
進
歩
の

ア
ジ
ア
諸
国

の
コ
メ
の

自
給

開会の挨拶をする

広報ＡＰＤＡ常務理事

る
緊
急
課
題
、
さ
ら
に
世
界
規
模
で
拡
大
を
続
け
る
農
地
の

表
土
の
流
失
な
ど
に
よ
る
農
地
の
減
少
に
伴
う
農
業
生
産
の

低
下
に
つ
い
て
訴
え
、
開
会
の
挨
拶
を
行
っ
た
。
主
催
団
体

の
福
島
県
農
業
会
議
の
渡
辺
恂
・
常
任
参
与
は
、
福
島
県
は

じ
め
農
業
県
で
の
減
反
問
題
に
つ
い
て
改
め
て
コ
メ
の
生
産

が
重
要
で
あ
る
と
挨
拶
し
た
。

限
界
な
ど
か
ら
二
○
二
○
年
頃
に
は
世
界
の

食
料
生
産
は
逼
迫
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
｜

方
、
世
界
銀
行
や
米
国
国
際
食
糧
政
策
研
究

所
な
ど
は
、
世
界
の
食
料
は
充
分
間
に
合
う

と
の
見
解
を
出
し
て
い
る
。

コ
メ
は
、
世
界
総
生
産
量
の
九
十
一
パ
ー

セ
ン
ト
が
ア
ジ
ア
で
集
中
的
に
生
産
さ
れ
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
ジ
ア
で
消
費
す
る
ア
ジ

ア
の
自
給
的
穀
物
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、

畑
作
穀
物
の
小
麦
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産

地
は
地
球
上
の
全
大
陸
に
分
散
し
、
こ
れ
ら

の
需
要
が
大
陸
別
の
自
給
的
穀
物
で
は
な

く
、
北
・
中
部
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

高
所
得
国
の
保
護
に
よ
り
過
剰
に
生
産
さ

れ
、
貧
し
い
発
展
途
上
国
に
は
輸
出
補
助
金

付
き
で
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出
さ
れ
て
き
た
。

ア
ジ
ア
で
は
、
農
家
、
農
村
、
地
域
、
国
”



の
ど
の
レ
ベ
ル
で
も
、
コ
メ
は
ま
ず
自
給
・

消
費
す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
る
。
一
方
、
米

国
の
稲
作
農
家
の
調
査
で
は
、
自
分
の
作
っ

た
コ
メ
の
味
を
知
ら
な
い
農
家
が
多
く
あ

り
、
国
や
農
家
は
コ
メ
が
自
給
的
穀
物
で
は

な
く
、
販
売
・
輸
出
の
増
加
を
目
的
と
し
て

き
た
。

世
界
の
コ
メ
貿
易
市
場
は
、
非
常
に
不
安

定
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
コ
メ
の
世
界
総

生
産
量
の
わ
ず
か
四
割
で
貿
易
市
場
を
流
通

し
、
非
常
に
薄
い
市
場
性
の
た
め
で
あ
る
。

他
の
主
要
穀
物
の
貿
易
市
場
を
見
る
と
、
小

麦
一
九
軒
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
一
四
評
、
大

麦
一
二
許
、
大
豆
が
二
九
訂
な
ど
と
コ
メ
に

比
べ
そ
の
割
合
が
高
い
。

ア
ジ
ア
諸
国
で
主
食
で
賃
金
財
で
あ
る
コ

メ
は
、
価
格
が
高
騰
し
た
り
供
給
が
不
安
定

に
な
る
と
政
治
的
な
不
安
定
性
が
増
し
、
暴

動
な
ど
を
発
生
さ
せ
、
し
ば
し
ば
政
変
に
な

る
こ
と
か
ら
、
政
治
財
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の

た
め
、
ア
ジ
ア
で
は
薄
く
不
安
定
な
世
界
の

コ
メ
市
場
は
頼
り
な
い
と
判
断
し
、
主
食
で

政
治
財
で
あ
る
コ
メ
の
国
内
供
給
と
価
格
の

安
定
を
図
る
た
め
、
自
給
達
成
・
維
持
政
策

を
と
っ
て
き
た
。
ア
ジ
ア
の
コ
メ
か
ら
の
力

ロ
リ
ー
摂
取
は
、
日
本
が
二
五
軒
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
七
七
軒
、
タ
イ
五
五
軒
、
イ
ン
ド
三

○
訂
、
中
国
が
三
五
軒
と
平
均
五
○
許
を
占

め
る
重
要
な
食
料
で
あ
る
。
一
九
八
○
年
朴

政
権
下
の
韓
国
で
は
、
農
政
の
失
敗
に
よ
り

コ
メ
が
四
○
軒
減
産
し
、
コ
メ
の
緊
急
輸
入

に
よ
り
コ
メ
の
国
際
価
格
が
急
騰
し
た
。

大
冷
害
に
よ
り
作
況
指
数
が
七
五
で
あ
っ

た
一
九
九
三
年
の
日
本
の
平
成
の
コ
メ
騒
動

で
は
、
二
五
○
万
ト
ン
の
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
の

輸
入
が
必
要
と
な
っ
た
。
ジ
ャ
ポ
ニ
ヵ
米
は

世
界
で
一
五
○
万
ト
ン
し
か
世
界
市
場
を
流

通
し
て
お
ら
ず
、
日
本
の
輸
入
は
不
可
能
で

曰
本
の

コ
メ
輸
入
が

ア
ジ
ア
に

及
ぼ
す
影
響

あ
っ
た
。
こ
れ
が
平
成
の
コ
メ
騒
動
の
原
因

で
あ
っ
た
。

日
本
の
コ
メ
緊
急
輸
入
は
、
一
九
九
三
年

～
一
九
九
四
年
で
二
八
八
万
ト
ン
、
特
に
一

九
九
四
年
度
は
一
八
四
万
ト
ン
と
日
本
が
薄

い
世
界
の
コ
メ
市
場
で
、
突
然
世
界
最
大
の

コ
メ
輸
入
国
と
な
っ
た
。
日
本
の
大
量
輸
入

は
、
イ
ン
デ
ィ
カ
米
の
価
格
ま
で
急
騰
さ

せ
、
世
界
最
大
の
コ
メ
輸
出
国
タ
イ
の
バ
ン

コ
ク
Ｆ
Ｏ
Ｂ
輸
出
コ
メ
価
格
を
一
九
九
三
年

十
月
の
六
○
○
○
バ
ー
ツ
か
ら
五
ヵ
月
で
一

万
二
○
○
○
バ
ー
ツ
に
急
騰
さ
せ
た
。
第
二

の
コ
メ
輸
出
国
で
あ
る
米
国
の
コ
メ
輸
出
価

格
も
同
時
期
に
倍
増
し
た
。
日
本
の
コ
メ
緊

急
輸
入
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
エ
ン
ゲ
ル

係
数
が
高
い
発
展
途
上
国
の
コ
メ
小
売
価
格

を
急
騰
さ
せ
、
低
所
得
・
貧
困
層
を
危
機
に

陥
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ア
ジ
ア
の
飢
餓
人
口

を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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世
界
の
穀
物
在
庫
率
は
、
一
九
八
七
年
以

降
傾
向
的
に
減
少
し
、
穀
物
価
格
が
高
騰
し

て
い
る
。
穀
物
合
計
の
予
想
在
庫
率
は
、
九

七
／
九
八
年
末
に
一
五
・
三
評
、
内
小
麦
は

一
二
・
五
評
、
コ
メ
は
一
四
軒
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
な
ど
の
飼
料
穀
物
は
一
・
八
野
で
Ｆ

Ａ
Ｏ
の
安
全
水
準
の
一
七
訂
ぎ
り
ぎ
り
か
そ

れ
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
反
映
し
て
シ
カ
ゴ
穀
物
先
物
価
格
や

バ
ン
コ
ク
の
コ
メ
輸
出
価
格
は
九
五
年
か
ら

九
六
年
に
か
け
て
大
幅
に
上
昇
し
た
。

供
給
要
因
を
見
る
と
、
穀
物
の
長
期
供
給

規
定
要
因
と
し
て
土
地
、
水
・
潅
概
な
ど
自

然
資
源
な
ど
が
あ
る
。
人
口
爆
発
に
よ
り
、

世
界
の
人
口
一
人
当
た
り
の
穀
物
収
穫
面
積

は
一
九
五
○
年
の
○
・
二
四
鯵
か
ら
九
四
年

二
○
二
○
年
の

世
界穀
物
需
要

の
○
・
一
二
鯵
へ
傾
向
的
に
減
少
し
て
き

た
。
世
界
の
穀
物
総
収
穫
面
積
も
七
七
年
の

七
・
六
億
鯵
の
ピ
ー
ク
ま
で
増
加
し
た
が
、

そ
れ
以
降
傾
向
的
に
減
少
し
、
九
四
年
に
は

六
・
九
億
鯵
に
な
っ
た
。
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
八
九
年

の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
世
界
の
総
耕
地
は
約

一
五
億
鯵
で
内
八
億
秒
が
途
上
国
に
あ
る
。

二
十
一
世
紀
に
か
け
て
経
済
の
急
成
長
と
人

口
爆
発
は
主
と
し
て
途
上
国
で
発
生
す
る
か

ら
、
農
地
の
供
給
の
問
題
は
ま
ず
途
上
国
の

放
牧
地
と
森
林
の
内
ど
れ
だ
け
が
穀
物
生
産

に
転
用
で
き
る
か
で
あ
る
。
経
済
成
長
に
伴

う
農
地
法
制
度
の
よ
う
な
農
地
を
確
保
す
る

制
度
が
存
在
し
な
い
、
か
つ
経
済
成
長
の
早

い
ア
ジ
ア
で
は
、
特
に
速
く
起
こ
る
。
中

国
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
で
、
優
良

農
地
が
工
場
、
住
宅
、
道
路
な
ど
へ
急
速
に

転
用
さ
れ
て
き
た
。
土
壌
劣
化
は
世
界
で
進

行
し
て
い
る
。
あ
る
研
究
に
よ
れ
ば
、
地
球

上
の
一
三
○
億
鯵
の
土
地
の
内
一
五
軒
に
あ

た
る
二
○
億
鯵
の
土
壌
が
劣
化
の
影
響
を
受

け
て
い
る
。
世
界
の
潅
概
面
積
は
、
六
十
年

代
か
ら
七
○
年
代
に
は
年
二
軒
強
あ
っ
た
が

八
○
年
代
に
は
一
智
強
に
減
少
し
て
い
る
。

七
八
年
か
ら
人
口
一
人
当
た
り
の
潅
概
面
積

は
、
そ
れ
ま
で
の
増
加
傾
向
か
ら
反
転
し
て

減
少
し
始
め
た
。
こ
の
傾
向
は
、
経
済
的
、

管
理
的
そ
し
て
環
境
的
原
因
に
よ
る
。
農
業

は
、
世
界
の
淡
水
供
給
の
三
分
の
二
を
使
用

し
て
お
り
、
こ
の
農
業
用
水
資
源
に
も
強
い

制
約
が
働
い
て
い
る
。
世
界
各
国
の
経
済
成

長
か
ら
く
る
農
業
用
水
の
工
業
・
生
活
用
水

へ
の
転
用
、
米
国
、
中
国
北
部
、
イ
ン
ド
な

ど
で
の
地
下
水
の
農
業
用
水
へ
の
過
剰
利
用

に
よ
る
枯
渇
、
年
々
悪
化
す
る
黄
河
断
流
と

潅
概
へ
の
投
資
の
停
滞
な
ど
が
あ
る
。
遺
伝

子
転
換
や
遺
伝
子
地
図
作
製
の
方
法
に
よ
る

バ
イ
テ
ク
は
、
過
去
二
十
年
間
作
物
単
収
を

大
幅
に
上
げ
る
と
期
待
さ
れ
た
が
、
現
在
現

実
的
成
果
は
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
て
い
な
い
。

需
要
要
因
を
見
る
と
、
世
界
人
口
は
、
二

十
一
世
紀
に
も
衰
え
る
こ
と
な
く
増
加
し
、

二
○
二
○
年
に
か
け
て
発
展
途
上
国
で
の
人

口
爆
発
は
そ
れ
だ
け
で
穀
物
必
要
量
を
爆
発

さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
期
間
に
穀
物
供
給

量
も
急
増
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
○
二

○
年
に
ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
国
で
三
・
一
一
億

ト
ン
の
膨
大
な
穀
物
の
不
足
が
発
生
す
る
。

そ
の
う
ち
中
国
は
一
・
七
億
ト
ン
、
イ
ン
ド

は
○
・
一
五
億
ト
ン
、
世
界
全
体
で
は
四
二
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七
億
ト
ン
ほ
ど
の
巨
大
な
不
足
に
な
る
。
こ

の
よ
う
な
大
量
な
穀
物
不
足
が
発
生
す
る
の

は
、
発
展
途
上
国
の
人
口
爆
発
と
中
国
を
中

心
と
す
る
ア
ジ
ア
や
そ
の
他
の
途
上
国
の
高

度
経
済
成
長
が
動
物
性
蛋
白
質
消
費
の
増
加

を
引
き
起
こ
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
飼
料
穀
物

需
要
が
爆
発
的
増
加
を
引
き
起
こ
す
こ
と

と
、
発
展
途
上
国
を
中
心
に
自
然
資
源
・
環

境
・
農
業
技
術
制
約
が
穀
物
供
給
の
増
加
を

制
約
す
る
た
め
で
あ
る
。

新
農
業
基
本
法
は
、
三
つ
の
柱
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
。
①
価
格
支
持
の
低
下
、
②
輸

入
の
関
税
化
と
関
税
の
低
下
、
③
収
入
保
険

新
農
基
法
で
は

曰
本
の

水
田
が

な
く
な
る

で
あ
る
。

こ
の
新
農
業
基
本
法
の
基
本
的
な
考
え
方

で
は
、
大
規
模
経
営
に
農
地
を
集
積
さ
せ
る

こ
と
で
日
本
農
業
の
生
産
性
を
高
あ
、
農
産
物

の
内
外
格
差
を
縮
小
し
、
価
格
形
成
に
市
場
原

理
を
一
層
活
用
す
る
政
策
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
農
業
基
本
法
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
と
連

動
し
て
お
り
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
と
連
動
す
る
こ

と
で
、
日
本
の
農
業
を
守
る
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
新
農
業
基
本
法
は
同
時
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ

に
従
い
、
五
年
ご
と
に
関
税
率
を
引
き
下
げ

る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は

す
な
わ
ち
五
年
ご
と
に
日
本
の
コ
メ
の
自
給

率
が
低
下
し
、
最
後
に
は
日
本
で
コ
メ
が
作

れ
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

最
終
的
な
新
農
業
基
本
法
に
は
”
自
給
率

の
向
上
を
む
ね
と
し
”
と
い
う
一
文
が
入
り

明
か
り
が
見
え
て
き
た
が
、
基
本
的
に
Ｗ
Ｔ

Ｏ
ル
ー
ル
は
日
本
農
業
を
破
壊
す
る
も
の
に

な
る
と
思
う
。
特
に
、
五
年
ご
と
に
関
税
を

低
下
さ
せ
て
い
く
過
程
で
、
中
国
東
北
部
を

中
心
と
し
て
高
品
質
の
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
の
生

産
が
軌
道
に
乗
り
、
日
本
人
消
費
者
の
口
に

合
う
コ
メ
の
輸
入
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て

き
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

米
で
も
、
現
時
点
で
は
ま
だ
ま
だ
日
本
人
の

嗜
好
に
合
う
コ
メ
は
わ
ず
か
で
し
か
な
い

が
、
今
後
の
低
関
税
化
の
流
れ
を
受
け
、
増

産
に
力
を
入
れ
れ
ば
食
味
の
点
で
も
日
本
の

コ
メ
と
競
合
す
る
こ
と
に
な
る
。

経
済
的
に
見
た
場
合
に
は
生
産
費
が
低
い

ほ
う
が
有
利
な
の
は
当
然
で
、
カ
リ
フ
オ
ル

ニ
ア
の
よ
う
に
数
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
の
コ

メ
生
産
と
競
合
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
日
本

の
コ
メ
生
産
は
太
刀
打
ち
で
き
な
く
な
る
。

新
農
業
基
本
法
で
は
、
価
格
の
急
落
を
前

提
と
し
て
収
入
保
険
の
考
え
方
も
打
ち
出
し

て
い
る
が
、
農
家
の
所
得
が
維
持
さ
れ
る
と

は
到
底
考
え
れ
な
い
。

ア
ジ
ア
の
各
国
に
お
い
て
コ
メ
の
流
通
は

そ
の
生
産
量
に
比
べ
て
非
常
に
少
な
く
、
価

格
変
動
が
非
常
に
激
し
い
。
ま
た
各
国
に
お

い
て
政
治
を
左
右
す
る
財
で
あ
り
、
経
済
的

な
原
則
だ
け
で
は
処
理
で
き
な
い
問
題
で
あ

る
。
日
本
を
は
じ
め
各
国
は
で
き
る
限
り
コ

メ
の
自
給
を
図
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が
で

き
な
い
場
合
で
も
各
国
か
各
国
の
実
情
に
合

わ
せ
て
自
主
的
に
関
税
率
を
決
め
ら
れ
る
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
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ロ
ヨ
際
人
口
・
淵
発
△

八
月
二
十
八
日
か
ら
九
月
一
日
、
東
京
・

半
蔵
門
の
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で
、
㈱

異
凹
佳
。
Ｊ
里

■
Ｐ

動
計
画
達
成
の
た
め
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
、
（
以
下
Ａ
Ｐ
Ａ
）

が
開
催
さ
れ
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
を
中
心

に
、
政
府
（
Ｇ
Ｏ
）
、
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ

Ｏ
）
等
の
代
表
ら
約
四
十
四
名
参
加
し
た
。

Ａ
Ｐ
Ａ
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
Ｇ

Ｏ
、
人
口
、
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
へ
ル

ス
、
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
及

び
関
連
機
関
間
の
協
力
体
制
の
強
化
を
目
的

に
、
一
九
九
九
年
米
国
・
ハ
ワ
イ
や
タ
イ
国

の
チ
ェ
ン
マ
イ
市
で
開
催
さ
れ
、
今
回
で
三

回
目
と
な
る
。
本
会
議
で
は
、
主
に
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
や
人
口
問
題
に
関
す

る
ア
ド
ポ
カ
シ
ー
（
啓
蒙
）
活
動
の
Ｃ
Ｏ
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
や
地
域
別
ケ
ー

ス
・
ス
タ
デ
ィ
ー
に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ

た
。セ
ッ
シ
ョ
ン
１
「
日
本
に
お
け
る
人
口
、

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
や
開
発
に
関

す
る
ア
ド
ポ
カ
シ
ー
」
で
は
、
ホ
ス
ト
国
日

本
の
外
務
省
代
表
が
”
人
口
・
エ
イ
ズ
に
関

す
る
地
球
規
模
問
題
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
“

（
Ｇ
Ｉ
Ｉ
）
に
関
す
る
外
務
省
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
懇

談
会
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
参
加
者
は
継
続

的
な
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ダ
イ
ァ
ロ
ー
グ
の
模

範
例
と
し
て
関
心
を
よ
せ
て
い
た
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
に
拠
点
を
置
く
Ｎ
Ｇ
Ｏ

は
、
各
国
の
著
名
人
を
親
善
大
使
と
し
て
巻

き
込
ん
だ
ア
ド
ポ
カ
シ
ー
戦
略
を
紹
介
。
ま

ず
親
善
大
使
に
対
し
て
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

・
ヘ
ル
ス
や
人
口
問
題
に
関
す
る
教
育
を
行

い
、
彼
ら
が
マ
ス
コ
ミ
の
前
で
同
問
題
の
重

要
性
に
つ
い
て
講
演
す
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

を
、
ビ
デ
オ
を
ま
じ
え
て
発
表
し
た
。

本
会
議
で
は
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

様
々
な
提
案
が
な
さ
れ
た
が
、
ア
ド
ポ
カ

シ
ー
活
動
の
一
環
と
し
て
さ
ら
に
メ
デ
ィ
ア

・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
の
必
要
性
を
強
調
。

「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
界
の
協
力
を
得
る
た
め
に

も
、
ま
ず
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
対
象
の
研
修
ツ

ァ
ー
を
」
と
の
声
も
あ
が
っ
た
。

第
４
回
Ａ
Ｐ
Ａ
は
、
来
年
の
夏
頃
、
コ
モ

ン
ウ
ェ
ル
ス
（
英
連
邦
）
の
厚
生
大
臣
会
議

が
開
催
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
予
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
Ａ
Ｐ
Ａ
で
地
域
間

協
力
に
関
す
る
提
言
書
を
と
り
ま
と
め
、
先

述
の
会
議
に
提
出
す
る
こ
と
が
目
的
。
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鱒会藷

日本政府が援助の主体を広げる支援を表明

九
月
十
一
日
と
十
二
日
の
二
日
間
、
国
連

開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
と
２
０
５
０
主
催

に
よ
り
、
国
連
大
学
で
政
策
担
当
者
に
よ
る

ハ
イ
レ
ベ
ル
セ
ミ
ナ
ー
「
南
々
協
力
国
際
会

議
」
が
開
催
さ
れ
た
。

開
会
式
で
は
、
長
谷
川
祐
弘
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
駐

在
代
表
が
開
会
の
辞
を
述
べ
た
後
、
パ
キ
ス

タ
ン
国
民
福
祉
省
サ
ル
ワ
ー
ル
次
官
が
挨

拶
、
南
々
協
力
の
重
要
性
を
訴
え
た
。
谷
津

義
男
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事
長
は
日
本
が
推
進
し
て

き
た
南
々
協
力
や
国
会
議
員
の
役
割
に
つ
い

て
述
べ
た
。

基
調
講
演
で
は
、
西
ヶ
廣
渉
外
務
省
経
済

協
力
局
参
事
官
が
日
本
の
南
々
協
力
に
対
す

る
立
場
に
つ
い
て
説
明
し
、
日
本
は
援
助
の

主
体
を
広
げ
、
南
々
協
力
を
支
援
し
て
い
く

と
述
べ
た
。
ま
た
、
人
口
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
や
そ
の
他
の
感
染
症
に
対
す
る
日
本
の

活
動
と
し
て
、
Ｇ
Ｉ
Ｉ
（
人
口
・
エ
イ
ズ
に

関
す
る
地
球
規
模
問
題
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
）

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
二
九
九
四
年

に
、
二
○
○
○
年
度
ま
で
の
七
年
間
で
総
額

三
○
億
ド
ル
目
途
に
人
口
・
エ
イ
ズ
対
策
の

Ｏ
Ｄ
Ａ
を
実
施
す
る
と
発
表
し
、
五
年
間
で

当
初
の
目
標
を
達
成
し
た
」
と
説
明
し
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
ー
「
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
実

施
状
況
の
検
討
」
で
は
、
阿
藤
誠
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
長
が
議
長
を
つ
と

め
、
ま
ず
和
気
邦
夫
国
連
人
口
基
金
事
務
局

次
長
が
「
国
連
人
口
基
金
の
役
割
」
に
つ
い

て
話
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
実
施
の
た

め
に
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
調
整
役
と
し
て
大
切
な

役
割
を
果
た
し
、
今
後
も
政
治
的
指
導
者
に

対
す
る
教
育
な
ど
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

く
と
訴
え
た
。

次
に
コ
リ
ン
・
ホ
リ
ス
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
（
人

口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
）
事
務
総
長
が
「
国
会
議
員
の
役
割
」
に

つ
い
て
話
し
、
資
源
動
員
に
つ
い
て
政
府
に

圧
力
を
か
け
た
り
、
議
員
の
果
た
す
べ
き
役

割
の
重
要
性
を
述
べ
た
。

高
橋
牧
人
外
務
省
国
際
社
会
協
力
部
地
球

規
模
問
題
課
長
が
日
本
の
貢
献
と
し
て
、
国

際
協
力
機
関
へ
の
協
力
及
び
二
国
間
協
力
に

つ
い
て
説
明
し
た
。
二
国
間
協
力
と
し
て
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
協
力
を
取
り
上
げ
、
母
子

保
健
手
帳
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
紹
介
し
た
こ

と
に
よ
り
、
乳
幼
児
出
生
率
低
下
に
貢
献
し

た
と
述
べ
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
「
若
者
に
関
す
る
政
策
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
サ
ー
ビ
ス
」
で
は
、
ピ
ー

“
タ
ー
・
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
Ｐ
Ｒ
Ｂ
会
長
が
議
長

を
務
め
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ナ
ス
保
健
・

家
庭
福
祉
省
次
官
補
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
サ
ル

ワ
ー
ル
国
民
福
祉
省
次
官
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
で
の
政
策
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
又
、
新

野
由
子
厚
生
省
児
童
家
庭
母
子
保
健
指
導
専

門
官
が
日
本
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

し
、
世
界
の
中
で
も
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
避

妊
具
に
関
し
て
、
女
性
が
決
定
で
き
る
避
妊

具
の
推
進
な
ど
日
本
の
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
述
べ
た
。

次
に
バ
ラ
・
ム
サ
・
シ
ラ
人
口
・
開
発

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
事
務
局
長
は
ア
ジ
ア
に
お
け

る
若
者
の
た
め
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ

ル
ス
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
、
政
治
的
・
資

金
的
協
力
を
提
供
す
る
政
府
と
技
術
資
源
を

提
供
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
協
力
し
合
い
、
活
動
し

て
い
く
の
が
望
ま
し
い
と
訴
え
た
。

二
日
目
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅲ
「
エ
イ
ズ
流
行

に
関
す
る
政
策
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
サ
ー
ビ

ス
」
で
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ナ
ス
保
健

。
家
族
福
祉
省
次
官
補
が
議
長
を
務
め
、
タ

イ
の
バ
ロ
ッ
プ
公
衆
衛
生
省
保
健
局
長
、
中

国
の
干
学
軍
中
国
人
口
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー



南々協力国際会議開く

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
、
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
正

し
い
知
識
を
得
て
誰
も
が
話
し
合
え
る
よ
う

な
社
会
的
に
オ
ー
プ
ン
で
あ
る
こ
と
、
社
会

政
策
改
革
や
過
去
の
経
験
か
ら
学
ぶ
こ
と
の

副
所
長
、
イ
ン
ド
の
ゴ
ー
タ
ム
・
バ
ス
保
健

・
家
族
福
祉
省
次
官
補
と
日
本
の
伊
東
芳
郎

厚
生
省
保
健
医
療
局
エ
イ
ズ
疾
病
対
策
課
長
補

佐
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
の
エ
イ
ズ
政
策
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
・
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て

説
明
を
し
た
。

国
連
エ
イ
ズ

合
同
計
画
顧
問

の
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
・
ク
ラ
ウ
ス

氏
は
「
ア
ジ
ア

で
の
南
々
協
力

機
会
」
に
つ
い

て
講
演
し
、
エ

イ
ズ
対
策
事
業

を
実
施
し
て
い

く
上
で
必
要
な

い
く
つ
か
の
項

目
を
述
べ
た
。

政
治
的
意
志
と

重
要
性
な
ど
を
あ
げ
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅳ
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る

政
策
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
パ
キ
ス
タ
ン

の
サ
ル
ワ
ー
ル
国
民
福
祉
省
次
官
が
議
長
を

務
め
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ウ
ィ
ロ
ポ
家
族
計

画
調
整
委
員
会
副
議
長
と
干
学
軍
中
国
人
口

情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
副
所
長
と
日
本
の
大
西

珠
枝
総
理
府
男
女
共
同
参
画
室
長
が
そ
れ
ぞ

れ
の
国
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
対
策
と

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
を
行
っ
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
ア
ジ
ア
で
の
南
々

協
力
機
会
に
つ
い
て
長
谷
川
祐
弘
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ

駐
日
代
表
が
講
演
を
行
っ
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
は

毎
年
、
人
間
開
発
報
告
書
を
発
表
し
、
そ
の

中
で
各
国
の
Ｇ
Ｅ
Ｍ
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
測
定
）
の
数
値
が
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
数
値
は
女
性
や
男
性
が
積
極
的
に

経
済
界
や
政
治
生
活
に
参
加
し
、
意
思
決
定

に
参
加
で
き
る
か
ど
う
か
を
調
べ
た
も
の

で
、
一
番
数
値
の
高
い
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
さ
え

Ｇ
Ｅ
Ｍ
の
値
が
八
一
で
、
男
性
の
方
が
女
性

の
社
会
参
加
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
。
長
谷

川
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
駐
日
代
表
は
女
性
の
地
位
向
上

の
重
要
性
を
訴
え
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ｖ
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
南
々

協
力
研
修
機
会
」
と
題
し
、
チ
ャ
ウ
ド
リ
・

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
国
連
大
使
が
議
長
を
務
め

た
。
南
々
協
力
を
通
じ
た
研
修
機
会
推
進
に

つ
い
て
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
中
国
、
イ
ン

ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
各
国

で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
各
国
代
表
が
発
表

し
た
。
次
に
駒
野
欽
一
外
務
省
経
済
協
力
局

調
査
計
画
課
長
が
、
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
で
の
感

染
症
対
策
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
や
Ｇ
Ｉ
Ｉ
活
動

の
報
告
を
含
め
「
日
本
に
よ
る
協
力
」
に
つ

い
て
講
演
し
た
。

閉
会
式
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
サ
レ
ナ
ス
議

員
が
議
長
を
務
め
、
北
谷
勝
秀
２
０
５
０
代

表
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
た
後
、
チ
ャ
ウ
ド
リ

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
国
連
大
使
が
「
国
連
会

議
と
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
実
施
状
況
ｌ
将
来
の
課

題
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
＋
５

で
学
ん
だ
こ
と
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

機
関
の
経
験
を
生
か
し
た
機
関
間
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
の
重
要
性
、
独
立
の
団
体
と
し

て
提
案
が
出
来
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
存
在
の
重
要

性
、
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

の
必
要
性
な
ど
を
訴
え
た
。

（
加
藤
祐
子
）
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アジア太平洋局長（

ＰＡ

左)」
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七
月
十
日
（
月
）
、
イ
メ
ル
ダ
・
ヘ
ン
キ

ン
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
ア
ジ
ア

太
平
洋
局
長
が
、
打
合
せ
の
た
め
に
本
協
会

を
訪
れ
た
。

ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
「
国
際
人
口
問
題

議
員
懇
談
会
」
の
設
立
背
景
や
、
協
会
の
事

業
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
同
日
、
午
後

二
時
か
ら
は
参
議
院
議
員
会
議
室
で
、
同
局

鐸（‐震，一・〈・対，『室帝亭盤

長
を
囲
ん
で
、
中
山
太
郎
・
国
際
人
口
問
題

議
員
懇
談
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
）
会
長
、
堂
本
暁

子
同
副
会
長
、
谷
津
義
男
同
副
幹
事
長
、
清

水
嘉
与
子
同
事
務
局
長
、
南
野
知
惠
子
同
事

国
会
議
員
活
動
を
紹
介
し
た
。

そ
の
他
、
清
水
事
務
局
長
が
「
開
発
途
上

国
と
先
進
国
間
の
対
立
が
激
化
し
て
い
る
環

境
問
題
を
、
人
口
問
題
の
視
点
か
ら
ア
ブ

ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
必
要
」
、
谷
津
副
幹
事

長
は
「
食
料
の
増
産
が
人
口
増
加
に
間
に
あ

わ
な
い
。
国
際
紛
争
に
繋
が
り
か
ね
な
い
水

の
問
題
を
、
人
口
問
題
と
共
に
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
な
ど
の
意
見
を
述
べ
た
。

ヘ
ン
キ
ン
局
長
は
、
日
本
と
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ

で
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い
て
講
演
し
た

こ
と
に
も
触
れ
た
。
堂
本
議
員
は
「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
で
日
本
人
の
女
性
職

員
が
活
躍
し
て
い
る
の
を
知
っ
て
嬉
し
く
思

う
」
と
述
べ
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
懇
談

会
は
終
了
し
た
。

（
星
合
千
春
）

務
が
協
力
し
て
女
性

艫
の
地
位
向
上
、
女

鄙
性
に
対
す
る
暴

塞
力
、
リ
プ
ロ
ダ
ク

蠣
霊
テ
ィ
ブ
。
ヘ
ル
ス
、

伸
關
ラ
イ
ッ
の
問
題
等

零
鐘
に
取
り
組
ん
で
い

辨
長
る
こ
と
を
説
明

扉
辮
し
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー

ル
鱸
ク
で
開
催
さ
れ
た

》
銅
「
北
京
十
５
」
会

㈲
南

勃
長
議
の
折
、
堂
本
議

く
総
員
が
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ

`６



2000年世界人ロ白書を発表

止
符
を
打
た
な
け
れ
ば
、
結
局
、
人
口
問
題

は
解
決
し
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

二
十
世
紀
は
驚
異
的
な
変
革
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
未
だ
世
界
各
地
で
女
児
や

女
性
が
教
育
や
ヘ
ル
ス
ヶ
ア
ヘ
の
ア
ク
セ
ス

を
奪
わ
れ
て
い
た
り
、
職
場
で
の
機
会
を
与

え
ら
れ
ず
男
性
に
比
べ
て
賃
金
が
低
い
な
ど

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
差
別
は
根
強
く
存
在
し

国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
は
九
月

二
十
日
、
「
二
○
○
○
年
世
界
人
口
白
書
」

を
発
表
し
た
。
毎
年
、
地
球
の
人
口
爆
発
に

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
た
世
界
人
口
白
書
だ

が
、
二
十
世
紀
最
後
の
年
と
な
る
今
年
は

「
男
女
共
生
と
見
え
な
い
格
差
ｌ
変
革
の

時
ｌ
」
と
題
し
、
主
軸
に
人
口
推
計
予
測

を
据
え
な
い
異
例
の
構
成
で
、
男
女
間
の
不

平
等
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

白
書
は
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
差
別
を

撤
廃
す
る
こ
と
は
、
人
権
及
び
開
発
に
と
っ

て
緊
急
な
優
先
課
題
で
あ
り
、
性
差
別
に
終

P勺曰

⑪

園

亜

『『『』

①

■田一塁一一一一一一
一口て
い
る
。
白
書
で
は
、
世
界
の
女
性
の
三
人

に
一
人
が
、
暴
行
を
受
け
た
り
性
交
渉
を
強

要
さ
れ
る
な
ど
「
虐
待
行
為
」
を
受
け
た
経

験
が
あ
り
、
大
半
は
夫
や
家
族
な
ど
顔
見
知

り
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
、
又
す
べ

て
の
妊
娠
件
数
の
約
三
分
の
一
は
望
ま
な
い

妊
娠
か
望
ま
な
い
時
期
の
も
の
と
推
計
。

国
際
人
口
基
金
で
は
、
女
性
の
教
育
水
準

麓
乏垈
n回日

■

簿灘:：

2$

？--N

;Ｉ
美一癖

峯一二

が
高
い
ほ
ど
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
家

族
計
画
の
実
行
率
も
高
く
、
そ
の
結
果
、
妊

産
婦
及
び
乳
幼
児
死
亡
率
も
低
下
し
、
多
産

多
子
の
悪
循
環
を
断
ち
き
る
こ
と
が
出
来
る

と
判
断
し
て
い
る
。
同
時
に
、
性
差
別
を
解

消
す
る
に
は
男
性
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠

だ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

了一語睡僖

韓
凡Ｆ

ミエ且鞆

蕊`蕊量露轤
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【
モ
ス
ク
ワ
Ⅱ
日
Ⅱ
斎
藤
勉
】
ロ
シ
ア

下
院
の
ゲ
ラ
シ
メ
ン
コ
保
健
・
ス
ポ
ー

ツ
委
員
長
は
十
日
、
ロ
シ
ア
の
人
口
は

二
○
七
五
年
に
は
五
千
万
－
五
千
五
百

万
と
現
在
の
約
三
分
の
一
程
度
に
ま
で

激
減
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
八
日

の
年
次
教
書
演
説
で
深
刻
な
人
ロ
減
少

問
題
に
初
め
て
言
及
、
「
ロ
シ
ア
民
族

の
生
き
残
り
の
脅
威
」
で
あ
る
と
強
調

し
た
が
、
同
委
員
長
は
「
国
の
人
口
の

囮 に
功
う
す
ふ
ぉ
ｌ
ら
む

３分の１に

激減し自滅

ロシア

2075年に５千万人

自
滅
現
象
が
起
き
て
い
る
」
と
改
め
て

民
族
存
亡
の
危
機
だ
と
警
告
し
た
。

ゲ
ラ
シ
メ
ン
コ
委
員
長
は
イ
ン
タ

フ
ァ
ク
ス
通
信
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
、
今
年
元
日
現
在
の
ロ
シ
ア
人
口
は

一
億
四
千
五
百
五
十
万
人
で
あ
る
と

し
、
「
（
ソ
連
崩
壊
翌
年
の
）
一
九
九
二

年
か
ら
減
少
が
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
の
人

口
は
、
二
○
一
一
○
’
一
一
○
二
五
年
に
は

一
億
人
に
、
さ
ら
に
二
○
七
五
年
に
は

出
生
率
が
史
上
最
低
を
更
新
し
た
。

そ
れ
も
人
口
推
計
の
下
限
を
大
幅
に
下

回
っ
た
の
だ
か
ら
事
態
は
深
刻
で
あ

囮

出
生
率
激
減

子
育
て
支
援
が
曰
本
を
救
う

五
千
－
五
千
五
百
万
人
に
な
っ
て
し
ま

う
」
と
の
推
計
を
示
し
た
。

同
委
員
長
は
、
「
二
十
世
紀
に
入

り
、
人
口
の
減
少
は
、
第
一
次
大
戦
、

革
命
後
の
国
内
戦
と
三
○
年
代
（
ス

タ
ー
リ
ン
時
代
）
の
飢
饅
（
き
き
ん
）

と
粛
清
、
第
二
次
大
戦
に
次
い
で
四
度

目
で
あ
る
」
と
指
摘
。
「
平
時
で
は
前

例
の
な
い
今
回
の
人
口
減
の
状
況
は
、

プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
述
べ
た
明
確
で
、

根
気
強
く
厳
格
に
実
行
さ
れ
る
克
服
計

画
な
し
に
は
、
根
本
的
に
変
え
ら
れ
な

い
」
と
強
調
し
た
。

ゲ
ラ
シ
メ
ン
コ
委
員
長
は
「
克
服
計

画
」
と
し
て
、
出
生
率
向
上
の
奨
励
、

子
沢
山
の
家
族
へ
の
支
援
、
貧
困
の
予

防
、
保
健
措
置
へ
の
金
銭
的
援
助
な
ど

を
挙
げ
た
。

（
産
経
新
聞
二
○
○
○
・
七
・
二
）

る
。
子
供
を
産
み
た
く
て
も
き
わ
め
て

産
み
育
て
に
く
い
の
が
日
本
の
実
情

だ
。
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
、
連

・
人
口
３
分
の
１
に
減
り
自
滅
…
帽

。
子
育
て
支
援
が
日
本
を
救
う
…
蛆

。
「
人
口
一
定
」
目
標
に
…
…
…
伯

。
上
が
り
続
け
る
未
婚
率
…
…
…
印

・
日
本
の
人
口
’
億
二
六
百
万
…
卯

・
幸
王
晁
へ
人
口
集
中
加
速
…
…
…
５

。
国
会
議
員
男
女
比
率
均
等
に
…
引

○
干
ば
つ
、
食
料
被
害
深
刻
に
…
魂

・
人
ロ
増
加
分
の
七
割
が
移
民
…
艶

・
高
齢
者
の
生
協
、
事
業
好
調
…
閑

・
高
齢
化
、
加
速
す
る
豪
…
…
…
閲

●
第
二
子
以
降
に
は
報
奨
金
…
…
記

・
貧
困
・
飢
餓
を
な
く
そ
う
…
…
別

・
江
戸
前
半
、
近
代
に
急
増
…
…
弱

・
米
、
外
国
人
労
働
者
が
烟
％
…
弱

・
日
本
に
コ
メ
援
助
中
止
を
…
…
訂

・
開
歳
以
上
、
最
高
の
人
口
…
…
訂

・
世
界
の
５
人
に
１
人
貧
困
屑
…
卵

・
中
国
・
人
ロ
問
題
と
経
済
…
…
卵

・
人
ロ
増
加
女
性
差
別
が
助
長
…
卵

・
今
後
の
高
齢
社
会
は
暗
い
…
…
胡

献じ
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すふ､お－らむこゆ

や
か
に
子
育
て
の
負
担
を
軽
減
し
な
け

れ
ば
、
日
本
の
社
会
は
土
台
か
ら
崩
れ

て
い
く
。

厚
生
省
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
昨
年

の
合
計
特
殊
出
生
率
（
女
性
が
生
涯
に

産
む
子
供
の
推
定
数
）
は
、
｜
・
三
四

だ
っ
た
。
人
口
推
計
（
中
位
）
で
は
、

今
年
の
一
・
三
八
を
底
に
上
昇
す
る
と

見
込
ん
で
い
た
の
だ
か
ら
、
底
割
れ
状

態
で
あ
る
。

日
本
の
人
口
構
成
を
み
る
と
、
昭
和

四
十
六
’
四
十
九
年
に
毎
年
二
百
万
人

以
上
生
ま
れ
た
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

の
団
塊
ジ
ュ
ー
ー
ァ
世
代
が
二
十
五
’
一
一

十
九
歳
に
達
し
た
。
昨
年
は
女
性
の
平

均
初
婚
年
齢
が
二
六
・
八
歳
、
第
一
子

出
産
時
の
平
均
年
齢
が
二
七
・
九
歳

だ
っ
た
か
ら
、
こ
の
世
代
が
ま
さ
に
結

婚
・
出
産
適
齢
期
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
昨
年
の
出
生
数
は
約
百

十
八
万
人
と
前
年
よ
り
約
二
万
五
千
人

減
り
、
結
婚
件
数
も
約
二
万
三
千
組
減

少
し
た
。
東
京
都
に
住
む
男
性
の
平
均

初
婚
年
齢
は
三
十
歳
で
あ
る
。
生
産
年

齢
人
口
の
今
後
十
年
で
五
百
万
人
以
上

減
っ
て
い
く
。

少
子
化
に
対
す
る
危
機
感
は
政
界
、

経
済
界
の
指
導
層
で
と
く
に
強
い
。
総

選
挙
の
公
約
を
み
る
と
、
自
民
党
は

「
少
子
化
対
策
で
育
児
休
業
給
付
や
奨

学
金
制
度
を
拡
充
す
る
」
と
う
た
っ

た
。
民
主
党
は
「
各
種
控
除
を
見
直

し
、
児
童
手
当
を
拡
充
す
る
」
、
自
由

党
が
「
育
児
離
職
の
女
性
、
定
年
退
職

者
の
再
雇
用
を
義
務
付
け
る
」
と
い

諺
フ
ロと
こ
ろ
が
、
連
立
与
党
は
公
明
党
主

導
で
児
童
手
当
（
第
二
子
ま
で
月
五
千

円
、
第
三
子
以
降
一
万
円
）
を
小
学
校

入
学
ま
で
拡
大
す
る
一
方
、
小
中
学
生

を
育
て
て
い
る
大
半
の
家
庭
が
負
担
増

に
な
る
扶
養
控
除
見
直
し
を
実
施
し

た
。
子
育
て
の
足
を
引
っ
張
る
愚
策
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ド
イ
ツ
は
合
計
特
殊
出
生
率
が
一
・

二
で
日
本
よ
り
低
か
っ
た
が
、
一
昨
年

は
一
・
四
一
に
上
昇
し
た
。
児
童
手
当

は
十
八
歳
（
学
生
は
二
十
七
歳
）
未
満

を
対
象
に
、
第
二
子
ま
で
月
約
一
万
七

千
円
、
第
三
子
約
二
万
円
、
第
四
子
以

降
は
約
二
万
三
千
円
を
支
給
し
、
育
児

休
業
は
最
長
三
年
間
で
あ
る
。

日
本
は
来
年
か
ら
育
児
休
業
給
付
を

給
与
の
二
五
％
か
ら
四
○
％
に
引
き
上

げ
る
が
、
取
得
期
間
は
最
長
一
年
だ
。

新
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
で
保
育
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
す
る
が
、
保
育
所
待
機
児
は
三

万
人
を
超
え
て
い
る
。

戦
争
や
疫
病
で
一
時
的
に
人
口
が
減

る
こ
と
は
何
度
も
あ
っ
た
が
、
出
生
率

そ
の
も
の
の
低
下
に
よ
る
減
少
は
人
類

に
と
っ
て
初
め
て
の
体
験
と
い
っ
て
よ

い
。
底
を
打
て
ば
自
然
に
回
復
す
る
と

い
う
楽
観
論
も
あ
る
が
、
合
計
特
殊
出

生
率
は
一
・
三
四
人
と
史
上
最
低
に

な
っ
た
。
経
済
的
、
文
化
的
に
も
、
少

子
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と
考
え
る
。

で
は
ど
の
程
度
の
出
生
率
が
望
ま
し

い
の
か
。
地
球
環
境
の
未
来
を
考
え
て

も
今
以
上
に
人
ロ
が
増
え
る
必
要
は
な

い
。
人
口
が
一
定
に
保
た
れ
る
置
換
水

中
央
大
学
教
授
大
淵
寛
さ
ん
（
田
）

延
長
保
育
も
不
十
分
で
、
大
都
市
圏

で
は
急
増
中
の
ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
を
利
用

せ
ぜ
る
を
得
な
い
親
も
少
な
く
な
い
。

神
奈
川
県
大
和
市
の
ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
経

営
者
が
預
か
っ
た
子
供
を
せ
っ
か
ん
死

塁Ｉ｢人口一定」

目標に

|ｺﾗﾑ捌二剖

準
、
日
本
で
い
え
ば
約
二
・
一
人
を
目

標
に
す
べ
き
だ
ろ
う
。
二
一
○
○
年
ま

で
の
長
期
モ
デ
ル
で
試
算
す
る
と
、
こ

の
水
準
に
早
く
戻
せ
れ
ば
戻
し
た
ほ

ど
、
経
済
成
長
率
な
ど
も
早
く
、
高
く

回
復
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
で

も
今
後
卯
年
間
の
人
口
減
、
経
済
活
動

低
下
、
社
会
保
障
負
担
増
は
避
け
ら
れ

な
い
。

人
口
政
策
に
特
効
薬
は
な
い
。
即
効

性
は
な
く
と
も
産
み
た
い
人
が
産
め
る

よ
う
な
育
児
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
児
童

手
当
の
拡
充
、
企
業
や
男
性
の
意
識
改

革
を
は
か
る
し
か
な
い
。
私
の
長
女
も

公
立
保
育
園
に
子
ど
も
を
預
け
働
い
て

い
る
が
、
迎
え
は
午
後
５
時
、
保
護
者

会
は
平
日
昼
間
と
、
働
く
実
態
に
あ
っ

て
い
な
い
。
「
も
う
一
人
産
む
な
ん
て

無
理
」
と
話
し
て
い
る
。
量
よ
り
も
、

い
か
に
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
か
が
重
要
だ
。

（
談
）

（
朝
日
新
聞
二
○
○
○
・
七
・
七
）

さ
せ
た
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
た
事
件
も
、

保
育
制
度
が
充
実
し
て
い
れ
ば
避
け
ら

れ
た
は
ず
で
あ
る
。

（
産
経
新
聞
一
一
○
○
○
・
七
・
三
）；
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自
治
省
は
三
日
、
二
○
○
○
年
一
一
一
月

末
時
点
の
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
人

口
調
査
の
結
果
を
発
表
し
た
。
総
人
口

は
一
億
二
千
六
百
七
万
千
三
百
五
人

と
、
前
年
三
月
末
に
比
べ
て
二
十
一
万

千
二
百
九
十
九
人
、
率
に
し
て
○
・
一

七
％
増
え
た
が
、
増
加
数
、
率
と
も
に

国
立
社

の
ま
と
め

は
こ
の
こ

る
Ⅱ
ゲ
ラ

伸
び
が
著

夕
を
二
十 四回函困

会
保
璋
・
’
八
口
韮
口
題
研

Ｒ
』
‐
二
円

日
本
、
一
億
二
六
○
七
万
人

増
加
率
最
低
０
．
，
％

■
｜
■
■
■

膠
歳
歳
廟

３
仮

一
九
六
八
年
の
調
査
開
始
以
来
最
も
低

い
水
準
だ
っ
た
。
こ
の
調
査
に
基
づ
い

て
日
本
経
済
新
聞
社
が
衆
院
全
三
百
小

選
挙
区
の
人
ロ
格
差
二
票
の
格
差
）

を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
最
大
で
二
・
四

八
七
倍
と
な
り
、
昨
年
の
二
・
四
四
六

倍
か
ら
さ
ら
に
拡
大
し
た
。
参
院
選
挙

【
）

・
・

戚
の
一
一
・
’
二
催

眉
ｃ
“
叉
叶
」
の
二
‐
十
符

区
の
議
員
一
人
当
た
り
の
人
口
格
差
も

最
大
で
四
・
七
六
九
倍
と
な
り
、
昨
年

の
四
・
七
三
七
倍
か
ら
広
が
っ
た
。
｜

票
の
格
差
が
一
段
と
拡
大
し
た
こ
と

で
、
選
挙
制
度
の
見
直
し
議
論
に
拍
車

が
か
か
り
そ
う
だ
・

一
九
九
九
年
の
自
然
増
加
数
（
出
生

者
の
数
か
ら
死
亡
者
の
数
を
差
し
引
い

た
数
）
は
、
過
去
最
低
の
二
十
二
万
三

千
八
百
六
十
七
人
。
出
生
者
数
が
百
十

八
万
七
千
三
百
五
十
七
人
と
、
過
去
二

番
目
の
低
い
水
準
に
落
ち
込
ん
だ
の
が

響
い
た
。

年
代
別
で
は
、
十
五
歳
未
満
の
年
少

人
口
は
一
千
八
百
五
十
五
万
三
千
二
百

七
十
五
人
と
、
前
年
三
月
末
に
比
べ
て

一
・
四
九
％
減
少
。
労
働
力
の
主
な
担

い
手
と
な
る
十
五
歳
か
ら
六
十
五
歳
未

満
の
生
産
年
齢
人
口
も
八
千
五
百
九
十

九
万
五
千
二
百
三
十
人
と
同
○
・
二
六

％
減
っ
た
。
一
方
、
六
十
五
歳
以
上
の

老
年
人
口
は
二
千
百
五
十
二
万
二
千
七

百
八
十
三
人
と
同
一
一
一
。
四
四
％
増
加

し
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い

る
こ
と
を
改
め
て
浮
き
彫
り
に
し
た
。

調
査
開
始
以
来
減
り
続
け
て
い
る
一

世
帯
当
た
り
の
平
均
人
数
は
、
二
・
六

六
人
と
過
去
最
低
を
更
新
し
、
核
家
族

化
の
一
段
の
進
行
を
裏
付
け
た
。

衆
院
小
選
挙
区
で
人
口
格
差
が
最
も

大
き
か
っ
た
の
は
、
神
奈
川
７
区
（
横

浜
市
港
北
区
な
ど
、
五
十
九
万
二
千
九

百
三
十
七
人
）
と
島
根
３
区
（
浜
田
市

な
ど
）
、
二
十
三
万
八
千
四
百
四
十
八

人
）
。
参
院
選
挙
区
の
議
員
一
人
当
た

り
の
人
口
格
差
は
、
定
数
四
の
千
葉
県

と
定
数
こ
の
鳥
取
県
の
差
が
最
大
。

（
日
本
経
済
新
聞
二
○
○
○
・
八
・
四
）

人ロ増加率

５
０
５
０
５
０

２
２
Ⅲ
Ⅲ
０
％

73年８０８５９０９５２０００
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こゆ－ずS､お－らむ

都道府県の人口
（2000年３月３１日時点、▲と減少）
都道 人ロ(人）増減率府県名（96）
北海道５，６８２８２７▲０．１６
青森1.499,725▲０．３１
岩手1,425,135▲０．２０
宮城2,343,852０．１６
秋田⑪1,2031471▲０．４７
山形④1,244,955▲０．３４
福島2,136,344▲０．１１
茨城2,993,872０．１１
栃木2,000,497０－１２
群‘薦２０１７，７６８０．２０
埼玉6,870,003０．４７
千葉⑤５，８９３，１６６０．５１
束京④11743.189０．５４
神奈川③8,370,292０．５５
新潟2,482,386▲0．２２

大
阪
市
へ
の
人
口
移
動
が
加
速
し
て

い
る
。
自
治
省
の
住
民
基
本
台
帳
人
口

調
査
（
今
年
三
月
末
時
点
）
で
は
、
地

方
圏
が
一
九
八
二
年
の
調
査
開
始
以
来

初
め
て
前
年
割
れ
と
な
っ
た
の
に
対

し
、
三
大
都
市
圏
は
い
ず
れ
も
人
口
を

増
や
し
た
。
な
か
で
も
東
京
圏
（
埼

玉
、
千
葉
、
東
京
、
神
奈
川
の
四
都

県
）
は
全
国
の
増
加
人
口
二
十
一
万
人

の
う
ち
十
七
万
人
を
占
め
て
い
る
。
地

価
下
落
で
住
宅
の
都
心
回
帰
が
進
ん
だ

囮
東
京
へ
人
口
集
中
、
加
速

社
会
増
四
万
七
○
○
○
人

た
め
で
、
東
京
へ
の
人
口
一
極
集
中
が

鮮
明
と
な
っ
た
。

東
京
圏
の
人
口
増
加
率
は
前
年
比
○

・
五
一
一
％
・
名
古
屋
圏
も
三
万
三
千

人
、
関
西
圏
も
二
万
六
千
人
増
え
た

が
、
増
加
率
は
そ
れ
ぞ
れ
○
・
三
一

％
、
○
・
一
五
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
地

方
圏
は
一
万
九
千
人
（
○
・
○
三
％
）

減
と
な
っ
た
。

東
京
圏
の
な
か
で
は
東
京
都
へ
の
集

中
ぶ
り
が
目
立
つ
。
人
口
増
加
数
は
約

富山 1１１２６．０１９ ▲0.07

石川1,175,661０．０１
山梨885,422０．１８
長野2,202,317０．０８
岐阜2,109,147０．０３
静岡2,759,490０．１３
愛知6,906,979０．４５
三童１．８５７，３７６ｑＯ８
滋賀②1,3251618０．７１
京都2,563,355０．０６
大坂8,626,766００３
兵庫5,521,426０．３７
奈良Ｌ449,146０．１１
和歌山Ｌ091,260▲０．２６
.鳥取617,825▲ｑｌ７
島根763,699▲０．３０
岡山1,957,664▲０．０４
広鴫2,874,315▲0.07
山□②１．５３４，４３５△０３８
徳島833.408▲０．２８
香ノ1１１，０３４５５４▲０．１０
愛媛③1,511,855▲Ｏ３５
高知819.252▲０２４
福岡4,967,686０．２５
佐賀883,511▲0.05
長崎⑤１，５３２．２３５▲０．３３
熊本1,869,819▲ｑＯ３
大分1,236,408▲０．１７
宮崎1,187,031▲０．１１
鹿児島1,787,121▲０．１９
沖縄①1,324,834０．８４
合計126,071,305０．１７
(注)丸数字は増加率上位５位｡白抜き
数字は減少率上位５位まで

六
万
三
千
人
と
な
り
都
道
府
県
別
で

ト
ッ
プ
。
と
り
わ
け
転
入
か
ら
転
出
を

差
し
引
い
た
社
会
増
は
四
万
七
千
人
に

達
し
た
。
部
外
へ
の
転
出
増
加
に
歯
止

め
が
か
か
っ
た
た
め
で
、
二
位
の
神
奈

川
二
万
四
千
人
）
を
引
き
離
し
た
。

人
口
の
都
心
回
帰
を
受
け
、
都
内
の

新
規
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
供
給
戸
数
は

九
九
年
に
四
万
三
百
五
十
五
戸
と
過
去

最
高
を
記
録
し
た
。
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
の
西
岡
八
郎
人
口
構

造
研
究
部
長
は
「
都
心
部
は
居
住
空
間

と
し
て
も
見
直
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
傾
．

向
は
さ
ら
に
強
ま
る
」
と
み
る
。

逆
に
地
方
は
低
落
傾
向
か
ら
抜
け
出

せ
な
い
。
人
口
減
少
自
治
体
は
二
十
四

二
○
○
五
年
ま
で
に
内
閣
、
国
会
、

地
方
自
治
体
に
占
め
る
女
性
の
割
合
を

半
分
ま
で
増
や
そ
う
と
い
う
詞
対
卯

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
団
体
ご
と
の
署
名

活
動
が
日
本
で
も
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

る
。
国
連
登
録
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
団

体
）
で
あ
る
Ｗ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
女
性
環
境
開

発
機
構
）
が
世
界
的
に
実
施
し
て
い
る

と
三
十
年
ぶ
り
に
都
道
府
県
の
過
半
数

を
占
め
た
。
中
国
、
四
国
は
人
口
増
加

県
が
ゼ
ロ
。
「
企
業
の
地
方
支
店
の
閉

鎖
や
公
共
事
業
の
一
段
落
な
ど
が
影
響

し
た
」
（
経
済
企
画
庁
）
と
い
う
。
例

外
は
沖
縄
県
で
人
口
増
加
率
は
全
国

ト
ッ
プ
の
○
・
八
四
％
。
出
生
率
が
高

い
と
い
う
地
域
特
性
に
加
え
社
会
増
も

目
立
っ
た
。
七
月
の
主
要
国
首
脳
会
議

に
向
け
た
施
設
整
備
な
ど
で
転
入
が
増

え
た
。

（
日
本
経
済
新
聞
二
○
○
○
・
八
・
四
）

函

内閣や国会議員

男女比均等に

ＮＧＯが署名求める

皿



も
の
で
、
事
務
局
は
国
内
で
の
署
名
締

め
切
り
の
今
月
即
日
を
前
に
「
で
き
る

だ
け
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
て
い
る
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
「
女
性
の

政
治
参
画
」
が
重
要
課
題
の
一
つ
と
さ

れ
た
６
月
の
国
連
特
別
総
会
「
女
性
２

０
０
０
年
会
議
」
会
期
中
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
が
開
始
し
た
も
の
。
「
人
口
の
半
分

は
女
性
。
国
や
地
方
自
治
体
の
政
策
決

定
の
場
に
女
性
が
半
数
参
画
す
る
こ
と

が
、
男
女
平
等
社
会
の
実
現
に
つ
な
が

る
」
と
い
う
趣
旨
だ
。

Ｗ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
は
国
と
地
方
双
方
の
行
政

府
と
議
会
に
占
め
る
女
性
の
割
合
の
目

標
を
「
２
０
０
３
年
ま
で
に
釦
％
、
２

０
０
５
年
ま
で
に
別
％
」
と
具
体
的
数

値
で
示
し
、
世
界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
電
子

メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
ス
な
ど
で
署
名
を
収

集
中
。
９
月
の
国
連
ミ
レ
ニ
ァ
ム
総
会

で
事
務
総
長
に
提
出
す
る
予
定
。
各
国

の
政
府
や
議
会
、
政
党
に
向
け
、
構
成

員
の
一
定
割
合
以
上
を
女
性
に
充
て
る

ク
ォ
ー
ク
（
割
り
当
て
）
制
導
入
な

ど
、
積
極
的
な
女
性
登
用
を
働
き
か
け

る
方
針
だ
。

世
界
１
７
６
カ
国
の
下
院
相
当
議
会

（
日
本
で
は
衆
議
院
）
の
女
性
議
員
割
合

を
比
べ
た
列
国
議
会
同
盟
（
本
部
。

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）
の
調
査
に
よ
る
と
、
１

位
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
姐
・
７
％
）
を

は
じ
め
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
９
日
Ⅱ
大
内
佐
紀
】
世

界
食
糧
計
画
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
は
八
日
、
異

常
気
象
を
含
む
原
因
で
今
年
、
世
界
各

地
に
干
ば
つ
が
広
が
り
、
一
億
人
を
超

え
る
人
々
が
飢
餓
な
ど
に
苦
し
ん
で
い

る
と
す
る
報
告
書
を
公
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
干
ば
つ
の
影
響
が

最
も
深
刻
な
の
は
、
①
イ
ン
ド
約
四
千

岡

干ばつ被害深刻

1億ＭM餓線上

)

世界食糧計画報告書
#

ド
な
ど
９
か
国
で
女
性
比
率
は
釦
％
を

超
え
る
。
こ
れ
に
対
し
日
本
の
衆
議
院

は
７
．
３
％
で
即
位
だ
。

国
内
で
の
署
名
の
締
め
切
り
は
、
今

月
別
日
。
問
い
合
わ
せ
は
国
内
事
務
局

を
務
め
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
女
性
連
帯
基
金
」

（
東
京
、
中
西
珠
子
代
表
）
（
旧
・
５
８

０
５
．
０
０
３
１
）
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
亘
一
ロ
ヘ
ヘ
ミ
ミ
ョ
Ｂ
・
ｍ
Ｃ
１
ｐ
の
一
・
口
の
．
ご
｝

ｌ
ョ
、
く
）
で
も
紹
介
し
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
二
○
○
○
・
八
・
七
）

六
百
万
人
②
中
国
約
二
千
八
百
万
人
③

ケ
ニ
ア
約
千
八
百
万
人
④
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
約
千
二
百
万
人
⑤
エ
チ
オ
ピ
ア
約

千
百
万
人
ｌ
の
五
か
国
．
中
国
や
イ

ン
ド
な
ど
は
、
政
府
が
被
害
者
の
救
援

に
乗
り
出
し
て
い
る
が
、
エ
チ
オ
ピ

ア
、
ケ
ニ
ア
な
ど
は
Ｗ
Ｆ
Ｐ
に
支
援
を

求
め
て
き
て
お
り
、
そ
の
対
象
者
は
千

六
百
万
人
に
上
る
と
い
う
。
九
六
年
に

は
、
Ｗ
Ｆ
Ｐ
の
支
援
対
象
者
は
三
百
万

人
だ
っ
た
。

（
読
売
新
聞
二
○
○
○
・
八
・
十
）

【
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
支
局
Ⅳ
日
】
欧
州
委

員
会
が
発
表
し
た
欧
州
各
国
の
二
○
○

○
年
一
月
一
日
現
在
の
人
口
統
計
に
よ

る
と
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
十
五
カ
国

で
は
昨
年
、
人
口
増
の
七
二
％
が
移
民

流
入
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
な
ど
五
カ
国
は
移
民
抜
き
で

は
人
口
減
に
。
少
子
・
高
齢
化
の
中
で

外
国
人
労
働
力
へ
の
依
存
が
強
ま
っ
て

い
る
。

Ｅ
Ｕ
の
人
ロ
は
三
億
七
千
五
百
九
十

七
万
人
で
、
前
年
よ
り
九
十
九
万
人

（
○
・
二
六
％
）
増
え
た
。
Ｅ
Ｕ
域
内
の

出
生
数
か
ら
死
亡
数
を
差
し
引
い
た
自

然
増
は
二
十
八
万
人
弱
で
、
残
る
七
十

一
万
人
は
Ｅ
Ｕ
域
外
か
ら
の
移
住
に
よ

る
増
加
。
移
住
者
に
よ
る
人
口
増
が
目

立
つ
の
は
、
ド
イ
ツ
の
二
十
万
人
、
英

国
の
十
六
万
人
、
イ
タ
リ
ア
の
十
万
人

な
ど
。（
朝
日
新
聞
一
一
○
○
○
・
八
・
十
八
）

面

墨品雰の
七割が移民

一地球･24時一
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すふお－らむこゆ

【
シ
ド
ニ
ー
即
日
Ⅱ
佐
野
慎
輔
】
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
府
統
計
局
は
二
十
日

ま
で
に
、
シ
ド
ニ
ー
の
人
口
が
今
後
五

十
年
間
で
六
百
万
人
に
近
づ
く
と
の
見

通
し
を
発
表
し
た
。
現
在
の
シ
ド
ニ
ー

の
人
口
は
約
三
百
七
十
万
人
。
ま
た
、

シ
ド
ニ
ー
を
抱
え
る
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス

ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
も
、
二
○
五
一
年
ま
で

高
齢
者
主
体
の
生
協
で
あ
る
高
齢
者

協
同
組
合
（
高
齢
協
）
が
、
介
護
保
険

関
連
サ
ー
ビ
ス
を
急
速
に
拡
大
中
だ
。

四
月
の
介
護
保
険
制
度
開
始
を
契
機
に

各
地
で
一
斉
に
参
入
、
訪
問
介
護
な
ど

の
拠
点
は
既
に
全
国
約
百
二
十
カ
所
に

達
し
た
。
介
護
ヘ
ル
パ
ー
養
成
な
ど
高

皿

高齢化

加速する豪

雇函
高
齢
者
の
生
協
、
介
護
事
業
好
調

ノ
ウ
ハ
ウ
生
か
し
来
春
２
０
０
拠
点
に

ﾍﾞﾋﾟｰﾌﾞｰﾏｰ世代
10年機､都市部も人口急増 向
う
Ｃ
Ｃ

Ｉ
；
ｉ
ｉ
ｉ
く
り
ｊ
ｉ
５
ｉ
ｉ
ｊ
ｉ
ｈ

に
九
百
万
人
に
達
す
る
と
し
た
。

統
計
局
は
ま
た
、
今
後
十
年
で
十
四

歳
以
下
の
若
年
層
の
比
率
が
現
在
の
二

一
％
か
ら
一
四
％
に
下
が
り
、
六
十
五

歳
以
上
の
人
口
が
倍
増
す
る
と
述
べ

た
。八
十
五
歳
以
上
は
現
在
、
二
十
四
万

一
千
人
だ
が
、
二
○
一
○
年
に
は
百
六

十
万
人
に
達
す
る
と
み
て
い
る
。

と
く
に
ベ
ピ
ー
ブ
ー
マ
ー
と
呼
ば
れ

る
世
代
が
、
六
十
五
歳
に
な
る
二
○
｜

一
年
以
降
、
人
口
が
著
し
く
増
加
し
、

海
外
移
民
の
増
加
と
加
え
て
、
人
口
増

の
要
因
と
な
る
と
の
見
通
し
を
示
し

た
。

（
産
経
新
聞
二
○
○
○
・
八
・
二
十
｜
）

齢
者
関
連
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん
で
き

た
実
績
を
生
か
し
て
、
利
用
者
を
獲
得

し
て
い
る
。
新
組
合
も
加
わ
り
、
介
護

拠
点
は
来
年
三
月
に
は
二
百
カ
所
に
広

が
る
見
通
し
。
｜
般
の
民
間
事
業
者
も

無
視
で
き
な
い
存
在
に
な
り
つ
つ
あ

高
齢
協
は
一
九
九
五
年
に
三
重
県
で

登
場
し
、
現
在
は
北
海
道
、
東
京
、
福

岡
な
ど
で
合
計
二
十
七
団
体
、
組
合
員

数
約
二
万
二
千
人
に
増
え
て
い
る
。

関
連
団
体
の
労
働
者
協
同
組
合
連
合

会
（
東
京
・
豊
島
）
に
よ
る
と
、
拠
点

数
は
四
月
に
比
べ
既
に
約
二
割
増
加
。

石
川
、
奈
良
な
ど
三
’
五
地
域
で
組
合

設
立
を
準
備
中
だ
。
介
護
保
険
関
連
事

業
収
入
（
売
上
高
）
は
六
月
が
一
億
三

千
万
円
で
、
四
月
に
比
べ
約
四
割
増
。

今
年
度
の
年
間
合
計
は
当
初
見
込
み
の

十
三
億
円
を
突
破
し
、
二
十
億
円
に
達

し
そ
う
な
勢
い
。
コ
ム
ス
ン
（
東
京
・

港
）
、
一
一
チ
イ
学
館
な
ど
の
大
手
を
除

く
と
中
小
事
業
者
の
多
い
業
界
で
は
、

中
堅
ク
ラ
ス
に
な
る
。

高
齢
協
は
、
六
十
歳
以
上
の
人
が
中

心
に
出
資
し
、
高
齢
者
の
た
め
の
様
々

な
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。
最
近
で

は
、
比
較
的
年
齢
の
低
い
ヘ
ル
パ
ー
も

出
資
す
る
な
ど
し
て
組
織
が
拡
大
。
介

護
保
険
導
入
前
か
ら
、
家
事
援
助
な
ど

も
手
掛
け
、
組
合
員
以
外
に
も
サ
ー
ビ

ス
を
広
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
実
績
で

地
域
の
高
齢
者
ら
に
親
近
感
を
持
た
れ

て
い
る
。
し
か
も
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
は
制
度
に
よ
っ
て
料
金
や
内
容
が
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、
同
保
険
の
対
象
外

【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
幻
日
Ⅱ
林
田
裕
章
】

急
速
な
少
子
・
高
齢
化
へ
の
対
策
と
し

て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
が
、
二
人
目
の

子
供
を
産
め
ば
年
間
最
高
千
五
百
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
・
が
ニ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・

が
は
約
六
十
四
円
）
、
三
人
目
に
は
同

三
千
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
。
が
を
、
報
奨
金

と
し
て
親
に
支
給
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
政
府
の
強
い
危
機
感
を
物
語
っ
て

い
る
が
、
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
志
向
が
強

ま
る
中
、
ど
こ
ま
で
奏
功
す
る
か
－
．

二
十
一
日
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
各
紙
に
よ

る
と
、
ゴ
ー
・
チ
ョ
ク
ト
ン
首
相
が
発

表
し
た
出
産
奨
励
金
は
、
来
年
四
月
か

ら
実
施
さ
れ
る
。
第
二
子
に
つ
い
て
は

の
食
事
の
宅
配
な
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
補
完
し
便
利
さ
を
打
ち
出
す
動
き
も

あ
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

二
○
○
○
・
八
・
二
十
一
）

■■訂
2子以降には

報奨金

第

シンガ・ポール

少子化で

鏑



満
六
歳
に
な
る
ま
で
毎
年
、
無
条
件
で

五
百
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
．
が
を
支
給
、
加

え
て
両
親
が
子
供
の
養
育
費
と
し
て
銀

行
に
預
け
た
金
額
に
等
し
い
額
を
上
限

千
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
が
ま
で
支
給
す

函
●■■●■

1薑ｌｉｉｉｉｉｌｉｉｉｉｉｉｉｉ:::::i:::鵲墨

途
上
国
の
５
歳
未
満
の

子
ど
も
た
ち
の
栄
養
不
足

東･東南アジア

南アジア

ラテンアメリカ・

カリブ海
近東・
北アフリカ
サハラ以南
アフリカ

００

鰯身長不足
I■I体重不足
囮衰弱

…＃ｉ
ｌｌ

貧
困
、
飢
餓
を
な
く
そ
う

枢
億
人
は
１
曰
１
ド
ル
以
下
で
生
活

．Ｉ

ＯＩＯ 2０３０４０ｓｏ

子どもの比率（％）

国
連
人
口
基
金
に
よ
る
と
、
今
世
紀

初
め
、
世
界
の
人
口
は
約
十
五
億
人
で

し
た
。
そ
れ
が
一
九
六
○
年
に
三
十
億

人
に
な
り
、
昨
年
、
六
十
億
人
に
達
し

ま
し
た
。
世
界
人
口
は
百
年
間
で
四
倍

に
増
え
た
の
で
す
。
「
人
口
大
国
一

は
、
中
国
（
十
二
億
七
千
万
人
）
、
イ

ン
ド
（
十
億
人
）
、
ア
メ
リ
カ
（
二
億

七
千
万
人
）
な
ど
の
順
で
す
が
、
四
十

八
億
人
が
開
発
途
上
国
に
住
み
、
人
口

増
加
率
が
高
い
の
は
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
以

南
の
ア
フ
リ
カ
と
南
・
西
ア
ジ
ア
な
ど

の
国
々
で
す
。

世
界
人
口
は
二
○
五
○
年
に
七
十
三

億
’
百
七
億
人
に
増
え
る
、
と
同
基
金

は
推
計
し
て
い
ま
す
が
、
最
も
可
能
性

が
あ
る
数
字
は
八
十
九
億
人
で
す
。

こ
の
六
十
億
人
の
人
々
が
毎
日
、
十

る
。
第
三
子
に
は
額
が
倍
増
さ
れ
る
。

同
国
の
一
九
九
○
年
の
出
生
率
は
一
・

九
二
だ
っ
た
が
、
昨
年
は
一
・
四
八
に

低
下
し
た
。

（
読
売
新
聞
一
一
○
○
○
・
八
・
二
十
一
一
）

分
な
食
事
を
取
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
。
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ

Ａ
Ｏ
）
に
よ
る
と
、
十
二
億
人
は
一
日

一
㎡
（
約
百
十
円
）
以
下
で
生
活
し
、

生
き
て
い
く
う
え
で
最
低
必
要
な
栄
養

が
常
に
不
足
し
て
い
る
人
（
栄
養
不
足

人
口
）
が
約
八
億
人
、
う
ち
二
億
人
以

上
が
五
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。

総
人
口
に
栄
養
不
足
人
口
の
占
め
る
割

合
が
妬
％
以
上
の
国
も
ソ
マ
リ
ア
（
羽

％
）
、
エ
リ
ト
リ
ア
（
、
％
）
、
ブ
ル
ン

ジ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
（
開
％
）
な
ど
二

十
五
か
国
に
上
り
ま
す
。
ソ
マ
リ
ア
、

エ
チ
オ
ピ
ア
な
ど
三
十
六
か
国
で
は
食

糧
が
極
度
に
不
足
し
、
た
え
ず
外
国
か

ら
援
助
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
打
破
し
よ
う
と
九

六
年
、
ロ
ー
マ
で
開
か
れ
た
世
界
食
糧

サ
ミ
ッ
ト
で
、
集
ま
っ
た
百
八
十
六
カ

国
の
首
脳
た
ち
は
、
協
力
し
て
二
○
一

五
年
ま
で
に
、
栄
養
不
足
人
口
を
半
分

に
減
ら
す
と
宣
言
し
ま
し
た
。
農
業
生

産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
品
種
改
良
や

か
ん
が
い
水
路
の
整
備
、
食
糧
が
全
国

民
に
行
き
渡
る
た
め
の
政
策
の
展
開
な

ど
に
よ
っ
て
で
す
が
、
こ
れ
以
上
の
農

農
業
生
産
向
上
な
ど

国
際
的
規
模
で
展
開

即
兜
⑪「~~－－栄養不足人口が総人口の20%以上の国

i,剛iliill,ilMili,i,1,,,,,1,,,,lllIIlllllllI||｜
テ国ソ国当ル餅閨ラク

騨篝辮罫瀞鱗瀞壌轤騨
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すふお－らむこゆ

地
の
拡
大
は
難
し
い
う
え
、
紛
争
に
よ

る
農
地
の
荒
廃
、
自
然
災
害
、
砂
漠

化
、
水
不
足
な
ど
食
糧
増
産
を
阻
む
要

因
も
多
く
あ
り
ま
す
。

途
上
国
へ
の
わ
が
国
の
政
府
開
発
援

助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
は
世
界
一
に
な
り
ま
し

た
。
中
で
も
若
者
た
ち
が
、
自
分
の

持
っ
て
い
る
技
術
で
、
途
上
国
の
国
づ

く
り
・
人
づ
く
り
を
支
援
す
る
青
年
海

外
協
力
隊
事
業
は
、
七
月
に
派
遣
さ
れ

た
隊
員
で
、
’
九
六
五
年
の
発
足
以

来
、
累
計
が
二
万
人
（
六
十
九
カ
国
）

を
突
破
し
ま
し
た
。
う
ち
羽
％
が
農
林

・
水
産
業
の
職
種
で
す
。
途
上
国
の
人

口
を
抑
制
し
、
貧
困
を
な
く
す
た
め
に

は
、
単
に
食
糧
増
産
だ
け
で
な
く
、
教

育
水
準
の
引
き
上
げ
、
保
健
衛
生
の
向

上
、
女
性
の
地
位
向
上
な
ど
も
大
事
な

テ
ー
マ
で
、
最
近
の
派
遣
隊
員
で
は
こ

う
し
た
分
野
の
人
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
は
飢
餓
を
な
く
す
た

め
に
九
七
年
か
ら
世
界
中
で
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
、
集
ま
っ
た
約
六
億
円

で
、
途
上
国
で
食
糧
増
産
な
ど
五
百
を

超
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、
途
上
国
の
人
づ
く
り
に
貢

献
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間
活
動
団
体
）
も

多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
ア
ジ

ア
、
ア
フ
リ
カ
の
農
村
の
指
導
者
が
養

成
し
て
い
る
ア
ジ
ア
学
院
（
栃
木
県
）

で
す
。
途
上
国
に
と
っ
て
効
果
的
な
農

業
技
術
や
リ
ー
ダ
ー
論
な
ど
を
一
年
間

学
ん
で
帰
国
し
た
研
修
生
は
、
七
三
年

の
設
立
以
来
八
百
人
を
超
し
ま
し
た
。

貧
困
、
飢
餓
問
題
に
は
い
ろ
い
ろ
な

難
し
い
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

解
決
に
取
り
組
む
わ
が
国
の
政
府
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
に
よ
る
国
際
協
力
は
多
く
の
途
上

国
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
に
は
ど
ん
な

こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
大
切

な
こ
と
は
こ
う
し
た
「
事
実
を
知
る
こ

と
」
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
日
本

の
食
糧
自
給
率
は
加
％
と
先
進
国
中
最

低
で
、
帥
％
は
海
外
に
依
存
し
て
い
ま

す
。
日
本
人
の
食
べ
残
し
、
食
料
の
廃

棄
も
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

食
卓
か
ら
、
途
上
国
の
人
々
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

（
読
売
新
聞
二
○
○
○
・
八
・
二
十
四
）

飢
鐘
で
膨
大
な
餓
死
者
が
出
れ
ば
、

当
然
人
口
が
減
る
。
た
と
え
ば
、
天
明

の
飢
鐘
の
と
き
、
八
戸
藩
は
３
万
人
の

餓
死
者
が
出
て
、
人
口
が
ほ
と
ん
ど
半

15000

万
人

５０００

Ｌ
士
酊 囮

江
戸
前
半
、
近
代
に
急
増

こ
の
一
○
○
○
年
の
人
ロ
推
移

4000

3000

【
】

2000

1000

0 分
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
１
０
０
０
年
、
日

本
の
人
口
は
ど
ん
な
ふ
う
に
変
化
し
て

き
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
機
会
に
「
こ

の
１
０
０
０
年
の
人
口
」
を

900 1150 1995年160017211804

一
ろ
う
か
。
こ
の
機
会
に
「
こ

の
１
０
０
０
年
の
人
口
」
を

テ
ー
マ
と
し
よ
う
。

と
い
っ
て
も
、
国
勢
調
査

の
よ
う
な
正
確
な
デ
ー
タ
が

あ
る
の
は
明
治
以
降
で
あ

る
。
後
は
歴
史
人
口
学
と
い

う
あ
ま
り
耳
慣
れ
な
い
研
究

の
成
果
を
紹
介
す
る
こ
と
に

な
る
。

ま
ず
は
、
１
０
０
０
年
よ

り
ず
っ
と
前
で
あ
る
が
、

せ
っ
か
く
だ
か
ら
、
縄
文
時

代
の
日
本
の
人
口
に
つ
い

て
。
せ
っ
か
く
だ
か
ら
、
と

い
う
の
は
、
こ
の
時
期
に
つ

い
て
は
よ
く
知
ら
れ
た
「
小

山
推
計
」
が
あ
る
か
ら
だ
。

考
古
学
者
の
小
山
修
三
さ
ん

が
全
国
の
遺
跡
の
数
を
基
本

に
統
計
的
な
処
理
を
行
っ
て

5５



出
し
た
人
口
推
計
で
あ
る
（
「
縄
文
時

代
Ｉ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
考
古
学
に
よ
る
復

元
」
中
公
新
書
）
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
縄
文
早
期
（
紀
元

前
８
１
０
０
年
前
）
の
日
本
の
人
口

（
沖
縄
を
除
く
、
以
下
同
じ
）
は
２
万

人
。
地
域
的
に
は
東
北
地
方
が
２
０
０

０
人
で
他
を
圧
し
て
い
る
。
縄
文
中
期

（
紀
元
前
４
３
０
０
年
前
）
に
よ
う
や

く
妬
万
人
。
東
北
は
４
万
６
０
０
０
人

ほ
ど
だ
か
ら
、
ま
だ
優
位
に
あ
る
。

こ
の
「
小
山
推
計
」
は
な
に
し
る
大

昔
の
時
代
に
つ
い
て
の
推
定
だ
か
ら
、

ま
あ
日
本
列
島
は
全
体
と
し
て
見
れ

ば
、
ま
っ
た
く
「
過
疎
地
」
だ
っ
た
の

だ
と
思
っ
て
お
け
ば
い
い
だ
ろ
う
。
西

暦
９
０
０
年
以
降
、
現
在
ま
で
の
日
本

の
人
口
（
１
８
７
３
年
以
前
は
推
計
）

を
グ
ラ
フ
に
し
た
の
が
、
下
の
図
で
あ

る
（
鬼
頭
宏
「
人
口
か
ら
読
む
日
本
の

歴
史
」
〈
講
談
社
学
術
文
庫
〉
所
収
の

デ
ー
タ
を
基
に
作
成
し
た
。
な
お
、
１

６
０
０
年
以
前
は
北
海
道
と
沖
縄
が
、

１
８
７
３
年
以
前
は
沖
縄
が
、
そ
れ
ぞ

れ
含
ま
れ
て
い
な
い
）
。

ち
ょ
う
ど
西
暦
１
０
０
０
年
の
デ
ー

タ
は
な
い
が
、
１
０
０
０
年
段
階
を
約

６
５
０
万
人
と
し
て
お
こ
う
。
現
在
は

約
１
億
２
０
０
０
万
人
だ
か
ら
、
こ
の

１
０
０
０
年
間
に
日
本
の
人
口
は
出
倍

以
上
に
増
え
た
こ
と
に
な
る
。
江
戸
時

代
前
半
に
急
速
に
増
え
た
後
に
停
滞
が

続
き
、
近
代
以
降
再
び
急
増
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
歴
史
人
口
学
で
は
、
ど

の
よ
う
な
手
法
で
こ
う
し
た
数
字
を
は

じ
き
だ
す
の
だ
ろ
う
か
。し
ゆ
う
も
ん
あ
ら
た
め
ち
よ
う

江
戸
時
代
に
関
し
て
は
一
赤
門
改
帳
が

大
き
な
手
が
か
り
に
な
る
。
江
戸
時
代

に
は
各
藩
が
領
民
を
掌
握
す
る
た
め
に

じ
ん
ち
く
あ
ら
た
め

「
人
畜
改
」
「
人
別
改
」
な
ど
の
名
称

の
戸
口
調
査
を
盛
ん
に
行
っ
た
。
一

方
、
キ
リ
ス
ト
教
を
取
り
締
ま
る
た
め

に
行
わ
れ
た
の
が
「
宗
門
改
」
で
あ

る
。
Ⅳ
世
紀
後
半
に
は
こ
の
２
種
類
の

調
査
が
毎
年
同
時
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

宗
門
改
帳
に
は
世
帯
ご
と
に
世
帯
員

の
名
前
、
戸
主
と
の
続
き
柄
、
性
別
、

年
齢
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
長
期
に
わ

か
っ
て
こ
の
宗
門
改
帳
が
残
っ
て
い
る

地
域
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
正
確

さ
と
網
羅
性
に
お
い
て
世
界
的
に
も
類

の
な
い
歴
史
人
口
学
研
究
の
史
料
で
あ

る
。
地
域
的
な
人
口
変
化
の
パ
タ
ー
ン

を
宗
門
改
帳
に
よ
っ
て
と
ら
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
同
時
期
の
全
国
的
動
向
を

推
定
で
き
る
わ
け
だ
。

寺
院
の
過
去
帳
も
重
要
な
史
料
で
あ

る
。
こ
れ
は
宗
門
改
帳
と
ち
が
っ
て
死

亡
者
の
日
時
、
死
因
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
多
く
の
デ
ー
タ
を
収
集

し
、
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
の

生
・
老
・
病
・
死
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
状
況
が
明
ら
か
に
な
る
。

た
と
え
ば
、
江
戸
時
代
、
季
節
的
に

は
い
つ
死
ぬ
人
が
多
か
っ
た
の
だ
ろ
う

ご
え
こ
・
つ

か
。
鬼
頭
さ
ん
が
、
江
戸
・
本
所
回
向

い
ん

院
の
過
去
帳
を
基
に
、
１
８
１
５
（
文

化
皿
）
年
か
ら
１
８
７
６
（
明
治
９
）

年
ま
で
の
死
亡
例
を
分
析
し
て
い
る

（
前
掲
書
）
。
死
亡
が
多
い
の
は
８
月
を

ピ
ー
ク
に
し
た
夏
。
５
月
を
中
心
に
し

た
春
か
ら
初
夏
は
死
亡
数
が
少
な
い

（
月
は
新
暦
）
。

現
代
の
同
種
の
デ
ー
タ
は
夏
よ
り
も

冬
が
お
お
い
そ
う
だ
が
、
明
治
後
期
は

夏
季
集
中
型
だ
っ
た
と
い
う
。
お
そ
ら

く
赤
痢
な
ど
伝
染
病
で
死
ぬ
人
た
ち
が

夏
の
死
亡
例
を
増
や
し
た
の
だ
ろ
う
。

現
代
は
、
が
ん
が
死
因
と
し
て
は
一
番

多
い
わ
け
だ
が
、
心
臓
病
や
脳
血
管
障

害
が
死
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
は
冬
の
寒

さ
と
関
係
が
あ
ろ
う
。＊

国
立
社
〈
云
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
中
位
推
計
に
よ
る
と
、
日
本
の
人
口

は
２
０
０
７
年
の
１
億
２
７
７
８
万
人

を
ピ
ー
ク
に
減
り
始
め
る
。
こ
の
１
０

０
０
年
、
６
５
０
万
人
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
基
本
的
に
は
右
肩
上
が
り
を
続
け

て
き
た
日
本
列
島
の
人
口
は
つ
い
に
上

昇
時
代
を
終
え
る
。
少
子
高
齢
化
な
ど

未
経
験
の
問
題
が
山
積
み
し
た
人
口
減

少
の
時
代
が
始
ま
る
。

（
於
）

（
毎
日
新
聞
二
○
○
○
・
九
・
四
）

【
ワ
シ
ン
ト
ン
４
日
Ⅱ
Ａ
Ｆ
Ｐ
時
事
】

四
日
付
の
米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ

ム
ズ
に
よ
る
と
、
米
国
内
の
労
働
力
人

口
に
占
め
る
外
国
人
の
割
合
が
昨
年
一

二
％
に
達
し
、
過
去
七
十
年
間
で
最
高

の
数
字
を
記
録
し
た
。

同
紙
が
引
用
し
た
政
府
の
最
新
統
計

に
よ
る
と
、
米
国
内
の
外
国
人
就
労
者

数
は
三
年
前
に
比
べ
て
一
七
％
増
の
千

五
百
七
十
万
人
で
、
う
ち
約
五
百
万
人

は
不
法
移
民
。
外
国
人
労
働
者
の
流
入

は
、
成
長
産
業
に
豊
富
な
労
働
力
を
提

囲

米国内の獺力人口

外国人最高の12％

米紙報道

賃金抑制に寄与

5６
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【
バ
ン
コ
ク
４
日
Ⅱ
山
田
厚
史
】
「
日

本
の
食
糧
援
助
は
、
輸
出
市
場
を
圧
迫

し
て
い
る
」
。
タ
イ
の
ス
パ
チ
ャ
イ
商

業
相
は
途
上
国
支
援
と
し
て
日
本
が

行
っ
て
い
る
コ
メ
の
無
償
援
助
に
抗
議

す
る
書
簡
を
こ
の
ほ
ど
送
っ
た
。

日
本
政
府
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
や
タ

ン
ザ
ニ
ア
な
ど
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
な

ど
食
糧
不
足
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
地

域
二
十
七
カ
所
に
、
今
年
十
八
万
少
を

供
す
る
一
方
、
最
低
賃
金
を
低
く
抑
え

る
結
果
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

外
国
人
労
働
者
は
、
低
賃
金
の
単
純

労
働
ば
か
り
で
な
く
、
ハ
イ
テ
ク
産
業

が
集
中
す
る
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
も
お

う
盛
な
需
要
が
あ
り
、
ク
リ
ン
ト
ン
政

権
が
技
能
労
働
者
向
け
の
特
定
就
労
ビ

ザ
（
査
証
）
の
発
給
件
数
増
加
を
提
唱

し
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞
二
○
○
○
・
九
・
五
）

四

コメ援助中止

日本に求める

■タイ｢輸出の妨げ」

送
る
計
画
で
、
関
係
国
と
調
整
中
だ
。

日
本
に
と
っ
て
は
少
額
の
人
道
支
援

に
過
ぎ
な
い
事
業
だ
が
、
タ
イ
に
と
っ

て
は
市
場
を
奪
わ
れ
る
心
配
が
あ
る
。

「
援
助
に
反
対
は
し
な
い
が
タ
イ
の

コ
メ
を
買
い
上
げ
て
配
っ
て
ほ
し
い
」

（
商
業
省
）

一
九
九
六
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
援

助
は
日
本
の
過
剰
米
対
策
の
一
環
だ
っ

た
。
タ
イ
の
コ
メ
を
配
る
の
で
は
日
本

国
内
が
お
さ
ま
ら
な
い
。

一
方
、
コ
メ
の
過
剰
は
タ
イ
で
も
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
近
年
の
豊
作
で
コ

メ
の
市
場
価
格
が
下
落
し
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
二
○
○
○
・
九
・
五
）

総
務
庁
が
発
表
し
た
「
敬
老
の
日
」

の
十
五
日
現
在
の
高
齢
者
推
計
人
口
に

よ
る
と
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
は

二
千
百
九
十
万
人
で
昨
年
よ
り
七
十
四

万
人
増
加
し
、
過
去
最
高
と
な
っ
た
。

囮
「
閲
歳
以
上
」
最
高
の
一
一
一
九
万
人

敬
老
の
日
に
総
務
庁
が
推
計

総人ロに占める高齢者
(65歳以上)の割合

総
人
口
に
占
め
る
割
合
も
○
・
六
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
、
一
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト

と
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。
国
民
の
五

・
八
人
に
一
人
が
高
齢
者
の
計
算
で
、

少
子
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
る
こ

と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

六
十
五
歳
以
上
の
人
口
を
男
女
別
で

見
る
と
、
女
性
が
千
二
百
七
十
七
万
人

で
、
男
性
の
九
百
十
三
万
人
の
一
・
四

倍
。
高
齢
者
の
う
ち
の
女
性
の
割
合
は

六
十
五
歳
以
上
で
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
、

加
歳
以
上

七
十
五
歳
以
上
で
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
、

八
十
五
歳
以
上
で
七
一
パ
ー
セ
ン
ト

と
、
高
齢
に
な
る
に
従
っ
て
増
え
て
い

る
。六
十
五
歳
以
上
の
労
働
力
人
口
（
就

業
者
と
求
職
中
の
完
全
失
業
者
の
合

計
）
は
四
百
九
十
三
万
人
で
、
男
性
の

三
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
女
性
の
一
五
パ
ー

セ
ン
ト
が
仕
事
に
就
い
て
い
る
か
、
仕

事
に
就
く
意
欲
を
持
っ
て
い
る
。
特
に

六
十
五
’
六
十
九
歳
の
男
性
で
は
こ
の

比
率
は
五
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い

る
。諸
外
国
と
の
比
較
で
は
総
人
口
に
占

め
る
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合

で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
イ
タ
リ
ア
に
次

ぐ
水
準
に
な
っ
て
い
る
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
に
よ
る
と
、

六
十
五
歳
以
上
の
人
口
は

今
後
も
増
加
傾
向
を
続

け
、
二
○
二
五
年
に
は
一
一
一

千
三
百
十
二
万
人
と
今
年

の
一
・
五
倍
と
な
る
見
込

み
。（
日
本
経
済
新
聞

二
○
○
○
・

九
・
十
五
）

５７



【
ワ
シ
ン
ト
ン
旭
日
Ⅱ
天
野
真
志
】
世

界
人
口
の
約
２
割
を
占
め
る
皿
億
人
が

１
日
当
た
り
平
均
１
㎡
以
下
の
生
活
費

で
暮
ら
す
「
貧
困
層
」
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
、
世
界
銀
行
が
ｎ
日
に
発
表
し

た
「
２
０
０
０
年
版
・
世
界
開
発
年
次

報
告
書
」
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
世
銀

が
世
界
の
貧
困
層
の
実
態
調
査
を
ま
と

め
た
の
は
、
１
９
９
０
年
版
の
報
告
書

以
来
だ
。

報
告
書
に
よ
る
と
、
貧
困
層
の
人
口

は
、
世
銀
の
前
回
調
査
（
加
年
版
）
に

比
べ
て
約
１
６
０
０
万
人
増
え
て
ｎ
億

９
８
０
０
万
人
に
上
り
、
こ
の
、
年
間

で
貧
困
層
の
削
減
が
進
ま
ず
、
む
し
ろ

微
増
し
て
い
る
状
況
を
示
し
た
。

地
域
別
の
構
成
比
で
比
べ
て
み
る

と
、
イ
ン
ド
や
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
の
南

西
ア
ジ
ア
地
域
が
妃
。
５
パ
ー
セ
ン

ト
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
以
南
の
南
ア
フ
リ
カ

地
域
が
型
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
、
東
ア
ジ

歴國

世界の

5人に１人

「貧困層｣

ア
・
太
平
洋
地
域
が
泌
・
２
パ
ー
セ
ン

ト
と
、
３
地
域
だ
け
で
世
界
の
貧
困
層

人
口
の
約
９
割
を
占
め
、
貧
困
が
特
定

地
域
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。報
告
の
中
で
世
銀
は
、
途
上
国
と
先

進
国
で
取
り
組
む
べ
き
貧
困
対
策
と
し

中
国
の
総
人
口
は
、
一
九
九
九
年
末

時
点
で
十
二
億
五
千
九
百
九
万
人
（
香

港
、
マ
カ
オ
を
除
く
）
に
達
し
、
日
本

の
約
十
倍
、
世
界
第
一
位
で
あ
る
。
中

函藝

ロロ

Ｗ

９５

９５

９９

９８

９５

９７

９６

９５

９７
ｎＣ

経
済
発
展
と
課
題

人
口
問
題
は
解
決
し
た
か

【
】
【
山

て
、
①
熱
帯
病
の
ワ
ク
チ
ン
開
発
や
エ

イ
ズ
研
究
の
促
進
②
国
際
金
融
市
場
の

安
定
③
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
（
情

報
格
差
）
の
解
消
－
－
な
ど
を
挙
げ

た
。（
読
売
新
聞
一
一
○
○
○
・
九
。
十
三
）

国
の
人
口
問
題
は
、
二
人
っ
子
政

策
」
に
よ
っ
て
解
決
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
人
口
史
を
振
り
返
る
と
、
建
国
当

時
の
四
九
年
の
総
人
口
は
五
億
四
千
万

人
だ
っ
た
。
人
口
は
そ
の
後
、
五
八
’

六
一
年
の
「
大
災
害
期
」
を
除
い
て
多

産
少
死
が
続
き
、
文
革
期
の
七
一
年
ま

で
激
増
し
た
。
原
因
は
人
口
増
加
を
肯

定
的
に
評
価
し
た
毛
沢
東
の
「
人
口
資

本
説
」
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

人
口
の
急
増
に
直
面
し
た
政
府
は
、

よ
う
や
く
七
九
年
に
「
晩
婚
・
晩
産
・

少
生
・
稀
（
三
’
四
年
の
出
産
間
隔
）

・
優
性
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
厳
し
い

人
口
抑
制
政
策
、
い
わ
ゆ
る
「
一
人
っ

子
政
策
（
独
生
子
女
政
策
）
」
を
開
始

し
た
。
中
国
の
統
計
な
ど
に
よ
る
と
、

こ
れ
で
合
計
特
殊
出
生
率
（
一
人
の
女

性
が
生
涯
何
人
の
子
供
を
生
む
か
と
い

う
指
標
）
は
、
六
・
四
（
六
五
年
）
か

ら
一
・
八
（
九
七
年
）
へ
激
減
し
た
。

国
連
の
人
口
予
測
（
九
八
年
）
に
よ
る

と
、
中
国
の
総
人
口
は
十
三
・
八
億
人

（
二
○
一
○
年
）
、
十
五
億
人
（
二
○

三
○
年
）
の
後
、
二
○
五
○
年
に
は
十

四
・
八
億
人
に
減
少
す
る
。
｜
方
、
家

族
計
画
政
策
に
後
れ
を
と
っ
た
イ
ン
ド

は
二
○
四
○
年
代
に
中
国
を
超
し
、
世

界
一
の
人
口
大
国
に
な
る
と
い
う
。

人
口
抑
制
と
い
う
目
標
に
は
一
応
の

成
功
を
お
さ
め
た
一
人
っ
子
政
策
だ

が
、
い
く
つ
か
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
。
第
一
は
、
日
本
以
上
の
ス
ピ
ー
ド

で
進
む
高
齢
化
で
あ
る
。
図
の
よ
う

に
、
中
国
の
老
年
人
口
指
数
は
す
で
に

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
）
、
新
興
工
業
経
済
群
（
Ｎ
Ｉ
Ｅ

Ｓ
）
を
上
回
り
、
上
海
に
い
た
っ
て
は

先
進
国
並
み
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
。第
二
は
、
出
生
性
比
の
ゆ
が
み
で
あ

る
。
九
八
年
の
中
国
の
出
生
性
比
（
女

児
を
一
○
○
と
し
た
男
児
の
出
生
率
）

は
二
七
・
○
で
あ
り
、
日
本
の
一
○

五
・
四
に
比
べ
著
し
く
高
い
。
農
村
で

”



すふお－らむこゆ

国
連
人
口
基
金
は
卯
日
、
「
男
女
共

生
と
見
え
な
い
格
差
」
と
題
す
る
２
０

０
０
年
世
界
人
口
白
書
を
発
表
し
た
。

年
間
７
５
０
０
万
人
ず
つ
増
加
し
て
い

る
世
界
人
口
は
安
定
さ
せ
る
に
は
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
社
会
的
・
文
化
的
性

別
）
に
基
づ
く
差
別
撤
廃
が
急
務
だ
と

し
て
、
世
界
各
国
に
不
平
等
を
解
消
す

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

白
書
に
よ
る
と
、
今
年
７
月
１
日
現

在
の
世
界
人
口
は
釦
億
６
０
０
０
万
人

で
、
人
口
増
加
の
妬
％
以
上
は
開
発
途

第
一
子
が
女
児
の
場
合
に
限
り
第
二
子

出
産
を
認
め
て
い
る
の
が
原
因
の
一
つ

だ
。
将
来
、
男
子
の
結
婚
難
が
深
刻
と

な
ろ
う
。
第
三
は
、
農
村
で
一
人
っ
子

政
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ

る
。
｜
多
子
多
福
」
の
伝
統
的
価
値
観

が
強
く
、
出
産
後
も
子
供
を
戸
籍
に
登

録
し
な
い
「
闇
（
や
み
）
っ
子
（
黒
咳

四国
人口増加
女性差別

が助長

国連白書
上
国
で
起
き
て
い
る
。
途
上
国
の
女
性

た
ち
が
十
分
な
教
育
を
受
け
て
自
由
に

家
族
計
画
を
立
案
し
、
自
分
が
望
む
子

供
数
だ
け
産
む
よ
う
に
な
れ
ば
、
出
生

率
は
現
在
よ
り
３
分
の
１
減
る
と
予
測

し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
を
妨
げ
る
も
の
と
し

て
白
書
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
不
平
等
を
挙

げ
て
い
る
。
女
性
が
望
ま
な
い
妊
娠
は

年
間
８
０
０
０
万
件
に
の
ぼ
り
、
年
間

５
０
０
０
万
件
の
人
工
中
絶
が
行
わ

れ
、
う
ち
約
７
万
８
０
０
０
人
が
死
亡

し
て
い
る
。

女
性
へ
の
暴
力
も
後
を
絶
た
ず
、
世

界
中
で
３
人
に
１
人
が
夫
や
夫
以
外
の

家
族
の
男
性
か
ら
殴
ら
れ
た
り
、
性
行

為
を
強
要
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
４
０
０

万
人
の
女
性
や
女
児
が
結
婚
、
売
春
、

奴
隷
的
労
働
の
た
め
に
売
買
さ
れ
て
い

る
。 子
）
」
問
題
も
生
じ
て
い
る
。
第
四

は
、
一
人
っ
子
「
小
皇
帝
」
の
教
育
問

題
で
あ
る
。
一
人
っ
子
の
社
交
性
、
自

主
性
、
思
い
や
り
の
欠
如
が
多
く
の
研

究
者
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞二
○
○
○
・
九
・
二
十
）

今
後
の
高
齢
社
会
を
「
暗
い
社
会
」

と
考
え
る
高
齢
者
が
、
４
年
半
前
の
前

回
調
査
と
比
べ
て
皿
ポ
イ
ン
ト
増
え
、

羽
％
に
達
し
た
こ
と
が
訂
曰
、
総
務
庁

が
発
表
し
た
高
齢
者
意
識
調
査
で
分

か
っ
た
。
長
引
く
景
気
低
迷
や
社
会
保

障
制
度
へ
の
不
安
が
、
影
を
落
と
し
て

い
る
と
み
ら
れ
る
。

同
意
識
調
査
は
昨
年
ｎ
月
、
高
齢
者

の
生
活
実
態
の
把
握
を
目
的
に
、
髄
歳

以
上
の
単
身
者
と
夫
婦
の
み
の
世
帯
の

夫
か
妻
を
対
象
に
面
接
調
査
し
、
１
９

１
０
人
か
ら
回
答
を
得
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
「
高
齢
者
の
多
い

社
会
を
ど
う
考
え
る
か
」
と
の
質
問

白
書
は
こ
う
し
た
性
差
別
を
解
消
す

る
に
は
、
男
性
の
理
解
と
協
力
が
不
可

欠
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。【
渡
部
武
史
】

（
毎
日
新
聞
二
○
○
○
・
九
・
二
十
一
）

国
の鵬卿
搬
高

は

り」

社会保障への不安か

に
、
「
暗
い
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
暗

い
一
と
回
答
し
た
の
は
単
身
、
夫
婦
世

帯
と
も
に
羽
％
だ
っ
た
。
逆
に
、
「
明

る
い
」
と
の
回
答
は
「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
」
を
含
め
て
、
夫
婦
世
帯
が
卯
％

だ
っ
た
の
に
対
し
、
単
身
世
帯
は
蛇
％

だ
っ
た
。

ま
た
「
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
持
っ

て
生
活
し
た
い
か
」
と
の
質
問
に
「
そ

う
思
う
」
と
答
え
た
高
齢
者
は
図
％

で
、
前
回
よ
り
９
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

た
。
「
高
齢
期
に
大
切
な
も
の
」
（
複

数
回
答
）
に
つ
い
て
は
、
「
趣
味
」
（
鋼

％
）
が
８
ポ
イ
ン
ト
増
え
、
「
友
人
」

（
恥
％
、
前
回
比
３
ポ
イ
ン
ト
減
）
と

逆
転
す
る
な
ど
、
個
人
生
活
を
エ
ン

ジ
ョ
イ
す
る
半
面
で
や
や
内
向
き
な
高

齢
者
像
も
浮
か
び
上
が
っ
た
。

（
毎
日
新
聞
二
○
○
○
・
九
・
二
十
八
）

．
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２．東南アジア諸国等人ロ・開発坐礎調査報告醤
一インド国一

ReportontheBasicSurveyofPopulatiDnand
DevelopmentinSoutheastAsianCountrles

-India-

昭和58年度

1．中華人民共和国人口家族計画膿礎調査報告書

BasiCSurvevonPopulationandFamilyPlanmng

inthePeopIeWsRepublicofChina（英語版）

生育率和生活水平矢系中日合作凋査研究披告お

（中国語版）

３．中華人民共和国人口・家族計画第二次基礎調査報告灘
BasicSurvey(、）onPopulationandFhmiIyPlanning

inthePeople､sRepubllcofChina

生育率和生活水平矢系第二次中日合作凋査研究柵

僑名（中国語版）

昭和59年度

Ｌアジア諸同の腰村人にＩと農業開発に関する調企級告諜

一インドｕ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲｕralPopulationand

AgriculIuralDevelopmentinAsianCountries
-India- （英語版）

４．ネパール士風人口・家族計画埜礎調在

BasicSurvevReportonPopulatlonandRlmily

PIanningintheKingdomofNepal（英語版）

５．日本の人口梛市化と開発

UrbanizatlonandDevelopmentinJapan（災語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一タイｌｒｌ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏｆＰｏpulationandDeve

lopmentinSoutheasLAsianCountries
-Thailand-

６．バンコクの人口都市化と生活環境・福祉調企

一データ綱一

ｓu｢veyofUrbanization，LivingEnvironmentand

WelfareinBangkok－ＤａＩａ－

（英語版〕

３．Ｈ本の人I｣転換と農村開発

DemogI-aphicT｢ElnsitioninJapmnandRuralDeve‐

lopment（英語版）

７．スライド

日本の都市化と人口（日本語版）

Ｕ｢banizationandPopulationinJapan（英語腿）

日本的城市化与人口（中国語版）

UrbanisasiDankependudukanDiJepang

（インドネシア語版）

４．SurveyofFer[ilityandLivingStandardsinChinese
RuraIAreas--Data-Allthehouseholdsoftwo

villagesinJilinProvincesurveyedbyquestiollnai1es
（英語版）

失干中国友付的人口生育率与生活水平的ijM盃恨告

一対千古林省iUi十村近行全戸面i淡(１Ｍ森的培果－

－焼汁蛎＝（中国諾版）

昭和61年度

1．アジア諸国の農村人ロと農業開発に閥する調森報告脅
一インドネシアｉｌｌ－

ＲｅＤｏｒｌｏｎｔｈｅＳｕ｢veyofRuralPopulation臼nd

AgriculturalDevelopmentinAsianCountries
-Indonesia-（英語版）

５．スライド日本の農業、農村|)3発と人１１

－その軌跡一（Ｈ本譜版）

Agricultural＆RwalDevelopmentandPopulatioｎ

１ｎＪａｐａｎ（英鍛版）

日本衣此衣村的友展fI1人口的推移（中同語版）

PerkembanganPertaman，MasyarakaKDesaDan

KependudukanDiJepang（インドネシア譜版）

（以上４カ国版スライドは、日本産業教育スライドコ

ンクールにて優秀徴を受賞しました｡）

２．東南アジア諾1劃等人ロー開発基礎調逃報告書

一インドネシアｌＴ１－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏｆPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-Ind(me爵iａ－（英語版）

３．在日留学生の学習と生禰条件に関する研究

一人的能力開発の課題にHlIして－

昭和60年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する謝金報告書

一タイ同一

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲｕ｢alPopulatlonand

Ag｢iculturalDeveIopment1nAsianCountries
-ThajIand-（英語版）

４．日本の労働力人口と開発

LaborForceandDevelopmeminJapan（英語版〉

５．人口と開発関連統計集

Demog】raphicandSocioEconomiclndicatorson

PopulationandDevelopment（英語版）
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２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告普
一中聴人氏共和同一

ReporlontheBasicSurveyofPopuIatioIUand
DevelopmenlinSoutheastAsiaIlCounIries

-China-（英語版）

６．スライドＨ本の藤業開発と人口

－その原動力・通気一（Ｈ本譜版）

IndustrialDcvelopmentElndPopulalioninJapall
-TheprimeMoverElectricitv- （英語版）

Ｈ本的拝並友展5人ロ

ー」Ｌ１Ｈ(功ﾌﾞﾉｰ山気－（中国語版）

PembanguI】alllndustridankependudukandiJepang
-PenggerakU埠ma-TengaListrik-
（インドネシア謡版）

３・アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告齊
一タイ凶一

４．Ｈ本の人Ｕと家族

PopuIationandtheFamjIviHjapan（英語版） ７．ネパール｣:同人1ｺ家族jilmDj第二次基礎調企

CornpIementa｢yBasjcSurvevReportonPopula[ion
andFamjlyPlanningjnthekingdoｍｏｆＮｅｐａｌ５．アジアの人口転換と開発一総iil蝶一

DemographicTransllionandDevelopmentlnAsian
Countries-OvervxewandStatisticalTables-
（英語版） 昭和62年度

Ｌアジア諸国の腱村人、と農業開発に関する調在報告普
一’１１錐人災共和国一

Rep【)ｒｌｏｎｔｈｅＳｕ｢veyufRumlPopulationand

Aglicultul･alDevelopmentinAsianCounlrieｓ

－Ｃｈｉｎｔｌ－(英語版）

６．スライド

日本の人口と家族（日本語版）

FamjlyandPopulationjnJapan-AsianExperI
elTce-（英語版〉

日本的人ログ家庭（中国語版）

Penduduk＆KeluargaJepang（インドネシア譜版） ２．東南アジア諦陛'零人1Ｊ開発鍛礎調迩報告讐
一’'１瀧人IIL共和国一

ReportoI1【heBasicSurveyofPopulatlonand

DevclopmentinSouIheaslAsianCount｢ｉｓ
－Ｃｈｊｎａ－－ （,英語版）

7・ペルー共和国人口家族計画雅礎調査

平成元年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する鯛在報脊欝
一バングラテシュllL1-

ReportontheSurveyofRurtllPopulationaIld

AgriculturaIDevelopmenl-Bangladesh-（英
語版）

３・アジア諸国からの労働力流ｌｌＩに関するijM炎研究報告評
一フィリピン同一

４．Ⅱ本の人にIと農業｢汁j苑

PopulationarldAgricul[uralDevelopmenlinJapan
（英譜版）

２．東南アジア諸国等人[非IJfl光雄礎調盗報告齊
一スパール雁ｌ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏ「Populationand
DevelopmentinSoutheag［AsianCouI1tr1es
-Nepal-（英語版）

５．ネパール内人ＬＩ・開発・環境

PopulatiD｢】，DevelopmenlandEnvironmenliImNepal
（英語版）

６．スライド

Ｈ本の人口憾勤と経済発展（日本繭版）

１，hcMigraloryMovementan(lEconomicDevel0p・
ｍｅｎｔｊｎ」apa、（英識版）

［１本的人11秘功与鶏庁Mii展（中催|諾版）

PerpindahaI1PendudukDaJ】PerkembanganEkonom1
Di」epang（インドネシア語版）

３・アジア諸匝1からの労勤ﾌﾞ｣流出に｢１０する調在研究報告課
一マレーシアlｒｌ－

４．日本の人口構造変動と11+1発一iI1i齢化のアジア的祝
lI1r-
PB0bb

SlructuralChangeinPopulaIjonandDevelol)ｍｅＩ１ｌ
－にpEIn'sExpcrlenceinAging- （英謡版）

７・トルコIIJ人口家liXi汁画雅礎調:筏

５．スライド

高齢化社会への日本の挑戦

一生きがいのある老後を目指して一（日本語版）

AgmginJapan-ChallengesfmdProspects-
（英語版）

辺人厩齢化社会的日本正iii｢l缶挑銭一追求IFLLt命意又
的老年１k雛一（中l到語版）

昭和63年度

Ｌアジア諸国の農村人ｕと農業開発に関する調査報告響

一ネパールlIl--

Report（)ｎｌｈｅＳｕ｢veVofRuraIPoI〕ulationand

AgriculturalDeveIonmentinAsianCoun[｢iｅｓ

－Ｋｅｘｘ１Ｉ－（英語版）
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３．アジア諸国からの労働力流出に関する調蚕研究報告響

一中華人民共和国一

TantanganMasyarakatLanjulusiaJepang

（インドネシア譜版）

４．日本の地域開発と人口-1990年代の展望一

RegionalDevelopmentandPopulatiｏｎｉｎｊａｐａＩ１

－Ｔ｢ｅｎｄｓａｎｄＰｒｏｓｐｅａｓｉｎｔｈｅｌ９９０ｓ－

（英語版）

６．アジア諸国の農業開発－５カ国の比較一

StrategicMeasuresfbrlheAgricultulalDeveIopment

-Compa｢ativeStrudiesonFiveAsianCounmeｓ－

（英語版）

（本作品は、1990年榊日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）
５．スライド

日本の地域開発と人口（日本語版）

ReginalDevelopmentandPopulatioｎｊｎＪａｐａｎ

（英語版）

日本的区域升友和人口（中国語版）

PermbangunanDaerahdanPopulasidj」epang

（インドネシア版）

平成２年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調炎報告瞥

一フィリピン隆ｌ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏfRuralPopuIationand

Ag｢iculluralDevelopment-Philippines-（英語版）６．アジアの労働力移動

LaborMigrationinAsia（英語版）

２．東南アジア諸同等人口・開発基礎調通報呰沓：

－バングラテシュー

ＲｅｐｏｒｔｏｒｌｌｈｅＢａｓｉｃＳｕｗｅｖｏ「Populationand

DevelopmentinSoutheastAsianCoun[｢】es

-Bangladesh-（英語版）

平成４年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調森報{1了諜

一マレーシア国一

ReportontheSurveyofRuralPopulationand

AgriculturalDeveIopment－Malaysia－

（英語版）
３．アジア蒲1画からの労働力流'1|に関する調森研究報告瞥

一インドネシア同一

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一ベトナム国一

ReportontheBasicSurveyofPopulatiolland

DevelopmentinSoutheastAsianCountries
-VietNam-（英語版）

４．日本の人口

Population

jalxm

･開発・環境一アジアの経験一

DevelopmentandErwironmentln

AsianExper1ence-（英語駁）

５．スライド

日本の環境・人口・開発（日本語版）

Environment，PopulationandDeveIoomentin

jlpan（英語版）

日本的坏境・人口・升友（中国語版）

LingkunganPendudukdanPembangunanJepang

（インドネシア語版）

（本作品は、1991年010日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する鋼Zi1f研究報告響

一スリランカ同一

４．アジアの産業転換と人口

IndustrialTransitionandPopuIationinAsia

（英語版）

５．スライド

明日に生きる－日本の産業転換と人口一（日本

語版）

LivingfoI・Ｔｏｍor｢０Ｗ－IndusKIrialTransitionand

PopulationinJapan-（英語版）

生活在明天一日本的Ｆ:止鋳換与人ロー（中圃語版）

６．アジアの人ロ都TlJ化一糀計巣一

ProspectsofUrbanizationinAsia（英語版）

平成３年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告啓

一スリランカE1-

ReportontheSurveyRuralPopuIationand

Agricultu｢alDevelopment-Srilanka-

（英語版）

HidupUntukHariEsok－PeralihanStruktu「

IndustriDanPopulasjDijepang-

（インドネシア語脳）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一フィリピンｌｉＥｌ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏIPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountTies

-Philippines-（英語版）

平成５年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調狂報舎瞥

一ベトナム国一
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平成７年度

1．アジアiii１国の発展段階;１１農業・農村開発ﾉｉｆ礎調炎報片
ｉＩキーパキスタン同一

RepoIr〔ｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕ｢ｖｅｖｏ】、AgriculturalandRural

DcvelopmentbyProgre霜StageinAsianCountries

-Pakistan－（英語1ｶt）

ReportontheSurveyofRuralPopuIationand
Agricultura］Deveiopment-VielNam-

(英語版）

２．東南アジア諸国等人I］・開発基礎調査報告書
一スリランカ国一

ReportontheBasicSurveyofPopulatjonand
DevelopmentinSoutheastAsianCountr1es

-SriLanka-（英語版）２．アジア諸睡lの都市化とIlfj発些礎調卉級告齊
－ネパール国一

ReportontheSurveyofUrbanizationandDevelopment
inAsianCountrleｓ－Ｎｅｐａｌ－（英語腿）

３・アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究
報告書一フィリピンﾛ一

４．アジアからの挑戦一人Ｕと開発一

ChallengeandStIategyofAsianNations

-PopulationandSustainableDevelopment
（芙語版）

３・アジア詣匝1の人Ｉｌｌｊ溢灘開発と労ＩｊＭｌ力に側する鋼jlf研究
報告書一インド同一

４．アジアにおける女性のエンバワーノント

ＥｍｐｏｗｅｒｍｅｎｌｏｆＷｏｍｅｎｉｎＡｓｉ＆（英諦版】
５．スライド

女たちの桃Ｍｉ－女性の地位向上と日本の人ロー

（日本語版）

WomenandtheirChallenges－Ｉｍｐｒｏｖｅｍｅｍｓ

ｉｎｔｈｅＳｔａｔｕｓｏｆＷｏｍｅｎｔhePopulationofJapan-
（英語版）

女性的挑ｈｌｉ－女性地位的提商与日本的人口一
（中圃語版）

TantanganKaumWanita-EmanslpaslWanjta

danPopulasiJepang-（インドネシア諾１１k）

５．スライド

アジアを拓け一女･性たち－（日本語版）

ABrightofGenderEquaIity-Empoｗｅ｢ｍｅｎｌｏｆ
ＷｏｍｅｎｉｎＡｓｉａ－（英語版）

jiuil剴日強之路一今日IlEiilll女性一（IlInil識版）

HarpanCerahbagiPersamaan－KaumWal血l

AsiaMerambahJalan-（インドネシアﾊﾟﾊﾟ版）

平成８年度

1．アジア粥、の発展段階別農業・農村開発些礎調ilf報(1ｒ

ＩＩドーラオス人氏民主共和国一

RepoltontheBasicSurveyonAgriculturaland

RuralDeveiopmentbyProgressStageinAsian

Countries－LaoPeople､sDemoraI1cRepublic-
（英語版）

平成６年度

1．アジア諸国の発展段階別腱業・農村開発基礎調森報告
響一インドlTil-

ReportontheBasicSurveyonAglriculturalandRural

l)evelopmentbyPmgregsStageinAsianCOuntries
-India-（英語版）

２．アジア猪、の都ilj化と開発調先報告F1ト

ーフィリピン国一

ReportontheSurveyofCrbanizationandDevelop、

ｍｅｎｔmAsianCoL1ntries-Philippines-（災語111〔〉

２．アジア諸国の都市化と開発調査報告書一タイ国一

ReportontheSurveyofUrbanizationandDevelopment

inAsianCountries-ThaiIand-（英語版）

３・アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一ベトナム国一

３．アジア諸国の人''１１溢源Ⅱ開発と労働力にllUする鋼jof研究

報告瞥一ラオス'五'一 ４．アジアの女`性労働力参加と経済発展

－２１世紀の戦略一

Women，sLaborParticjpationandEconomicDeveIop

mentinAsla-Strategytowaｒｄ２１Ｃｅｎｔｕｒｙ－
（英語版）

４．２１世紀の人'二Ｉ・食柵戦略一アジアと世界一

PopulationandFoodStrategyfor21stcentury

-ASiaandWorld-（英語版）

５．スライド

2025年への決断一アジアの人[IjPihI1と食料

ChallengeandDecisionfOI-theYear2025

-PopulationlncreaseandFｏｏｄｉｎＡｓｉａ‐

〈英船版）

５．スライド

アジアの女性たちはいま……（ｎ本語版）

NewHorizonsfbrtheWomenofAsia（英語版）

並洲ｶﾖ女的新)Ⅱ種（中l玉l語版）

ＷａｎｉｔａＡｓｉａＫｉｎｉ……（インドネシア語版）

侭



地球からの警告一アジア、水と食料の未来一

ＡＷａｍｉｎｇｆｒｏｍｔｈｅＥａｒ[ｈ－ＴｈｅＦｕｔｕＩ－ｅｏｌＡｓｉａ

ＷａｔｅｒａｎｄＦｏｏｄ－（英語版）

来自地球的鋳告一jlIi洲、水和纏食的未来一

（中国語版）

PeringatandariBumi-MasaDeDanAsia-Airdan

Pangan-（インドネシア語版）

Ii1矛i2()25年的jtWi-il1jiiilll｢Mj人口噛侯和糎食一

(''１国語版）

TekadUnlukTahun2025-Pe｢tambahanPoPulasi

danPangandiAsi２－（インドネシア識版）

平成９年度

Ｌアジア諸国の発展段|蒲刈農業・農村|}}１発A1;礎JMiIf報告

ｉリニーラオス人氏氏主共fⅡ国一

ReporRonthcBasicSurveyonAgricuiIu｢ｆＩｌａｎｄ

Ｒｕｒａｌｌ)eveIopmentbyPr(〕gressSIageinAsian

Counlries-LaoPeople，sDcmograticRepublic-

平成11年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発逃礎i澗森撒告

ｉ１ドーモンゴル凶一中央UiLセレンゲリiLを'+'心として－

ReporIontheBasicSurveyonAgriculluraland

RuraIDeveIopmentbyProgressStageinAsian

Counlries-Mongolia-FocusonTovandSelenge

ｚアジア捕国の高齢化と保健の実態綱代搬告『'トー【ｌ１Ｉｆｌ－

上流を'１１心に

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＡｇｉｎｇａｎｄＨｅalthinAsian

Countries-ChiI1a-FocusonShanghai-

３．アジア諸国の職業安定制度と雁lⅡ政策に側する調盗研

究報告書一バングラデシュ人氏共和国一

Ｚ、アジアソ)｛I:金川1発と人llilljllｿﾋﾞ

SocialDevelpmelltandl-IumanDevelopmenl

inAsia

３．アジアi制玉lの人H1]盗illi1l糾発と労ｉｌＨｊﾉﾉに|典｜する劉從川究

報告iiドーマレーシァ国－

４．水をﾀﾞ〕ぐる２１世紀の危機

一アジア人1」を!(i点として－

ＷａｔｅｒＣｒｉｓｉｓｉｎｔｈｅＴｗｅｎｔｙＦ１ｒｓｔＣｅｎtury

-ProspeclolAsianPopulatio】]flndDevelopment-

５．スライド

水はlｋきている－人[=Iと水資源一

Ｗate「ｉ富Alive-Populatio,］ａｎｄＷ＆ler・

Resources一（英語版）

水足ｲi21i命(１，－人[１句水航i１$（－（l11ililiili版）

AirituHidup-PendukdanSumdｅｒＡｉｒ－

（インドネシア『締I>(）

平成10年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・磯村開発雅礎調査報告

ｉｌｌｉ－カンボジア匠l-

ReportontheBasicSurveyonAgriculturaIand

RuI･alDevel(〕pmentbyProgressStageinAsian

Countries-Cambodia-

２．アジア諸国の刊齢化と保他の実態禍森報告晋

一大憾民国一

ReI)ｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｖｏｌＡｇｉｎｇａｎｄＨｅａｌｔｈ

ｉｌ】AsianＣ()un[ries-TheRepublicofKorea

３．アジア諸辰Iの職業安定liIl度と脈用政策に関する調炎研

究撒告書一イラン同一

４．発展の制約一中'五|・インドを中心に－

ConstrainsonDevelopment-FocusChinaand

lndia-

５．スライド・ビデオ

“



1996年５１１にマレーシアのクアラルンプールてMIIか!〔

だ、人11と食鮒安令保障に関するAFPPD（人口とilU

苑に関するアジア縦且フォーラム）特別逆営姿Li会で、

ベトナム国会社会鐸i会鋳li圧グエン・〒′・タン縦

風とマグサイサイ徴受徹宵である韓澗な農業'7:背ポー

トン・ズアンIHll士の尖ﾔii論文の卜１本i濡版の合ｲﾊﾟ。世界
食料サミットにlijjけた浅科として作成ざ１Lた＿）

１．γ国際人ロ開発会議行動計画要旨』1995年（和文）
（内容：1994年カイロのI｣il際人111判発会識(ICPD)の行

鋤,illIbjの要旨。同文ilF関迎の''１版物としては本邦fIL）

２．・国際人ロ開発磯貝会蟻j、国際人ロ開発議員会鰻敷事
録、1995年（和文）

（1ﾉﾘ春：1994年カイロで国際人[I開発会議(ICPD)に先

駆けて開I1i1さjした、会議貝会議であるIiR1際人口開発議

凡会繊の毅?「鍬。同会議には117力lrl約300名の|天l合繊
Ｌｌが参加した⑩会議'l2i:言文はＩＣＰＤ総会でも発表ざｊした＿

また、この会護を契機としてアフリカ・アラブ地域の

lJX1会磯貝フォーラムがiﾘﾆ附きノした"）

９．「国際食料安全保障・人口・開発識員会蟻さ、国際食料

安全保障・人ロ・開発鱗員会議(lMPFSPD)識事録、
1997年（和文）

（内容：食料農業機ilLI(ＦＡＯ)主ｌｉｌｌの世界食料サミ，ト

（WFS)に#)2,せ」!〕()lifILllllに虹イラぃジュネーブで開

IiMされたlEl際食料安全保障・人口・Ｉ淵発議ti会iijli

（IMPFSPD)′)雛１５鍬。同公儀の成来は、ｌｌｌ界食料サミ{，

卜で公式に配布さﾉL、またＷＴＯルジェーロ,|;務｣Ijl2
にも桜井新・会議縦踵から手漉された.）

3．国運人ロ基金『世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢
献一』1995年〈和文）

（内容：ＪＭＥの人[1分軒に対する援助の現状と、溢企

の流ｵLを分析。我が圧lの人11分野への戊献も併,lili｡）

１０．国運人ロ基金「未来のための食料」1997年（和文）
（１）１存：圧1迎人1-1ﾉ,L命lIIII2物ＦｏｏｄｆｏｒＩｈｅＦｕｌｕｒｅの

Ⅱ本語版。人口lWjjllの抑術|Iと食料確保をｉｊうために、

女fl亘の参加が不可欠であることを言まざな1M本|ｸﾘから

解きほぐしている。)
４．ｒ国際人ロ・社会開発凝員会蟻.,、国際人ロ・社会開発

蝋国会鯛(IMPPSD)護事録、1996年（和文）

〈内行：世界社会|;'1発サミ",ト（WSSD)にあわせ、１９９５

年３)ｌにデンマーク・コペンハーゲンで開１１１１された人

Ｉ］と社会１１M発に関する皿会i議貝会議識』|；難）

11．国連食糧農業機構(FAO）’リソース・シリーズ４世界
食料サミット1996年世界食料安全保障のためのローマ

宣言および世界食料サミット行動計画J、1997年（和文）
（内容Zlit界食料サミ､､,トのローマ直さと行』1M]打l1lIIiの

本jlj初の翻訳であり、多ﾂﾞ)ffから同文ijfのⅡｲ兵翻`il<ｿﾞ）

決定肱として闘い`iiﾄﾞ価を受けた｡）

５．黒田俊夫署「リソース・シリーズ1国達人ロ会蝿20年

の軌跡一ブカレストからカイロヘー』、1996年（和文）
（内fi:iF：１１:1巡主Ｉｉｉ１の第一lul人[Ⅲ会議であるブカレスト

会議から'1)94年カイロの【｣！際人[｣開発会議まですべて

のlLl述主(Ii1の人LI会識に参力11Ｌ、人口分１Ｍニおける世

ＶＭｔｌ大家である特脅が、その惟秘を概観し分析した｡）

12．「リソース・シリーズ５FiveYearsfromICPPD-国

際人ロ開発醗員会蟻から５年一人口と開発に関する国
会鰻員会溌宣言文.11998年（和・英）

（内容：カイロの国際人[]開発会鍍から５１１二Mを迎え、

この機会に人１１と|)M発に関-ｹるIr1際繊li会畿、地域識
Ｌｊ会議の宣i二;文を喚成。今後の史なる発腱のための盗
料とした。〉

６．ToshioKuroda，ResourceSeries2fF｢omBucha‐

ｒｅｓｔｔｏＣａｉｒｏ､２０YearsofUnitedNationsPopula・
tionConferences-''’’９９ｓ（英文）

（内容：好hiﾄﾞをもって迎えられた『リソース.シ'ノー

ズｌ」の災文版｡）

１３．アリソース・シリーズ６PopulaticnPolicyinAsia-1
1998年（英文）

〈内容：当財、が主(脱する「人'二Iとljll難にIILＩするアジ

ア[と1会鍍tl会縦」でl呼びかけをおこない、什囚〃)人１１

政策を各国政府黄征者もしくは#１１１１家がiiU逃した‘各

LfIの政策に責Ｉ１Ｈを付つl秀l合繊11が関与している点で、

ｉｆ((lﾀﾞﾘを見ない｡）

１４．「リソース・シリーズ７欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一』（和文）

（内容：ワールドウオッチ研狛i1fからf１１行されたSandrtl

Postel杵、Ｗｏ｢ldwatchPaperl32

DividingtheWa[ers：FoodSecuriLy，Ecosysteln

Health､andtheKewPoliticsofScarcityの)ＩｌｉｉｌＬ今後

人鮒社会に大きなﾙ''約を与えるのか、淡水在iIiIの不足

である。財え続ける人口を父えるための腱堆生産もま

７．ｒ国際女性・人ロ・開発蟻員会溌.!、国際女性・人ロ・

開発甑員会識(lMPGPD)磯寧録、1996年（和文）

（内容：第４回世界kll:会議(ＦＷＣＷ)にあわせ、1995

年９１１に9k京でｌｊｌＩｉ蔭ｵした'型|際女I?l:‐人[ル開発議貝

合繊(IMPGPD)のi識1m録。｜司会縦には鋪４１m世界女性

会縦に対する汁IEI政府代表をL'’心とするlIil会談lZiか参
加した。）

８．ＦＡＯ／ＵＮＦＰＡおよびボートン・ズアン、グエン．

テイ・タン箸、「リソース・シリーズ３食料安全保障
と人ロ；資料』、1997年（和文）

（内容：１１上界食料サミヘ，卜へのAIilMiとしてlIil巡食料農

蝋機関(ＦＡＯ)が国連人I-Ij座金とのjtlmil研究された、「人

「I輔川]と上喋劣化」に１M付るi愉文のＵ本i譜HIIおよび、

“



た淡水漬源の逼迫によって大きく制約を受けると考え

られている。地球は水の惑星といわれるが飲料や農業

用に安定して使用できる水の総fitは地球上の水の0.00

0008％に過ぎない。二の水の総最は．有史以来変わっ

ておらず、人口が墹加する分だけ、一人当だI)使用で

きる水のfitはどんどん減少しているのが現実だが、こ

のことが-1-分に認識されていない。人ロ増加を支えて

いる地球の限界が目の前に迫っていることに警告を発

している｡）（日本語版版権取得）

評価のための国連人口特別総会報告書」日本語版。１蘭］
会議では、国際人口開発会議（ＩＣＰＤ）から５年を

総て、その進捗を妨げる障害、ＡＩＤＳなどの予想以
上の蕊延など、時代の変化をとり入ｵし、行動計iiliを実

施する上で必要となる指標や障害を解消するための具

体的行動などを国連加盟睡lが国連総会の場で協議し確
認した。

１９．人ロと開発に閲するアジア職員フォーラム第６回大会
・世界最初の人口と開発に関する議貝フォーラムであ

る「人にＩと閉発に関する識且フォーラム(ＡＦＰＰＤ）

が３年に一度開'１鵬する大会の議事録≦

ＡＦＰＰＤは1981年に設立されてから|Ⅱ:界の指導的

な人口と開発に関する地域議員iili動として、アジアの

みならず、世界レベルでも人口と開発に関する国会議

員活動の指導的な役割を111っている。その礎I】&者であ

り、‘'1識者の佐藤隆・元殿水大臣と、桜井新・現識及
の出身地である新潟県で開雌されたＡＦＰＰＤ大会の

報告書（日本語版）。同大会では1000年期妓後の大会

として、2000年期に|/01けたアジア・太平洋地域の人｢1・

開発問題に関する国会議員の活動方針を協議し、その

成果1点「新潟宣言」にまとめられた．

20．リプロダクテイブ･ライツ･チャート

IPPF(|塵l際家族計【illi巡盟)が作成した`1PPF／iwtlraw

reproductiverights2000`，ウォールチャートのロ本譜
ＷＬ世界各国のリブロダクティプ・ヘルスやライツに

ｌ兇1連する政策の現状や進捗状況を一瞳にしたものであ

る。英語駁ではアルファベットIlUiになっていたものを
地域別・あいうえお順に糊集を加え、読者のI9Iiを図っ

ている。また、各国の国名表記は外務省の表記にi仏拠
した正規名称を用いている。

15．国連人ロ基金「人類のための環境」（和文）

（内容：国連人口基金出版物EnviTonmentforPeople

の日本語lMio人口問題、環境問題、開発問題を効率的

かつ実質的に解決するためには、その３つの領域の|剛

に架け綴を懸け、相関関係を重視する二とが必要であ

るとの視点に立って、主に環境と人口の間に横たわる

様々な問題を例に、解決のために必要な視点、方法、

手段を探っている｡）

１６．ParliamentariansoActivitiesonPopulationand

Development-HistoryofParliamentariansfActivitiesand

It0sFindings．（英文、－部スペイン語）

1992年２月ハーグの国際フォーラムに合わせて開催ざ

オした「国際人口開発会議評価のための国会議風フォー

ラム（ＩＦＰ)」のために準備きれた出版物である。こ

の出版物は1994年の国際人口開発会議以降の人口と開

発に関するアジア議胤フォーラム(ＡＦＰＰＤ）を始め

とし、アメリカ地域人口・開発国会議員グループ（Ｉ

ＡＰＧｊ、アフリカ・アラブ地域人口開発議貝フォー

ラム（ＦＡＡＰＰＤ）、ヨーロッパ地域の国会議員活

動の成果である宣言文と、各議連の活動史を繩ぬた世

界で初めての１１１版物である。国会護同活動の地球規模

での広がりをも象徴している。

21．女性のエンパワーメントに向けて

ＵＮＦＰＡのWOrkingtoEmpowerWomen,ＵＫＦＰＡ，s

ExperienceinlmplementingtheBeijingPlatform
o（Actionの日本語版｡.､女性のエンバワーメン；“は国

際人口開発会議(ICPD)行1,1計iiiliにおいて人nIll1題の

解決を果たす上での取要なカギとなる概念として位祇

付けられた。また、「'１国北京で開催された第４回世界

女性会議では中心的な概念となった。第４回世界女性
会議から５年を踏まえ、人口、女性IllI題に共通する女

性のエンバワーメントを中心に､ICPD行動計画ならび

に女,性会議⑪行動綱領実施とllLl迎するＵＮＦＰＡのiiIi

勅を具体的に細介している。

17．国際人ロ開発会鰻呼価のための国会磯貝フォーラム

（ＩＦＰ）報告書

1992年２１]ハーグの国際フォーラムに合わせて開雌さ

れた「、際人1-1開発会議評価のための国会議且フォー

ラム（ＩＦＰ)」の報告書である。同会議には103カ国

からおよそ２１０名の国会議風が参加した。同会議では

、際人口開発会議から５年間の進捗状況とその進展を

阻む障害について熱心な討議が行われ、人口と持続可

能な開発を-11tした視点で扱う事を強く求めた「国際

人口開発会議評価のための国会議貝フォーラム・ハー

グ宣言Ｊが採択きれた。この内容は会議事務総長を務

めた桜井新ＡＦＰＰＤ議長の手によって、ハーグの同

際フォーラムならびに３月にニューヨークでilMIIHされ

たiU輔会i甑の場でも発表された。

18第21回国連特別総会特別委貝会報告轡｢付録」

国連人口開発会鰻行動計画のさらなる実施に向けた主

な行動

1999年６月30Ｈ－７月２Ｈにかけて、ニューヨーク

のlrl迎本部で開催された「国際人口開発会議から５年
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７
月
４
日
厚
生
省
・
国
際
厚
生
事
業
団
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
高
齢
化

と
保
健
の
実
態
」
第
１
回
研
究
会
開
催
。

「
世
界
人
□
デ
ー
」
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
－
ｍ
世
紀
の
人
口
と

女
性
ｌ
に
、
星
合
千
春
国
際
課
長
と
加
藤
祐
子
渉
外
課
長
が
出

席
。

７
月
、
日
イ
メ
ル
ダ
・
ヘ
ン
キ
ン
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
ア
ジ
ア
太
平
洋
局
長
が
来

所
。
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
、
星
合
千
春
国
際
課
長
、
加
藤
祐
子
渉

外
課
長
と
国
際
協
力
に
つ
い
て
協
議
。

同
日
、
ヘ
ン
キ
ン
局
長
は
、
中
山
太
郎
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
、
堂
本
暁

子
同
副
会
長
、
谷
津
義
男
同
幹
事
長
、
清
水
嘉
与
子
同
事
務
総

長
、
南
野
知
恵
子
副
事
務
総
長
と
懇
談
。

農
林
水
産
省
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
発
展
段
階
別
農
業
・
農

村
開
発
基
礎
調
査
ｌ
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
ｌ
」
予
備
調
査
報
告

会
開
催
。

７
月
型
日
セ
ミ
ナ
ー
「
日
本
の
少
子
化
ｌ
子
ど
も
が
い
な
く
な
る
ｌ
」

を
北
海
道
経
済
セ
ン
タ
ー
．
Ａ
ホ
ー
ル
で
開
催
。
主
催
Ａ
Ｐ
Ｄ

Ａ
、
後
援
北
海
道
、
札
幌
市
、
剛
北
海
道
青
少
年
育
成
協
会
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
札
幌
放
送
局
、
北
海
道
放
送
、
北
海
道
新
聞
社
。
講
師
は
小

川
直
宏
・
日
大
人
口
研
究
所
次
長
、
主
催
者
挨
拶
を
広
瀬
次
雄
常

務
理
事
。

労
働
省
。
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
職

業
安
定
制
度
と
雇
用
政
策
に
関
す
る
調
査
研
究
」
第
１
回
研
究
会

開
催
。

７
月
”
日
第
孤
回
Ｇ
Ｉ
Ｉ
に
関
す
る
外
務
省
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
懇
談
会
に
、
星
合
千

春
国
際
課
長
と
加
藤
祐
子
渉
外
課
長
が
出
席
。

７
月
卯
日
農
林
水
産
省
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
発
展
段
階
別
農
業
・
農

８
肌
、
日
村
開
発
基
礎
調
査
」
調
査
団
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
に
派
遣
（
団
長

福
井
清
一
、
大
野
昭
彦
、
藤
田
幸
一
、
楠
本
修
）

８
月
３
日
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
・
総
会
を
開
催
。
役
員
人
事
に
つ
い

て
協
議
。

９
［
月
酊
日

９
月
筋
日

９
『
月
ｕ
日

９
日
麺
旧
日

９

１月
１２１１

日日

９

１月
２３１０

日日

９
月
１
日

９８

５１鼻
日日

８
日
毎
ｎ
日
セ
ミ
ナ
ー
「
世
界
の
食
料
不
安
ｌ
日
本
の
コ
メ
と
農
業
ｌ
」

開
催
準
備
の
た
め
遠
藤
正
昭
業
務
推
進
委
員
が
福
島
に
出
張
。

厚
生
省
・
国
際
厚
生
事
業
団
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
高
齢
化

と
保
健
の
実
態
」
調
査
団
を
タ
イ
国
に
派
遣
。
（
団
長
萩
原
康

生
、
苅
部
ひ
と
み
、
遠
藤
正
昭
）

㈱
ジ
ョ
ィ
セ
フ
と
㈲
オ
イ
ス
カ
共
催
「
第
３
回
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計

画
達
成
の
た
め
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

（
Ａ
Ｐ
Ａ
】
に
星
合
千
春
国
際
課
長
が
出
席
。

労
働
省
。
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
職

業
安
定
制
度
と
雇
用
政
策
」
調
査
団
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
に
派
遣

（
団
長
駒
井
洋
、
大
野
昭
彦
、
天
川
直
子
、
楠
本
修
）

２
０
５
０
と
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
主
催
「
南
南
協
力
国

際
会
議
」
政
策
担
当
者
に
よ
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
セ
ミ
ナ
ー
に
星
合
千

春
国
際
課
長
と
加
藤
祐
子
渉
外
課
長
が
出
席
。

「
世
界
人
口
白
書
」
プ
レ
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
加
藤
祐
子
渉
外

課
長
が
出
席
。

和
気
邦
夫
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
次
長
が
来
所
。
広
瀬
次
雄
常
務
理

事
と
国
際
協
力
に
つ
い
て
協
議
。

セ
ミ
ナ
ー
「
世
界
の
食
料
不
安
ｌ
日
本
の
コ
メ
と
農
業
ｌ
」

を
福
島
県
自
治
会
館
・
大
会
議
室
で
開
催
。
主
催
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
、
福

島
県
農
業
会
議
、
後
援
福
島
県
、
Ｊ
Ａ
福
島
中
央
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福

島
放
送
局
、
福
島
民
報
社
、
福
島
民
友
新
聞
社
、
福
島
テ
レ
ビ
、

福
島
中
央
テ
レ
ビ
、
Ｋ
Ｆ
Ｂ
福
島
放
送
、
テ
レ
ビ
ュ
ー
福
島
、
ラ

ジ
オ
福
島
、
Ｆ
Ｍ
福
島
。
講
師
は
辻
井
博
・
京
大
大
学
院
教
授
、

主
催
者
挨
拶
を
太
田
豊
秋
福
島
県
農
業
会
議
会
長
、
広
瀬
次
雄
常

務
理
事
、
挨
拶
を
渡
辺
恂
福
島
県
農
業
会
議
常
任
参
与
。

国
際
交
流
基
金
日
米
セ
ン
タ
ー
、
㈱
国
際
開
発
高
等
教
育
機
構
、

国
際
水
資
源
学
会
共
催
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
球
規
模
の
水

問
題
」
に
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
と
加
藤
祐
子
渉
外
課
長
が
出
席
。
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◇
日
本
に
は
、
人
口
分
野
で
世
界
に
誇
る
”
国
会
議
員
〃
が
い
る
。
岸
信
介
・

元
首
相
（
国
連
平
和
賞
）
、
福
田
剋
夫
・
元
首
相
（
同
）
、
百
歳
を
超
え
て
今

な
お
ご
健
在
の
加
藤
シ
ヅ
エ
・
元
代
議
士
（
国
連
人
口
賞
）
の
先
達
で
あ
る
。

そ
の
教
え
を
う
け
、
生
涯
を
人
口
問
題
に
捧
げ
た
佐
藤
隆
・
元
農
水
相
（
国

連
平
和
賞
）
も
そ
の
一
人
だ
。
岸
、
福
田
、
佐
藤
の
三
氏
は
他
界
さ
れ
た

が
、
こ
の
偉
大
な
先
駆
者
の
松
明
（
た
い
ま
つ
）
を
受
け
継
い
だ
の
が
、
先

の
総
選
挙
で
、
ま
さ
か
の
落
選
を
し
た
桜
井
新
・
前
代
議
士
（
新
潟
２
区
）

で
あ
る
。
晴
天
の
露
護
で
あ
っ
た
。

◇
桜
井
氏
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
（
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
）
で
連
続
三
期
、
議
長
を
つ
と
め
た
初
代
議
長
・
佐
藤
隆
氏
の
後
を
う
け

て
一
九
九
三
年
か
ら
二
代
目
議
長
に
な
っ
た
。

一
九
九
四
年
、
カ
イ
ロ
の
「
国
際
人
口
会
議
」
と
同
時
開
催
さ
れ
た
「
国
際

人
口
・
開
発
議
員
会
議
」
で
、
同
会
議
運
営
委
員
長
、
事
務
総
長
と
し
て
一

躍
、
世
界
の
桧
舞
台
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
世
界
百
七
カ
国
、
参
加
三
百
名
に

上
る
大
会
議
を
仕
切
る
晴
れ
姿
は
、
筆
者
の
記
憶
に
新
し
い
。

氏
の
哲
学
は
軸
足
を
ア
ジ
ア
に
置
き
、
ア
メ
リ
カ
一
辺
倒
の
世
界
制
覇
を
許

す
の
で
は
な
く
、
東
西
文
明
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
共
生
し
て
い
く
中
で
人
口
、

食
料
、
環
境
問
題
な
ど
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
と
り
わ
け
食
料
問

題
で
は
、
貧
し
さ
ゆ
え
に
発
展
途
上
国
の
人
達
が
飢
え
て
倒
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
”
主
要
食
料
は
自
国
で
生
産
し
よ
う
〃
と
主
張
し
た
。

◇
禿
い
た
め
だ
け
に
こ
の
世
に
生
れ
て
く
る
子
供
を
な
く
そ
う
」
ｌ
岸
信

介
・
元
首
相
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
溢
れ
る
金
言
を
胸
に
世
界
を
駆
け
巡
っ
た

桜
井
氏
に
、
い
ま
途
上
国
の
国
会
議
員
か
ら
ボ
ス
に
対
し
て
団
鈩
【
□
罰
芭

○
し
げ
Ｅ
が
起
き
て
い
る
。

二
十
一
世
紀
最
大
の
政
治
課
題
解
決
の
た
め
、
桜
井
氏
の
”
捲
土
重
来
“
を

念
ず
る
の
は
寸
言
子
だ
け
で
は
な
い
。

（
Ｔ
・
Ｈ
）

表紙の写真説明

ゴマの脱穀

ミャンマー（旧ビルマ）マンダ

レー近郊パッテンジーの村で農業

労働者がゴマの脱穀を行ってい

る。農業労働者は隣のサガイン管

区から農繁期に泊り込みで出稼ぎ

にきている。準乾燥地帯にあるマ

ンダレーでは灌概の有無が生産性

を決定する。灌概のない村は灌慨

のある村に出稼ぎに行かざるをえ

ないのだ。その昔は、サガインの

}であったという。人口の増加と灌
人口と開発･秋季号<通刊73号＞
2000年10月１日発行く季刊＞

Iまうが豊かであったという。人口の土

蔵の導入の有無がこの逆転を生んだ。

･編集発行人広瀬次雄

・発行所

財団法人アジア人口･開発協会

〒160-0022

束京都新宿区新宿1-5-1‐３Ｆ

ＴＥＬ（03)3358-2211(大代表）

ＦＡＸ（03)3358-2233

・印刷所

文化印刷株式会社

J:鱗：
i尋､雪
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１
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チャイルドシートの着用は.大人の責任です６
・・蜜

覇

錘 蕊

ｻﾞ
】

Ｈ

／ 岸
■

１
１

たとえ嫌がっても.お子さまのかけがえのない命を

万一の事故から守るためにチヤイルドシー卜逢｡小さな時からの習慣化が大切で覗
〆 、

お子さまは､自分でIij:クルマの事故の

時のことを想像することができません。

Ｆ
、

お子さまは後ろの席にＩ体格【ニ合ったチャイルドシートを

万一の１F故の場合､，
後ろの〃が安全と‘

体絡に合わないﾁｬｲﾙﾄﾞシートは宏奄とは

蒲極的に安全を考え いえません｡体格に合わせて利川してください。

万一の時の安全の きれていますH2また、

IMI千MFに乗せると、 ↓
ために､お子さまに

スイッチやレバー弧
チャイルドシート

のいたずらなど、

着用の習個を身に
述Ihiiの妨げになる

つけさせてくださ｛， ｆ

■
■
■

おそれがありますｂ

ペビーシートチャイルドシートジュニアシートノ辻 ’ bＬ

鞭日本自動車工業会
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いい旅をご一緒に。
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今を心に刻む旅２０００－２００］ ／国醸線予約･案内､

、函o12o溺冒:魂1ノ（
ニツコーコクサイ

面nOr20再２５－５９３１

jl6L ／国内鯉予約･案内､

【函０，塾｡溺冒弱ﾁ1ノ
＝ツコーコクナイ

iEI5iO1I塾０－塾gi-59ア１

蛾諾番号をよくお確かめのうえ､おかげください。


